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"悪 い 魚"と"良 い 魚"

Satawal島 にお ける民 族魚 類学

秋 道 智 彌*

    Bad Fish or Good Fish 
The Ethnoichthyology of the  Satawalese 

(Central Carolines, Micronesia)------

Tomoya AKIMICHI

   This paper describes native lore and associated cultural values 

pertaining to fish on Satawal Island, a small coral island in Micro-
nesia. First, data on the native classification system of fish domains 
is presented; second, the way in which given named and covert cate-

gories of fish bear certain cultural codes, and how these codes relate 
to and affect both individuals and the populations of the island is 
described; and third, the status of anomalous animals such as sharks, 
stingrays, porpoises is clarified considering Satawalese conceptions 
and transactions. 

   Like other coral islanders in the Pacific, the Satawalese depend 
largely on marine resources as to provide animal protein. However, 
not all aquatic resources have prior cognition as food and nor are all 
served equally among the social group. Taboos and restrictions on 
food fish correspond to categories of individuals and to particular 
situations. Such constraints on food consumption are usually ex-

plained by the belief that the human body is affected or assimilated by 
attributes peculiar to a particular fish. Seemingly, such attributes 
are arbitrarily isolated so as to have a linear association with certain 
human categories. Those people liable to be subject to fish food 
taboos or restrictions are: 

(1) Those in abnormal and weak conditions, such as women (yoopwut : 
lit., "bad persons"), the infant (maniteete: "crawling animal"), those 
who are ill (manesemway: "sick animal"), pregnant women (manip-
woopwo: "animal of swollen belly"), and the like; 

(2) Those who possess a special knowledge of canoe-making, house-
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building, curing, or magic; and 

(3) Those with social prestige, i.e., island chiefs and the heads of 
each canoe house. 

   Initially, food regulations are individual-oriented, but persons 
not directly concerned and even the entire population may often be 
involved owing to the implied bad-influences as revealed by sickness, 
death, and resource scarcity. Therefore, fishes perceived as "bad" 

 (fan, ppwut) or "tabooed" (pin) for an individual are on the contrary 
regarded as beneficial or "good" for the population as a whole. Those 
cognized as "bad" (nngaw) have no conceptual counterpart, since 
eating them results only in such physical reactions as rejection or 
vomitting (mmwus). Such fish are discarded. These anomalous 
animals are correlated 'psychologically and conceptually with people 
in an abnormal condition, since both are recognized as occupying an 

anomalous state between animal (maan) and human (yaramas). 
    Thus "bad" fish connotes two cultural values in a Satawal 

society: (1) the conceptual ordering of an individual islander and 
the entire population in terms of "bad" fish; and (2) the metaphorical 
association of "bad" fish with a human category of abnormal con-
dition. 
    Among all of the attributes of fish, smell bears certain cultural 
significance. Conceptually, smell of fish (pwoyacch) is distinct from 
the smell of taro and breadfruit (pwonngaw). Moreover, certain 
binary oppositions emerge between land and sea; sea spirit and the 
spirit of the taro patch; fish and taro/breadfruit. Such dichotomous 
elements are further opposed to odors of both-sex "(paomtas) and 
blood (pwongosow), thus permitting the hypothesis of a triangular model 
of the Satawalese view of nature in terms of smell.
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1.序   論

本 稿 は,ミ ク ロ ネ シアの 中 央 カ ロ リン諸 島Satawal島 にお ける民 族 魚 類学 的調 査
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報告 で あ る｡筆 者 は この なか で,魚 に 関す る民俗 概 念 の分 析 か ら,Satawa1島 民 の も

つ 自然 観 や文 化 につ いて,い くつ か の 重要 な点 を あ き らか に した い と考 え て い る｡

1.魚 と 人 間

 Satawal島 は, ミク ロネ シ ア の中 央 カ ロ リ ン諸 島 に位 置す る周 囲6kmた らず の

小 さ な隆 起 サ ンゴ礁 島で あ る｡陸 上 の生 態 系 は 単 純 で あ り[FOSBERG l969:1-13],

Satawal島 民 は,海 に食 糧 資源 を大 き く依 存 しな けれ ばな らな い｡そ の た め,航 海 や

漁携 に不 可 欠 な カ ヌー の建 造 技 術 や 航 海 術 が非 常 に発 達 して い る[ALKIRE l 978;秋

道 1981:617-641]｡魚,貝 類,ウ ミガ メな ど は,Satawal島 民 に と り も っと も重

要 な 食糧 資 源 の一 つ とみ な さ れて い る[McCoY l974:207-221]｡

 しか し,島 の周 辺 海 域 に棲 息す る動 物 の す べ て が,島 民 の食 物 と して 利 用 され て い

るわ けで はか な らず しもな い｡あ る魚 は,食 物 とは認 め られ ず にす て られ る｡食 用可

能 とみ な さ れて い る魚 で あ って も,一 部 の 人 び とに か ぎ って 食べ る ことが で き る とか,

特 定 の 人 び とや 特 別 の 場 合 に か ぎ って 食 べ る こ とが禁 止 され る とい った 区 別 が な され

る こ とが あ る｡自 然 界 の 一 部 で あ る動 物 が,い った ん食 物 と して利 用 され る さい に は,

さ ま ざま な規 制や 選 択 条 件 が適 用 され るの で あ る｡

 個 々の 動物 にた い す る こ う した価 値 づ けは,SataWal島 民 の 動物 にた いす る観 念 や

考 え方 の み な らず,人 び との 自然 観 やSatawal文 化 と どの よ うに か かわ って い るの

で あ ろ うか｡

 民 族 魚 類学(ethnoichthyology)は,人 間 集 団 が 自然 界 の一部 で あ る魚 類 を,ど の

よ うに認 知･利 用 し,魚 類 にた い して どの よ うな 観念 や説 明 体 系 を有 して い るの か を

あ き らか に しよ うとす る もの で あ る｡

 した が って,民 族 魚 類 学 は魚 類 の 民俗 分 類 に関 す る研究[ANDERSON l 972]や 魚

名 の研 究[澁 澤1959;BARNETT l978]だ けで な く,魚 の 生 態 や行 動 に 関す る民俗

知識 の研 究[秋 道 1976:76-128;AKIMICHI I978:301-326],食 事 文 化 に お け る

魚食 の研 究[大 島 1977;石 毛1978:159-270],魚 を あ ぐる禁 忌 や超 自然 観 の 研 究

[ANDERsoN 1969:443-449]な ど を 視 野 にふ くん で い る｡一 口 にい って,民 族 魚 類

学 は,魚 と人 間 の か か わ りあい の 研 究 を め ざ して い る とい って よい｡こ う した 研 究 は,

民 族植 物 学,民 族 動物 学 な ど と と もに,文 化 と 自然 の総 体 的 なか か わ りあ いの 探 究 に

他 な らな い とい え よ う[CONKLIN 1954;松 井1975a:3-68,1975b:84-124;伊 谷

･原 子 編 1977]｡

 本稿 は,Sataival島 にお ける民 族 魚 類 学 的研 究 で あ る｡筆 者 が この なか で と くに注
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目 した の は,魚 が人 間 にお よぼす と考 え られ て い る さ ま ざ ま な影 響 の 問題 で あ る｡こ

の場 合,分 析 の 対 象 と な る魚 とい うの は,自 然 にあ るが ま ま の存 在 で は な く,固 有

の 民俗 概 念 を あ たえ られ た,あ るい はcovertな 概 念 規 定 を され た[BERLIN et al.

1968:290-299]存 在 で あ る｡

 ま た,人 間 と い うの は,Satawal文 化 を共 有 した 人 間 集 団 の こ とを あ らわ して は い

るが,実 際 に,あ る価 値 づ けを あた え られ た魚 と具 体 的 に 関係 を もつ の は,特 定 の社

会 的範 ち ゅ うに属 す る個 人(も し くは,そ の集 合)で あ る｡

 す な わ ち,本 論 で 魚 と人 間 のか か わ りあ い とい う と き,あ るカ テ ゴ リーを もつ 魚 と,

あ るカ テ ゴ リー に属 す る人 間 との関 係 性 を 意 味 す る こと に な る｡

 こ う した 関係 性 を 分析 す る手 が か り と して,筆 者 が考 え て い るの は,食 物 と して の

魚 を め ぐる諸 問 題 で あ る｡魚 はSatawal島 民 に と り,も っと も重要 な資 源 の一 つ で

あ る｡し か も,戦 前 のSatawa1島 に お け る調 査 報 告 を み て も,さ ま ざ ま な食 物 規 制

がみ と あ られ る[土 方 1939,1941:310-326,1974]｡

 これ まで の 民 族 誌 に よ る と,動 物(だ け に よ らず 自 然物 全 般)と 人 間 との かか わ り

あ い につ い て,も っと もよ くあつ か われ て きた の は,特 定 の親 族 集 団 と トーテ ム生 物

に 関す る分 析 で あ ろ う[レ ヴ ィeス トロ ー ス 1970,1976]｡筆 者 は,特 定 の個 人 か

ら集 団 全 体 レベル にか か わ る もの まで を ひ ろ く対 象 と して,魚 とSatawal島 民 との

か か わ りあ い(一 関 係 性)を,記 述 して み た い と考 え て い る｡

 2.一 調 査 地1)乏 漁 携 の 概 要

 Satawal島 は,カ ロ リ ン諸 島 の ほ ぼ 中央 に位 置 す る面 積100町 歩 あ ま りの隆 起 サ ン

ゴ1¥¥島で あ る(図1)｡1979年 末 にお け る人 口 は,492人 で あ る｡気 候 は 熱帯 海 洋 性 で

あ り,年 間 の平 均気 温 は,摂 氏28度,湿 度 も70～90パ ー セ ン トと高 温 多 湿 で あ る｡

 一 年 の 半 分 以 上 に あた る10月 ～5月 に は,北 東 な い し東 寄 りの 貿 易 風 が 卓越 す る｡

夏季 の6.月 ～9月 に は,西 風 が 強 くな る ことが あ る｡Satawal島 一 帯 は,熱 帯 性 低 気

圧 が頻 繁 に襲 来 す る｡

 Satawal島 は隆 起 サ ン ゴ礁 島で あ るた め,土 地 は地 味 に乏 しい｡植 生 は 単純 で あ り,

植 物 種類 数 は移 入 され た もの を ふ くめ て も百 数十 種 をか ぞえ るにす ぎ な い[FOSBERG

1969]｡お もな植 物 性 食 物 は,タ ロイ モ(Colocasia esculenta,(yrtosperma chami∬onis),

1)本 研究 のもととなった調査 は,昭 和54年 度文部省科学研究費補助金(海 外学術調査)に よる

 ｢中央カロ リン諸 島における伝統的航海術の民族学的調査｣の なかで,昭 和54年5月 よ り昭和

 55年3月 まで の期間,Satawal島 においてお こなわれた｡共 同調査者は,筆 者 と石森秀三,須

 藤健一の両氏(国 立民族学博物館助手)で あ る｡
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パ ンノ キ(Artocarpus spp.),コ コ ヤ シ(Cocos nucifera)で あ る｡タ ロイ モや コ コ ヤ シ

の収 穫 に季 節 性 は な い が,パ ンノ キの 実 の 成 熟 は季 節 的(4月 ～9月)で あ る｡収 穫

量 の年 間 変 動 も大 きい と考 え られ る｡収 穫 され た パ ンノ キ の 実 は,一 部,保 存 食 と し

て地 下 に貯 蔵 され る｡

 島 に は,ニ ワ ト リ,ブ タ,イ ヌが 家 畜 と して 飼 育 され て い る｡数 種類 の 野生 の鳥 が

と きた ま捕 獲 され る ことが あ る｡し か しいず れ も島 民 の 食 糧全 体 に 占め る比 重 は,魚

介 類 に く らべ て か な り低 い｡

 島 の周 囲 には 裾礁 が発 達 して い るが,環 礁 島 にお ける よ うな ラグ ー ン(礁 湖)は 欠

落 して い る｡し か し,Satawal島 民 が利 用 す る漁 場 は,裾 礁 内外 の か ぎ られ た海 域

だ け で は ない｡島 民 は 島 の北 方 約100キ ロメ ー トル に あ るWest Fayu島,お よび そ

の 西方 周 辺 に あ るサ ン ゴ礁 の浅 瀬(Woranipar礁, Yayuta礁, Fainikarangap礁,

Wofゑyfepar礁), Satawal島 の南 方 約40キ ロメ ー トル に あ るWenikiy礁 な ど に お い

て漁 携 を お こ な う｡お もな漁 獲 物 は,カ ッ オ,マ グ ロな どの 外 洋性 表 層 魚 の ほ か,サ

ンゴ礁 魚 類 で あ る｡West Fayu島 で は,と くに,ウ ミガ メ,シ ャ コガ イ,サ ンゴ礁

魚類 な ど が漁 獲 され る｡漁 掛 には,遠 洋航 海 用 の大 型 帆 走 カ ヌ ーが もちい られ る｡

 一方,Satawal島 の 周辺 海 域 で は,小 型 の手 こぎ カ ヌ ー,中 型 の 帆走 カ ヌー に よ り
                     うけ
[須藤 1979:251-284],底 釣 り,引 き釣 り,笙 漁,突 き漁 な どが お こな わ れ る｡と

きに は,礁 原(裾 礁 の 内側 の浅 瀬)で 大 規模 な追 い込 み 漁 が 組 織 され る こ と もあ る｡

 もち い られ る漁 法 の 数 は,お よ そ50種 類 に お よぶ｡漁 獲 され る魚 の種 類 数 も全 体 と

して400種 類 近 くにの ぼ る｡漁 携 活 動 は基本 的 に男 性 の 仕 事 で あ る｡女･子 供 が 参加

す る の は,干 潮 時 にお ける貝 類 や ウニ の 採集,木 切 れ に よ る タ コ突 き漁,島 中総 出で

お こな わ れ る浅 瀬 で の 追 い込 み漁 な どで あ る｡

 漁獲 物 の分 配 には,い くつ か の方 法 が あ る｡島 中す べ て の成 員 間 で分 配 され る場合,

島 内 に8つ あ る カ ヌー小 屋 に属 す る成 員 間 で分 配 され る場 合,家 族 ご と,と い った よ

うに,分 配 の お よぶ 範 囲 は異 な って い る｡ふ つ う,カ ヌ ー小 屋 を単 位 とす る漁 携 組 織

が つ く られ,漁 獲 物 は カ ヌー小 屋 を 単 位 と して人 び と に分 配 され る｡

 魚 の調 理 に さい して は,生 の ま ま食 べ られ る ほか,焼 く,水 煮 す る,く ん 製,塩 蔵,

楕 円形 地 炉 に よ るむ し焼 きな どの 方 法 が もち い られ る｡

 島 に は,西 方 約1,000キ ロ メ ー トル ほ ど は なれ たYap島 よ り,コ ブ ラの 買 い つ け,

物 資 や人 び と の輸 送 を 目的 とす る不 定 期 船 が年 に5,6回 お とず れ る｡･そ の さい,日

用 品,米,砂 糖 な ど と と もに サバ や イ ワ シの か んづ め,コ ンビ ー フな どが 島 に も ち こ

ま れ る｡島 内 にお け る小 売 店(ス トア と称 さ れ る)は,調 査 時 点 で9軒 あ った｡店 で
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は,サ バ や イ ワシ のか ん づ め(約12オ ンス入)が,1個 あ た り95セ ン トくらい の 価格

で売 られ て い た｡島 民 の ほ とん ど の もの に と り,コ ブ ラを売 る以 外 に現 金 を 得 る方 策

は な い｡こ の よ うな現 況 で,か ん づ め類 の 島 内 消費 は低 く,漁 掛 へ の依 存 度 は 現 在 な

お高 い｡日 曜 日を の ぞ くほ とん ど毎 日,漁 携 活 動 が お こな わ れ る｡

 以 上 の べ た,漁 携 活 動,漁 獲 物 の分 配,調 理,魚 の利 用 な ど に 関 して は,別 稿 と し

て発 表 す る予 定 で あ る｡

 民 族 魚類 学 の調 査 には,21名 の イ ンフ ォー マ ン トの蕩 力 を え た｡そ の 内訳 は,成 人

男 性15名,成 人 女 性6名 で あ る｡こ の う ち,キ ー･イ ンフ ォー マ ン トは,成 人 男 性6

名,成 人女 性2名 で あ る｡

 魚 種 の 同定 は,現 地 で 漁 獲物 が分 配 され るさ い や,分 配 後 に お こな った｡方 名 の 採

集 も同 定 の さ い に あわ せ て お こな った ほか,魚 類 図鑑[MuNRo 1967;CARcAssoN

 l977;白 井 1977;益 田ほ か 1980]を 参 考 に した2)｡

 本 稿 で もち い るSatawal語 の音 声 表 記 は,既 発 表 の論 文 で の べ た原 則[秋 道1980

b]に した が う｡そ の要 点 は以 下 に示 した とお りで あ る｡

(1) 母 音 は,i, e, e, u, u, o,6, a, aの9個 で あ る｡

(2)長 母 音 は,ii, ee, aaな ど の よ う に して あ らわ す｡

(3) 子 音 は,ch, f, k, m, mw, n, ng, P, pw, r, r, s, t, w, yの15個 で あ る｡

(4)mw, pwは,そ れ ぞれm, pの 硬 口蓋 化 音 で 別 の 音素 で あ る｡

(5) 飢mm, cch, mmwな ど は,そ れ ぞ れ, f, m, ch, mwの 重 複 子 音 を あ らわ

す もの とす る(表1)｡

表1Satawal語 音 声 表 記 表

(1)母  音

      狭
      半狭
      広

(2)子  音

  閉 鎖 音
 摩 擦 音

 鼻  音
  ふるえ音

  そり舌共鳴音
 半 母 音

前舌 中舌

i  u

e  6

a  a

 両唇音

P  PW
  f

m  mw

後舌
u

O

O

 歯茎音
  t

  S

  n

  r

硬口蓋音 軟 口蓋音

 ch     k

r

Y

ng

W

2)こ のほか,貝 類や動物 などに関 しての図鑑を もちいた[波 部･小 菅 1965;内 海ほか 1977;

内 海 1978]｡
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π.魚 の 分 類 体 系

本 章 で は,魚 類 そ の も のがSatawal島 の 人 び と に よ り どの よ うに 分類 され,認 知

され て い るの か に つ いて のべ る｡

1.魚･動 物･人 間

 動 物 界 の な かで, 魚 をふ くむ も っ と も 包括 的 な カテ ゴ リー はrmaanで あ る｡

maanの な か に は,魚 類 鳥類,哺 乳 類 を は じめ,節 足 動物,甲 殻 類,貝 類 な ど,お

よ そ あ らゆ る動 物 が ふ くま れ る｡

 maanと い う概 念 の な か に,人 間(yaramas)が ふ くめ られ る こ と もあ る｡こ の こ

とに は,三 つ の意 味 が あ る｡第 一 は,人 間 も動 物,な い し生 き物 の 一 員 で あ る とみ と

め られ て い る点 で あ る｡ 第 二 と第三 は,maanが 人 間 そ の もの を あ らわ す 場合 で あ

る｡た だ･しこ の場 合 の人 間 は,か な らずman十A(Aは,そ の人 間 の カテ ゴ リー や

状 態･属 性 を あ らわ す 形 態素 に相 当す る)と い う形 で 表 現 され る｡第 二 の場 合,た と

え ば,manneewは,｢1人 の 人 間｣を(yeewは,｢1人｣を あ らわ す), mannifitowu

は,｢何 人 の人 間?｣(fitowuは,｢い くつ の｣と い う疑 問 詞)を,そ れ ぞ れ 示 して い

る｡こ の 場合,人 間 の カテ ゴ リー は特 定 化 され て い ない｡

                     .   .   .   .   .      .   .   .   .   .

 第 三 は,第 二 の例 と関 連 す るが,あ き らか に 特殊 な状 態 や 特 別 の属 性 を も った 人 間

にた い して,maanと い う言 葉 が 適 用 され る場 合 で あ る｡こ の なか に は;妊 婦(ma-

nuwuupw;あ1る い はmanipwoopwo;wuupwは｢腹｣, pwoopwoは,｢ふ くれ

た｣の 意 味),病 人(manesemway;semwayは,｢病 気｣の 意 味),死 人(manima;

maは,｢死｣の 意 味),狂 人(manisosoong;sosoongは｢狂 気｣の 意 味),木 か ら落

下 した人(manippungutiw;ppungutiwは,｢落 下 す る｣の 意 味),新 生 児 を もつ母

親(maninayinay3);nayinayは,｢子 供｣の 意 味),月 経 時 の女 性(manipekitakunc5;

pekitakun6の 意 味 は不 明),新 生 児(manikon;k6nは,｢横 た わ る｣の 意 味),乳

幼児(maniteete;teeteは,｢這 う｣の 意 味),泥 棒(manimworo;mworoは,｢盗

人｣の 意 味),潜 水者(manipeyik;peyikは,｢も ぐる｣の 意 味),立 派 な人,強 い 人

(manimwaamway;mwaamwayは,｢強 い,良 い｣の 意 味),老 人(manitukufai;

tukufaiは,｢老 いた｣の 意 味)な どが ふ くまれ る｡

 Elbertに よる と, Puluwat島 で は,重 要 な地 位 に あ る人(manulap;1apは,｢大

きい｣の 意 味),容 貌 の よ い人(manufir;fiirは,｢良 い｣の 意 味)が くわ え られ て い

 3)manuynayinayは,ネ コ(kattu)や イヌ(konaak)の ような愛玩動物の ことを さす｡
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1 工1

図2 yaramasとmaanの 包 含 関係

る｡

 さ らに,男 性 を あ らわす 言 葉 と して,Elbertは, manumwaan(mwaanは,｢男

性｣の 意 味)を あ げ て い る｡し か し,筆 者 の えた 情 報 で は,manimwaanは,｢動 物

の雄 個 体｣を あ らわ し,人 間 の男 はmwaanで あ る とい う｡同 様 に, maniroopwut

は,｢動 物 の雌 個 体｣を,roopwutは,｢人 間 の女 性｣を あ らわす｡

 この よ うに,第 三 の 場合,特 殊 な,あ る い は異常 な状 態 に あ る人 間 にた い し,maan

とい うcovertな 概念 が 適 用 さ れ る[BERLIN et al.1968:290-299]｡通 常 の状 態

にあ る人 間 にた い して は,yaramasと い う概念 が適 用 さ れ る｡人 間 を あ ら わ す

yaramasと,動 物 を あ らわすmaanと い う二 つ の概 念 の関 係 を 示 した の が,図2で

あ る｡図 の1で は,人 間 は動 物 の一 員 で あ る こ とが,図 の 皿で は,人 間 と動物 が異 な

った存 在 で あ る こ とが,そ れ ぞ れ示 さ れて い る｡1[の2つ の 円を 包 括 す る概念 と して,

2つ の ものが 考 え られ る｡一 つ は,maanで あ り,も う一 つ は, maniwenikakで あ

る｡wenikakは,｢多 様 な｣と い う意 味 で あ る｡ maniwenikakに 対立 す る の は,

miniwenikakと い う概 念 で あ る｡ miin一 と い う の は,運 動性 の な い｢も の,事 物｣

を さす｡miniwenikakの なか には,植 物,土,石,水,火 な どが ふ くま れ る｡す な

わ ち,miinとmaanは,自 然界 の事 物 をわ け る も っ と も包 括 的 な 概 念 で あ る と い う

こ とに な る｡

 maanと い う語 が,と くに鳥 類 を さす4)と き もあ る｡そ の場 合,魚 類 はyiikと い

4)maanが,と くに鳥類を さすときに, maniyaniyan(yaniyanは,｢飛 ぶ｣の 意味)と いう言

 葉が もちい られるとする考え方[土 方1975:35}が あ るが,maniyaniyanの なかには,鳥 類以

 外に,チ ョウや トンボもふ くまれ るのでかな らず しも適当ではない｡
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う包 括 的 な言 葉 で よ ば れ る｡す な わ ち,yiikは 動 物 全 体 を 意 味す るmaanの 下 位 概

念 で あ る と と もに,と くに鳥 類 を 意味 す るmaanと 対 立 す る概 念 で もあ る｡

 さ らに,maanが 昆 虫 類 を さ す こと もあ る｡そ の 場 合, maanは,魚 類 を あ らわ す

yiikと い う概 念 と あ き らか に 対立 す る｡ しか しなが ら,鳥 類 を あ らわ し,し か も昆

虫 類 を あ らわ すmaanと い う概 念 と対 立 す る言 葉 は な い｡む しろ,注 記 したmanl-

yaniyanと い う概 念 が,ど ち らか と い うと鳥類 を お もに さす の にた い して,昆 虫類

にた い して は,manikuuku(kuuは,｢刺 す｣の 意 味)と い う言 葉 が あて は め られ る･

しか しこの 場 合 で も,manikuukuの な か には,ム カ デ や ア リ,カ な ど のほ か,大 ト

カゲ や ウ ツ ボ,サ メな ど もふ くまれ る｡ム カ デ はmannipwongと よば れ, pwongは,

｢夜｣を 意 味す る｡

 maanが,微 小 な 生物 を と くに意 味 す る こ とが あ る｡第 皿章 に お いて の べ る よ う

に,あ る魚 を食 べ て 病 気 にな る の は,魚 の なか にmaanと い う動物 が い るか らで あ

る と考 え られ て い る｡こ の場 合,maanの 生 物 学 的 実 体 は不 明 で あ る が,病 気 の原

因 に な る と認 識 され て い る こ とは 興 味 あ る｡

 以 上 の よ うに,maanと い う概念 は 非常 に多 義 的 で あ る｡ こ の こ とを 図3に よ っ

て 示 して お こ う｡図 で は,maanの もつ 意味 を 区 別 す る うえ で,便 宜 的 に, maan1,

maan2と い うよ うに番 号 が つ けて あ る(図3)｡

図3 動物と人間に関する民俗分類の模式図

?5
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 こ こで,本 論 の主 題 で あ る魚 類 に焦 点 を あて て論 述 を さ らにす す めて み よ う｡魚 類

を あ らわ すyiikと い う概 念 は,動 物 を あ らわ すmaanの 下 位 に 位 置 づ け られ る｡

 yiikの な か に は,硬 骨 魚 類(Osteichthyes)の ほ か,ク ジ ラ(raaw),イ ル カ(kuuw)

もふ くまれ る｡ク ジ ラや イ ル カがyiikと い う包 括 名 に ふ くめ られ て い る こと は,以

下 の二点 か ら知 る こと がで き る｡

 まず,小 型 の イル カはyikirik,す な わ ち｢小 さ い魚｣と よ ばれ て い る｡ rikは,｢小

さ い｣の 意 で あ る｡つ ぎ に,航 海 術 の 知識 の なか で,kuuwと よ ばれ る星座 群 が 知 ら

れて お り[GooDENouGH 1953],こ の星 座 群 は,ア ン ドロ メダ 座,カ シオ ペ ア座,

うお座 な ど に よ って 形 づ く られ る｡そ の形 が イル カ に にて い る と ころか ら,kuuwと

なづ け られ た わ けで あ る｡kuuwと い う星 座 群 は,別 名, yikinnapと も よば れ る｡

yikinnapは,｢大 き い魚｣, napは｢大 きい｣の 意 味 を あ らわ す｡

 ク ジ ラ もイ ル カ と同 様 にyikinnapと よば れ る｡

 これ に た い し,サ メ(paaw),エ イ(fait')な ど の軟 骨 魚 類(Chondri chthyes),ウ ツ

ボ(sowufang),爬 虫 類 で あ る ウ ミヘ ビ(sayuwaanu)な ど は, Satawal島 民 の民 俗

分 類 の な か で ど の よ うに位 置 づ け られ て い るの で あ ろ うか｡

 結 論 か らい うと,上 記 に の べ た サ メ,エ イ,ウ ツ ボ,ウ ミヘ ビな ど は,筆 者 の 調査

か らみ るか ぎ り,非 常 にあ い ま い な位 置づ けが な され て い る こ とが わか った｡

 まず,あ るイ ンフ ォ ーマ ン トに よ る と,サ メ,エ イ,ウ ツ ボ,ウ ミヘ ビは,yiikと
                                    ロ    

い う概 念 に ふ くまれ な い と され る｡そ の理 由 と して,yiikは｢海 に棲 息 して い る食 用

り    

可 能 な 動物｣で あ る とい う説 明 を うけ た｡し た が って,イ セ エ ビ(yuur),タ コ(kuus),

イ カ(nguut)は, yiikの なか に ふ くまれ る とい う｡ とす れ ば,サ メ,エ イ,ウ ツボ,

ウ ミヘ ビな ど が食 物 とは み とめ られ て い な い こと と,そ れ らがyiikと い う概 念 か ら

除 外 され る こと とは うま く対応 す る｡し か し,上 記 の 考 え に は,い さ さか 矛盾 が あ る｡

つ ま り,ウ ミガ メ(wong)は 食 用 可 能 で あ るがyiikに はふ くま れ な い｡一 方,イ ル

カや ク ジ ラはSatawal島 民 の食 物 とは認 め られ て い な い が, yiikの な か にふ くめ ら

れ て い る｡さ らに,食 用 可 能 で あ って も,貝 類(yapwin)や カ ニ(rokumw)はyiik

にふ くめ られ て い ない｡以 上 の よ うに,サ メ,エ イ,ウ ッ ボ な どがyiikに ふ くま れ

ない理 由 と して,食 用 可能 か ど うか とい う点 か らのみ 説 明 づ け る 人 び との 考 え には や

や 難 が あ る｡

 別 の イ ン フォ ー マ ン トに よ る と,サ メ,エ イ,ウ ツ ボ な ど と と もに タ コ,イ セ エ ビ,

イ カ な ど も,yiikと い う概 念 に は ふ くまれ ない と い う｡そ の 理 由 を,実 際 にお こ った

会話 を もと に考 え て み よ う｡
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 あ る男 が魚 を と る 目的 で漁 に い き,一 匹 も魚 が とれず,か わ りにイ セ エ ビや タ コ を

大 量 に も ちか え った｡別 の 男 が,``yeyoor yiik",(｢魚 は あ るか?｣)と きい た と き,

聞 か れ た 男 は``yes66r yiik"(｢魚 は な い｣)と 答 えた｡タ コや イ セ エ ビが 大 量 に とれ

た に もか か わ らず であ る｡つ ま り,こ の男 に と って イ セ エ ビ や タ コはyiikの な か に

ふ くまれ て は い な い こと に な る｡

 以 上 の説 明 か らす る と,yiikは,ウ ッ ボを の ぞ く硬 骨 魚 類,イ ル カ,ク ジ ラ にた い

して適 用 さ れ る こ とば で あ る と規 定 で き るか も しれ な い｡し か しなが ら,第 皿章 にお

い て 詳 述 す る よ う に,サ メ,エ イ,ウ ツ ボな どは,あ き らか にyiikと い う概 念 にふ

くめ られ て い る の で あ る｡つ ま り,｢悪 い 魚｣を あ らわすyikinngawと い う概 念 は,

サ メ,エ イ,ウ ツ ボ を包 括 して い るか らで あ る｡
              を

 さ らに,サ メ,エ イ,ウ ッ ボ,イ ル カ な ど は人 間 で あ る と も考 え られ て い る事 実 を

み の がす こ とは で きな い｡こ の こ とを端 的 に示 す い くつ か の説 話 が,Satawal島 に お

い て伝 承 され て い る｡す なわ ち,イ ル カ,エ イ,ウ ッ ボな どが,人 間 と して 説 話 に登

場 す る[土 方 1975]｡筆 者 自身 も,イ ル カ が その 皮 を ぬ ぐと人 間 と 同 じ姿 を して い

る とい う内容 を ふ くん だ説 話 や,エ イの 娘 が 人 間 と 同 じ姿 を して お り,あ る男 と結 婚

し,子 供 を産 む とい う説話 を採 集 した｡

 また,Satawal島 で男 子 が 生 まれ る と,そ の子 を イル カ に な ぞ らえ て,"キ ュ ー イ,

キ ュ ー イ"5)と 人 び とが 叫 ぶ とい う習慣 が,か つ て お こな わ れて いた とい う [染木

1937:167]｡以 下,そ の部 分 を 引用 す る｡

 ……出産無事 に終 り産児男な らば介抱の者先づ キューイ,キ ューイと叫ぶ,其 の意は海豚の

意にて海豚は元気澱渕たる動物なれば海事を生命 とする海島土人の男子 に取 りては憧憬 の象徴

た り,故 に男子生 るれば之を海豚になぞ らへて祝ふ也｡之 を聞 きつけた る近隣の者 も又 口を揃

へてキ ューイ,キ ューイと叫び全島 に男子 出生を報知す｡産 児女な らば只黙す｡… …

 以 上 の よ うに,イ ル カが 人 間,と くに男 と結 び つ け られ て い る ことが わ か る｡

 また,ウ ツ ボを 意 味 す るsowufangと い う こと ば のs6wuは,特 殊 な能 力や 知 識

を有 す る人 間 にた い す る称 号 で もあ る｡fangの 意 味 に つ い て は,あ き らか にす る こ

とが で き なか った｡

 トラ ッ ク諸 島のFaanakkar島 で は,サ メや イル カが,人 間(aramas;Satawa1語

にお け るyaramasに 相 当す る)と して 分 類 され て い る とい う[CAUGHEY 1977:15

-16]｡

5)"キ ュー イ"は,イ ル カ,す なわ ちkuuwを さ して い る｡

77



国立民族学博物館研究報告  6巻1号

図4 maan, yaramas ylzkの カ テ ゴ リー間 の 関係

 この よ うに,サ メ,エ イ,ウ ツ ボ,イ ル カ な どが,民 俗 分 類 にお いて さ らに特 徴 的

な位 置を 占め る ことは あ き らか で あ ろ う｡

 サ メ,エ イ,ウ ツ ボ,イ ル カ な ど の動 物 が もつ 多 義的 属 性 を ま とめ る と,つ ぎの よ

うに な るだ ろ う｡

 (イ)イ ル カ,ク ジ ラは,yiikに ふ くまれ るが,人 間(yaramas)で もあ る｡
                            ･   !   ･   ･

 (ロ)サ メ,エ イ,ウ ツボ は,yiikに ふ くまれ るか ど うか あ い ま いで あ る｡そ の

いず れ の 場 合 で も,人 間 と もみ な さ れ る｡

 この こ と と,図2で のべ たmeanとyaramasの 包含 関係 を 対 照 す る と,図4の

よ うな位 置づ けが可 能 とな る｡図 の な かで は,maan2とyaramaslが た がい に区 別

され る こ と(図2の 皿)と,maan1の な か にyaramaslが ふ くま れ る こと(図2の

1)が,yii1(の カテ ゴ リー との関 連 で しめ され て い る｡

 興 味深 いの は,妊 婦,乳 幼 児,病 人 な ど を あ らわ す人 間 の カテ ゴ リー が,図4に お

け る サ メ,エ イ,ウ ツ ボ,イ ル カ,ク ジ ラな ど と類 似 した位 置 にあ る こ とで あ る｡

この よ うな動 物 が,Satawal島 に お け る食物 規 制 との 関 係 で ど の よ うに 位 置づ け られ

           ロ               の

て い るの か は興 味 あ る｡あ い まい な動 物 が 当 該文 化 の な か で,と き と して重 要 な意 義

を もつ ことが 多 いか ら で あ る[DOUGLAS 1964;LEAcH l 964;23-63, BULMER

1967:5-25;ANDERSON 1969:443-449;BULMER 1975:267-308J a

 図3で の べた 人 間 と動物 の民 俗 分 類 に 関 す る模 式 図 を,こ こで さ らに,サ メ,エ イ,

イル カ,ク ジ ラな どの 動物 に着 目 して 改変 した のが 図5で あ る｡

 yiik1と い う包 括 的 な概 念 にふ くまれ な い の は,ウ ミガ メ,ナ マ コ,ヒ トデ,ク ラゲ,

カニ,貝 類,シ ャ コ,イ ソギ ンチ ャクで あ る｡こ の よ う にみ て くる と,yiiklと い う概

念 は,Berlinら やBrownが い う とこ ろのlife form(生 活 形)に 対応 す る もの で あ る
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図5 動物･人 間･魚 に関す る民俗分類の模式図

と考 え て よ い だ ろ う[BERLIN et al.1973;Brown l 979,1980]｡そ して, yiik1を

包 括 し,人 間 をふ くむ 動物 全 体 を あ らわ すmaan1は,伺 じくunique beginnerに

対 応 す る概 念 とみ なす こ とが で き る｡し か もyiik1は,オ セ ア ニ ア の他 地 域 に お い て

見 いだ され るia,?iaと い った概 念 に匹 敵 す る もので あ ろ う[BRowN l 980]｡

 しか し,そ う した通 文 化 的 な考 察 にお い て は,そ れぞ れ の社 会 に 固有 の 分 類 体 系 と

か 価 値 の 体 系 が具 体 的 に提 示 され て い な い点 に,筆 者 は少 し不 満 で あ る｡Brownの

あ げた ポ リネ シア の各 地 域 で,サ メや エ イは どの よ う に認 知 され,人 び との 生 活 とど

の よ うに か か わ って い るの で あ ろ うか｡

 Satawal島 の 例 に 即 して い え ば,サ メ,エ イ,ウ ツ ボ,ウ ミヘ ビな ど の動 物 にた い
      り            

す る あい ま い な位 置づ けは,オ セ ァニ ア の他 地 域 で も同 じで あ る とい うわ けで は け っ
                .             .

して ない｡む しろ,人 び とに よ りあい まい な 動物 と して 認 知 され て い る こと 自体,

Satawal島 民 の 自然 観 を理 解 す るた めの 重 要 な 手 が か りと な る こ とを認 め な けれ ば な

らない だ ろ う｡

 viik2に は,さ ま ざま な下 位 の分 類単 位(taXOn)が ふ くま れ, maan1を 頂 点 とす る

動物 界 の分 類 体 系 は全 体 と して 階層 化 され た 構 造 に な って い る｡以 下,yiik2の 下位

レベ ル に お ける分 類 単 位 につ い て,そ の 概 略 を のべ る｡
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2.yiikの 下 位 概 念

yiik2の す ぐ下 位 に は,魚 の種 類 を よ り一般 的 に示 す 名 称群 が位 置す る｡そ れ ぞ れ

の 名 称 と対 応 す るの は,た いて い の場 合,系 統 分 類 に お け る科(family)や 属(genus)

レベ ルで 包 括 され る魚 類 で あ る｡

 た とえ ば,ダ ツ(taak),ト ビウ オ(mengar),ハ タ(yaniy),タ カ サ ゴ(tiin),ヒ メ

ジ(chukun),チ ョウチ ョウ ウ オ(nikeriker),ハ ギ(mwocch),モ ンガ ラ カ ワハ ギ

(pwuupw)な ど は,そ の 例 で あ る｡

 そ れ ぞ れ は,個 別 の魚 種 と対 応 す る場 合 もあ るが,た い て いは 包 括 名[松 井1978]

で あ り,さ らに い くつ か の個 別 名 な り包 括 名 を 下位 の レベル に ふ くん で い るの が ふつ

うで あ る｡ これ よ り下 位 にサ ブ･カ テ ゴ リー を もた な い例 と して, トラギ スの 仲 間

(nikayufar),ヤ ガ ラ(takunnon),ク マ ノ ミ(yinayirumer),ハ リセ ンボ ン(tayus)

な どが あ る｡ふ つ うそれ らは,生 物 学 的 に数 種 以 上 の魚 を包 含 して い る｡単 一 種 と対

応 す る例 を あ げ る と,シ イ ラ(scp6r:Coryphaena hippurus),ア カ ハ タ(metayin:Epi-

nephelus fasciatus),ヒ メ フエ ダ イ (masaccha:｣乙uJanus gibbus),ツ ム ブ リ (fofc):

Elagatis bipinnulata),ギ チ ベ ラ(fayisiwu:Epibulus insidiator)な どが あ る｡

 さ らに上 記 にの べ た包 括 名の 下 位 に 位 置づ け られ る方 名 は,生 物学 的種 と対 応 す る

場 合 が ほ とん ど で あ り,例 外 的 に2種 以 上 を 包 含 す る例 もあ る｡た とえ ば,マ ツ カサ

ウオ(Myripristis spp.)の 包 括 名 で あ るmweenは,い くつ か の下位 名称 をふ くん で

い る｡そ れ らは,mween tamwur(ウ ロ コマ ツ カサ:M. melanostictus), mween pori

(キ ビ レマ ツカ サ:M.chryseres), mw66n ccha(ア カマ ツ カ サ:M. berndti)で あ

り,そ れ ぞ れ 種 と対 応 して い る｡

 wupwinは,フ グの 包 括 名 称 で, そ の な か に は, wupwin, veer,(Fugu spp.,

0〃η魏惣耐'〃spP., Tetraodon spP.を ふ くむ), P6kareng(セ ンニ ンフ グ:Pleurana-

canthus sceleratus)と い う3つ の 下 位 名称 がふ くまれ る｡下 位 名 称 の う ち, pokareng

は,単 一 の 魚 種 に対 応 す る個 別 名称 で あ る とい え るが,wupwinとn66fは,ハ コ フ

グ科 をふ くむ 包 括 名 称 で も あ る｡な ぜ,pokarengだ けが と くに個 別 名 称 を もつ のか

とい うと,そ の 外 部 形 態 の特 徴 に よ る もの と考 え られ る｡セ ンニ ンフ グは,カ ッ オや

マ グ ロの 場 合 と類 似 した第 二 背 鰭,智 鰭 を も って お り,他 の フ グ とは 一見 して 区 別 で

きるか らで あ る(図6)｡他 の フ グ と同 様 に,セ ンニ ンフグ を食 べ る と死 ぬ と人 び と

は考 えて い る｡

その他の魚について も,や はりこのレベルで,個 別名称ないし複数の生物学的種を
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 図6 フグとカツオの模式 図

([益田ほか 1980]を もとに作成｡aは第二背鰭,bは轡鰭を示す｡)

ふ くむ 名 称 が あ た え られ て い る｡

 なお,Satawal語 魚 名対 照 表 につ い て は,別 稿 にて あ つか い,本 論 で は ふ れ なか っ

た魚 の民 俗 知 識 に つ いて も,そ の な か で と り あ げて み た い と考 えて い る｡

皿.魚 の カ テ ゴ リー と食 物 規制

 本章では,魚 に関してSatawal島 民が認知しているさまざまな民俗概念や知識を,

食物規制の問題に焦点をあてて記述する｡こ こで食物規制というのは,あ る魚を食べ

ることを禁止ない し規制するということだけを意味しているのではない｡禁 止とは反

対に,積 極的に食べることがすすめられる事例や,食 べ方,あ るいは調理の方法にか
                                 

か わ る規 範,あ る いは 意 識 的 に規 制 され な くと も,無 意 識 に 禁止 され る [L･EACH

1964]場 合 な ど もふ くめ て考 察 しよ う とす る もので あ る｡

 食物 規 制 と して 表 出 され る魚 と人 間 の 関係 性 は,さ ま ざまで あ る｡魚 自体 の カテ ゴ

リー と,規 制 の対 象 とな る人 間 の カテ ゴ リー を それ ぞ れ 変 数 と して あつ か い うる か ら

で あ る｡以 下 の記 述 にお い て は,考 察 の 対 象 と な る魚 自体 の カ テ ゴ リー に焦点 を あ て,

記 述 をす る･そ の さい の 項 目は,魚 自体 や魚 の カテ ゴ リー 別 に たて られ て い る｡あ る

場 合 には,も っと もよ く,食 物規 制 の 内容 を示 す と お もわ れ る用 語 が見 出 しに な って
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い る こと もあ る｡項 目は全 部 で26あ る｡そ の うち,特 定 の 個人 や集 団 に禁 忌(yepin)

と され る魚 は,総 称 してyikipinと よ ば れ る｡ yikipinは,む し ろ禁 忌 の対 象 と な る

人 間 の カ テ ゴ リー別 に のべ て あ る こ とを ことわ って お く｡そ して,個 々の事 例 ご と に,

それ が 総 称 と して のyikipinに ふ くまれ る 旨を 明記 して お く｡

 (i)yikinngaw

 nngawと は, yenngawつ ま り｢悪 い｣と い う意 味で, yikinngawは｢悪 い魚｣

とい う こ とを あ らわ す｡yenngawの ほか, yennowと い う こ とば も同様 に｢悪 い｣

ことを あ らわ す｡こ の なか にふ くま れ る魚 につ い て,す べ て のSatawal島 民 がか な

らず しも 同 じ意 見 を も って い る わ けで は な い｡ しか し,も っと も 多 くの 人 び と が

yikinngawと み な して い るの は,サ メ(paaw),エ イ(fait'),イ ル カ(kuuw),ク ジ ラ

(raaw),ウ ツ ボ(sowufang),コ バ ンザ メ(nipirar)で あ る｡

 yikinngawは, Satawa1島 のほ とん どす べ て の 人 が食 べ な い｡例 外 的 に サ メ,ウ

ツボ を食 べ た ことが あ る とい う者 が 数 名 い た｡い ず れ もす ぐれ た航 海 術 の 知 識 を もつ

中年 男 性 で あ る｡食 べ た 時点 が10年 を さか の ぼ らな い とい う ことか ら して,島 に キ リ

ス ト教 が 受 容 され た1950年 代 前 半 以 降 の こ とで あ る ことに ま ち が い は な い｡い ま の と

ころ,こ の例 外 的 な 事 例 を積 極 的 に意 味づ け る根 拠 は な い｡

 そ れ で は,大 半 の人 び とが なぜyikinngawを 食 べ な い のか につ い て 聞 くと,つ ぎ

の よ うな理 由が え られ た｡

 pwonngaw:｢匂 い が悪 い｣｡

 yanniy6pwut:｢見 る と気 持 ちが悪 く,吐 き気 を 催 おす｣･PPwutは,｢悪 い｣の 意

味｡

 yennOW:｢悪 い｣｡

 以 上 の点 か ら,yikinngawと い う概 念 は,生 理 的 に不 快(匂 い や 形)で あ る とか

嫌 悪 感 を あ た え る,と い った こ と と関連 して い る こ とが わ か る6)｡

 で は,人 び とは,yikinngawを ど の よ う にあ つ か って い るの だ ろ うか｡ま ず,(イ)

yikinngawは 漁獲 対象 と は な らな い｡し か し,(ロ)子 供 が 遊 びで と って も,殺 した

あ とす て られ る｡ま た,(ハ)た とえ,漁 で捕 獲 され て も,殺 してす て られ る｡(二)

食 用 とは され な い7)｡こ の ほ か,以 前 に は, (ホ)サ メ の歯 は,rasarasと よ ばれ る

6)コ バ ンザメが,yikinngawと されるのは,(イ)サ メやカメに付着 しているので気持が悪 い

か らとか, (ロ)め ったに漁獲 されない,わ けのわか らない存在であ るか ら,と いった説明を

うけた｡
7)特 殊な例 として,筆 者 らが滞在 中,漁 獲 された ウツボやサメが,わ れわれ にたいする贈 り物

と して もってこられ ることがあ った｡
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け ん か 具[染 木 1937:166-167]と して,(へ)エ イ の 尾 棘 は,儀 礼 用 の 道 具

(wosono faiy),と して もちい られ た[土 方 1974:60-fi3]｡

 Satawal島 で は 食 用 とされ ない が,ミ ク ロネ シア の他 地 域 で は,サ メ,エ イ,ウ ツ

ボ な どが や は り食 用 と され なか った り[BURROW lriCI SPIRO 1957:35],食 用 と され

る場 合 が あ る｡後 者 の 例で は,パ ラオ 諸 島 で は,ウ ツ ボ,サ メが 食 用 とさ れ る ことを

筆 者 自身,確 認 した｡Aetobatus属 以 外 の エイ も食 用 とな る[HELFMAN a,riCl RANDALL

1973:140]｡Fais島 で は,サ メが 食 用 と され る｡ Woleai環 礁 で も,イ ル カや ク ジ ラ

が食 用 と され る(筆 者 の 聞 き込 み によ る情報)｡

 この ほか,一 部 の 人 び と がyikinngawと よ ん で い る魚 とそ の よ うに み とめ られ る

理 由 は,以 下 の よ うな もの で あ る｡

                   ふん

 チ ョ ウ チ ョ ウ ウ オ(nikeriker)の 内 臓 は,糞 便 の 匂 い が す る｡シ ィ ラ(sepor:cony-

phaena hippurus)の 胃 袋 は, トカ ゲ の よ う な 匂 い が す る｡ タ テ ジ マ キ ン チ ャ ク ダ イ

(ningungu:Poη αoαη伽3ゴ ηψ8剛oγ)は,｢サ ン ゴ の 匂 い｣(pwoworowor)が す る｡ハ

ゼ や ギ ン ポ(nimwan, rapise:Gobioidei, Blennioidei)は,波 う ち 際 で と び ま わ っ

た り す る の で｢気 持 が わ る く｣だ れ も食 べ な い｡

 ア マ ダ イ の 一 種(pwonif66y:ルfα ♂α6αη漉螂spP.)｡こ の 魚 は,｢形 が わ る く｣(wunu-

nunngaw),｢ぬ る ぬ る して い る｣(yemitimit)｡

 ア ゴ ハ タ(nimmeras:Pogonoperca punctata)｡こ の 魚 を こす る と,泡(meras)が で

て,｢気 味 が 悪 い｣｡

 (2)yikiwerima

 yewerimaと は,｢毒 の あ る｣と い う 意 味 で, yikiwerimaは,｢毒 魚｣に 相 当 す る｡

も しyikiwerimaを 食 べ る と,｢死 ぬ｣(ma)か 病 気 に な る の で, Satawa1島 民 は ほ

と ん ど食 用 と しな い｡

 yikiwerimaに ふ くま れ る の は,フ グ(wupwin, .,.neer),バラ ハ タ(pwene:Variloa

louti),ニ ザ ダ イ(mwocch:Acanthurus spp.),バ ラ フ エ ダ イ(moos:LuJanus bohar),

カ マ ス(seraw:Sphyraena spp.),ヒ ラ ァ ジ の 一 種(nang丘w:Caranx sp.),ハ タ の 一 種

(yaniy:1膨 ηψ 乃81π5 spP.),ア オ チ ビ キ(yaiy6y:Aprion virescens),フ エ フ キ ダ イ の 一

種(noot:Lethrinus sp.)な ど で あ る｡

 上 記 の 魚 は,い ず れ も サ ン ゴ 礁 海 域 や そ の 周 辺 で ふ つ う に み ら れ る 種 類 で あ り,

Satawal島 に お い て も,日 常 的 な 漁 榜 の 対 象 と な る｡し た が っ て, vikiwerimaと 認

め られ た 魚 で 絶 対 に 食 用 と さ れ な い の は,フ グ の 仲 間 だ け で あ る｡す な わ ち,フ グ 以

外 の 魚 は,一 応,｢毒 魚｣と は 認 め られ て い る も の の,実 際 に 食 用 と さ れ る｡と い う
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の は,Satawal島 以 外 の 島 じまで,上 記 にの べ た魚 を食 べ る と死 ん だ り病 気 に な る

が,Satawal島 周 辺 で とれ る 魚 に は そ う した事 実 は ない とい う こと を,島 民 が経 験 的

に知 って い るか らで あ る｡た とえ ば,Ulithi環 礁, Woleai環 礁,マ ー シ ャル諸 島,

Saipan島 周 辺 の サ ンゴ礁 な どで とれ る魚 の うち,あ る もの は 中 毒 を お こす と考 え ら

れ て い る｡

 こ う した｢毒 魚｣の う ち,フ グ は い わ ゆ る フグ毒 を もち,そ の他 の もの は,シ ガ テ

ラ(ciguatera)毒 を もつ 可能 性 が高 い[橋 本 1978:94-112]｡ま た,マ ー シ ャル諸

島 にお け る有 毒 魚 の存 在 は よ くし られ て い る[檜 山 1943]｡

 なぜyikiwerimaを 食 べ る と死 ぬ か とか,な ぜ 特 定 の 魚 に毒 が あ るの か とい うこ と

につ い て,人 び と の説 明 を う け る こと は で き なか った｡た だ し,Ulithi環 礁 で発 生 す

る中毒 は,沈 没 した船(多 分,太 平 洋 戦 争 当時 の ものか)か らで る｢毒｣を 魚 が食 べ

るか らで あ る,と 説 明 す る ものが い た｡

 (3) yikiman

 maanは,広 義 に は,｢動 物｣を,こ の 場合 に は｢微 生 物｣の こ とを あ らわ し,

yikimanは｢maanを もつ 魚｣と い う意 味 を あ らわす｡ yikimanは,と くに特 定 の

魚 種 に適 用 され る概 念 で は ない｡む しろ,あ る人 が 魚 を 食 べ て特 定 の 病 状 を呈 した場

合 にか ぎ り,そ の魚 に た い して 適 用 さ れ る言 葉 で あ る とい え る｡特 定 の 症 状 とい うの

は｢身 体 が か ゆ くな った り｣(k66t),｢頭 が痛 くな った り｣(metakirimwen),｢眼 が

充 血 した り｣(mesaccha)す る こ とで あ る8)｡こ う した 症 候 群 の こ とは,全 体 と して

mayinapと よば れ る｡食 べ る とmayinapと よば れ る病 気 にな る と ころか ら,そ う

した 魚 は,yikimayinapと も称 さ れ る｡

 yikimanに つ い て の理 解 を え るた め,も うす こ し具 体 的事 例 につ いて ふ れ て お こ う｡

筆 者 がSatawal島 に滞 在 中,一 人 の 幼 児 がma,yinapと よば れ る病 気 に な った｡そ

の幼 児 は,病 気 に な った 当 日,不 定期 船 で 島 にや って きた人 が もち こん だ カ ッ オ の く

ん製 を夕 食 の さい に食 べた｡夜 間 に嘔 吐 を催 し,発 熱 した｡そ の カ ッオ は,Satawal

島 の 西 方 にあ るLamotrek環 礁 付 近 で と れ た もの で あ る｡ Woleai環 礁 の 島 民 が

Lamotrek環 礁 に た ち よ った さい入 手 した魚 を, Satawal島 の親 族 を訪 問 す る さい の

贈 り物 と して,不 定 期 船 を 利 用 して は こ んだ もの で あ った｡魚 は,漁 獲 後,数 日た っ

て い た｡

 この よ うに,か な らず し も子 供 の症 状 か ら判 断 され た の で は な いが,数 日の 間,放

置 され た 魚 を食 べ て もmayinapと い う症 状 に お ちい る と人 び と は考 え て い るわ けで

 8)metakは｢痛 み｣, rimwenは｢頭 ⊥mesanは｢眼 ⊥cchaは｢赤 い｣を それぞれあ らわす｡
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あ る｡

 この こ とか ら して,mayinapは 魚 肉 たん ぱ く質 の腐 敗 に よ る中 毒 症 状 を さ す 可能

性 が考 え られ る｡し か しな が ら,前 項 で の べ たyikiwerima.を 食 べ る こ と に よ って,

mayinapと よば れ る症 状 を呈 す る と も人 び とは 考 え て い る｡し た が って, mayinap

が 軽度 の シガテ ラ中 毒 を 指示 す る可 能性 も否 定 しき る こ とは で きな い｡

 い ず れ にせ よ,mayinapと い う病 気 は,魚 の なか にい る｢動 物｣に よ りひ きお こ

され,そ う した病 気 の 原 因 とな る魚 がyikimanと 称 され て い る こ とは興 味深 い｡ま

た,Satawal島 民 全 員 は,潜 在 的 にyikimanを 食 べ て 病 気 にな る可能 性 を も って い

る こ と に はか わ りな い ことを つ け くわ え てお こ う｡

 (4)wong(yepin:｢禁 忌 の｣)

ウ ミガ メ の総 称 はwongで あ る｡ふ つ う, Satawal島 民 が食 糧 資 源 と して利 用 す る

の は ア オ ウ ミガ メ(Chelonia mydas)で あ る｡ア オ ウ ミガ メ もwongと 称 さ れ る｡ま

た,タ イマ イ(Eretmochelys imbricata)に たい して は,か つ て きび しい禁 忌 が適 用 され

て いた｡ま た,ア オ ウ ミガ メで あ って も,あ る場 合 に は禁 忌 とな る ことが あ った｡ウ

ミガ メ にた い す る禁 忌 は,Satawa1島 民 全 員 に 適用 され た｡

 (a)wong(ア オ ウ ミガ メ)

 もしア オ ウ ミガ メがSatawal島 以 外 の 島や 海 域 で 捕獲 され た場 合,島 民 の す べ て

の もの が 食 べ る こと がで きた｡た だ し,ア オ ウ ミガ メを食 べ た も のは,そ の翌 日,タ

ロイモ 畑(neepw6n)へ い くさ い, pwun nimと よば れ るsafeyを しな け れ ば な らな

か った(後 述)｡

 も し,Satawal島 の 周 囲 の深 み に棲 息 す る ものや,産 卵 の た め島 に 上 陸 した ものが

捕 獲 され た 場合,健 康 で か つ 身 体 の丈 夫 な もの は カ メを食 べ る ことが で きな か った｡

食 べ て もよ い と され た の は,男 女 の 老 人(tukufai),新 生 児 を もつ母 親(maninayinay

manik6n)9),病 人(manesemway)だ けで あ る｡こ の 禁忌 を やぶ って,健 康体 の人 が

島 で とれ た カ メを 食 べ た ら,1カ 月 間,タ ロイ モ畑 に い くこ とがで きな か った｡そ し

て,1カ 月 後,や は りpwun nimと い うsafeyを して タ ロ イモ畑 へ い くこ とが で き た｡

 pwun nimと い うの は, safeyの 一 種 で あ る｡こ のsafeyは,狭 義 の 薬 を さ して い

るが[CAuGHEY I977:144-145],広 義 には,あ らゆ る儀礼 的ふ る まい に と もな う

技 術,あ る い は超 自然 界 とか か わ る象 徴 的行 為 の こ とを さ して い る｡

 pwun nimのpwunは,｢ふ む｣, nlmは,｢あ き らか な,よ い｣と い った 意 味 を

9)新 生児 の こ とは,manik6n,新 生 児 を もつ 母 親 の こと は, maninayinayと 称せ られ るが,

manlnaymay manik6nも,｢新 生 児 を もつ 母親｣の ことを あ らわす｡
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そ れ ぞれ あ らわ す｡PWun nimのsafeyは,具 体 的 に 以 下 の よ うな素 材 を もち い た

儀 礼 的ふ る まい を さ して い る｡

 構 成 物:タ ロイ モ 畑 の 黒 い泥 土(meroron pwen),タ コ ノ キ(faar:.Pandanus spp.)

の 果 実(wuwani faar),タ コ ノ キの 幹(yustzn faar)を 半 分 に切 った もの,タ ロイ モ

(pwuna:(yrtosperma chami∬onis)の 花(yatin pwuna), コ コヤ シ(nuu:Cocos

nucifera)の 葉 製 のか ご(ruuk)｡

 コ コヤ シの葉 製 か ごに,泥 土,タ コ ノキの 果 実 や 幹,タ ロイ モ の花 な どを入 れた も

の は,森 や タ ロイ モ 畑 へ通 ず る居 住 区域 の周 辺 部 にお か れ る｡カ メを 食 べ,タ ロイ モ

畑 へ い こ うとす る もの は,片 足 で この か ごを ふ ん で ゆ け ば よ い｡

 このsafeyは,じ つ は カ メ そ の もの を あ らわ して い る｡泥 土 は,カ メの 内臓 に あ る

や わ らか い脂 肪(yuWi)を,タ コノ キ の果 実 は,カ メ の頭(rimwen wong)を,幹 を 二

つ に わ った ものは カ メの 胃(yengano wong)を,タ ロイ モ の花 は雄 の生 殖 器 官(seen)

を,コ コヤ シの か ご 自体 は カ メの 甲 ら(parun wong)を,そ れ ぞ れ あ らわ して い る｡

 も しカ メを 食 べ て,pwun nimを 実 行 しなか った り,1ヵ 月 また ず に タロ イ モ畑

へ い くよ うな もの が い ると,島 に あ る コ コヤ シ,タ ロイ モ,パ ンノ キ な どが み の らな

くな り,島 枯 れ(pwaseno fantzw)に な る と恐 れ られ て いた｡ pwaseは｢枯 れ る｣,

fanuwは｢島｣の 意味 で あ る｡

 (b) maaw(タ イマ イ)

 タイ マ イ(maaw)を 食 べ る ことは, Satawal島 の 成 員 す べ て に と って禁 止 され て

い た｡も し,タ イ マイ を食 べ る と,ア オ ウ ミガ メの 場 合 と同様,島 枯 れ にな る とみ な

され て いた｡

 タ イマ イを 食 べ た もの は,safeyan maaw(maawの 薬)と よば れ るsafeyを うけ

な けれ ば な らな か った｡ま ず,タ イマ イを食 べ た もの は,2カ 月 間,浜 辺 につ く られ

た ヤ シの 葉 の差 しか け小屋[土 方 1974:37-38,65]で 過 ご さな けれ ば な らない｡

その 間,食 物 にた い す る規 制 は ない が,食 物 自体 は そ の 家 ま で は こば れ な けれ ば な ら

ない｡2カ 月 後,nuurawと よば れ る種 類 の コ コヤ シ(茶 色 の外 皮 を もつ)に,コ コ

ヤ シの若 葉 を も ちい た ひ もを結 びつ け る｡コ コ ヤ シの 果 実 に切 り口 をい れ,タ イ マ イ

を 食 べ た 人 の全 身 に,コ コヤ シ の果 汁 をふ りか け る｡そ して,pwun nimを す ませ

ば,そ の人 は タ ロイ モ 畑 へ い くこ とが で き た｡

 以上の例か らわかるように,カ メにたいする禁忌が島民全体に適用されていたこと

(ある場合には,健 康体の人にたいしてのみ)と,も しカメを食べたら,島 の食糧資

源が枯渇すると考えられていたこととの関連は重要である｡
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 ま た,カ メと タ ロ イ モ畑 が た が い に対 立 す る もの と してSatawal島 民 に認 識 さ れ

て い る こと に注 意 す る必 要 が あ る｡             ,

 上記 の二 点 につ い て は,第IV章 で あ らた め て と りあ げ る こ と にす る｡

 (5)takanaar, mwaranoro, yopw, sarir

 takanaarは カジ キを, mwaranoroは バ シ ョウカ ジ キ を あ らわ して い る｡こ の二
                 ふん

種 類 の 魚 が漁 獲 され た ら,か な らず 口吻 部 と尾 部 を 切 って海 にす て な けれ ば な らな い

と され て い る｡な ぜ な ら,口 吻 は人 間 を突 き さ して(towu yaramas)病 気 に させ,

尾 は そ の カ で人 間 を 島 か ら海 へつ き とば して しま う(repekino yaramas)と 考 え られ

て い るか らで あ る｡towuは｢突 く｣, rep一 は｢蹴 る｣, yaramasは｢人 間｣の 意 味 で

あ る｡こ う した ことは,tikisoomaと よば れ る｡ tikiso一は,｢～ を もた らす｣, ma

は｢死｣を 意 味す る言 葉 で あ る｡

 あ るイ ンフ ォ ー マ ン トに よ る と,今 か ら10年 以上 前,実 際,あ るSatawal島 民 が,

y6pwと い う魚((,aranx spp･)を 釣 り漁 で漁 獲 し,尾 部 を 切 らず に 食べ たの で,足 の

指 が とれ て しま うyerupwと い う病 気 にか か った とい う｡そ の病 気 を な おす た め,

Pulusuk環 礁 か ら人 が きて 治 療 を した が,結 局,そ の 男 は 死 ん で しま った｡イ ン フ ォ

ー マ ン トは
,y6pwと い う魚 の 尾 を切 らなか った か ら男 が死 ん だ のだ と説 明 した｡こ

の 場合,y6pwは カ ジキ で は な く ヒラ ア ジの 一 種 で あ り,一 ひ ろ(yeew ngaf)ほ どの

大 き さが あ った とい う｡yeewは,｢一 つ の｣, ngafは｢ひ ろ｣の 意 味 で あ る｡カ ジ

キ に しろ ヒラ ア ジに しろ,漁 獲 され た さい,体 を動 か して 暴 れ ま わ る と こ ろか ら,島

の 人 び とが そ う七 た魚 に だ い して 恐 れ の観 念 を 抱 い て い るの で あ ろ う｡

 興 味 あ る こ と に,小 型 の ヒ ラア ジでsarirと よば れ る魚(C'aranx spp.)に た い して

は,子 供 に の み食 べ させ て は い け な い とい う考 え方 が な され て い る｡sarirはy6pw

よ り も小 型 の ヒラァ ジで あ り,体 長 約50cmま で で あ る とい う｡ sarirを 子 供 に食

べ させ て は い けな い と され る わ け は,sarirの 尾 部 の 力 で子 供 が 島 か ら海 へ つ き と ば

され て しま う と考 え られ て い る か らで あ る｡こ の こ とは,repekino woonikatと よば

れ る｡woonikatは｢子 供｣の 意 味で あ る｡

 (6)yikeppwut

 ppwutは,｢悪 い｣と い う意 味で あ るが,(1)で の べ たyenngawと は 意 味 がや や異

な って い る｡yikepPwutに ふ くま れ る魚 は,全 部 で10数 種 類 あ る｡そ の ほ と ん ど の

もの を女 性 や 子 供 が食 べ る こ とは よ くない と考 え られ て い る｡と き に は,青･壮 年 の

男性 で さ え食 べ る こ とは好 ま し くな い と も考 え られ て い る｡漁 が終 って,･浜 辺 の カ ヌ

ー小 屋 の前 で漁 獲物 が分 配 され る さい
,yikeppwutに ふ くまれ る 魚 は通 常 の 分 配 物
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か らは 除外 され る｡以 下,yikeppwutに ふ くまれ る魚 を 個 別 に と りあ げ,な ぜ食 べ

て はい けな い の か,も し食 べ た らど うな る のか と い った 点 に着 目 して 記 述 す る｡

 (a) nippar

 nipparは,ヒ ラ メや カ レイ な ど の カ レイ 目 に属 す る魚 の総 称 で あ る｡女 や 子 供 は

nipparを 食 べ て は な らな い と され て い る｡そ の理 由 は以 下 の よ うな諸 点 に も とつ い

て い る｡

 ①nipparの 骨 はや わ らか い(mechecchor'run)｡ checchorは｢や わ らか い｣,

'runは｢骨｣の 意
｡そ の た め, nipparの 泳 ぎ方 は 弱 々 しい｡男 は骨 が か た くて丈 夫

で あ るが,女 や子 供 は骨 が や わ らか い｡女 や子 供 がnipparを 食 べ る と,一 層,身 体

が 弱 くな る｡

 ② nipparに は,眼 が体 の片 側 に2つ あ る｡こ う した｢悪 い魚｣を 食 べ て は い け

ない｡

③nipparに は,体 の片 方 に しか 肉が な い｡こ れ は,天 上 世 界 にい るWonofatと

よば れ る超 自然 的存 在10)がnipparの 肉 を半 分 だ け食 べ て,残 りをす て た か らで あ る｡

 以 上 の① か ら③ まで の理 由の う ち,食 べ て は い け ない とい う説 明 が,食 べ て は い け

ない と され る人 間 の カテ ゴ リー との 対応 で な され て い るの は,① の 場 合 だ けで あ る｡

それ で は,nipparが 異常 な形 態 を して い る とい う ② の 説 明 や,⑧ の場 合 の よ うに

nipparと 超 自然 的 存 在 との 結 び つ きか ら,ど う して女 や子 供 が 食 べ て は い け な い と

い う こ とが結 論 づ け られ るの で あ ろ うか｡こ の 点 につ い て,明 確 な 理 由 を あ き らか に

す る こ とが で き なか った｡そ こで,他 の例 につ いて もうす こ しyikeppwutの 意味 を

検討 して み る こと に しよ う｡

 (b)noow, narine

 noowは,オ コゼ の 種i類(Synanceiidae),narin6は ミノカ サ ゴの 種i類(Pterois spp.)

に そ れ ぞれ 相 当 す る｡noowやnarineを 女 や 子 供 だ け で な く青･壮 年 の男 も食 べ て

は い け な い と され て い る｡な ぜ な ら,noowやnarin6は,水 中 で ほ と ん ど動 か ず,

じ っ と して お り,体 の 弱 い魚 で あ る と考 え られ て い るか らで あ る｡こ う した 魚 を 食 べ

ると,人 間 の 身 体 も弱 くな る と考 え られ て い る｡

(c)nioma

 niomaは,カ ワハ ギ の総 称(Aluteridae)で あ る｡ niomaも,女,子 供,青･壮 年

の男 は食 べ て は い けな い と され て い る｡な ぜ な ら,niomaは,｢ぼ んや り して い る｣

10)Wonofatと よばれ る超自然的存在は,非 常に悪賢 くて狡猜であることが, Satawal島 につ

 たわる説話のなかでよ くとりあげ られて いる[土 方1975]｡
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(yai magma)の で,こ う し た 魚 を食 べ る と 人 間 も｢な ま け ぐせ が つ く｣(kaku,

rewuraw)の で よ くな い と され る か らで あ る｡

 (d) nikeriker

 nikerikerは,チ ョウチ ョウ ウオ の総 称(Chaetodontidae)で あ る｡ nikerikerは,

少 し泳 い で は,す ぐ｢サ ンゴの 上 に 横 に な る｣(pekiyek ngani woor)と い う習 性 を

もつ｡pekiyekは,｢横 た わ る｣, nganiは,｢～ の 上｣, WOOI'は,｢サ ンゴ礁｣の 意

味 で あ る｡こ う した魚 を食 べ る と,人 間 も怠 惰 にな るの で,女,子 供,青･壮 年 の 男

は食 べ て はい けな い とされ る｡

 (e)takunnon

 takunnonは,ヤ ガ ラ(Fistularia spp.)の 総 称 で あ る｡ takunnonを,女,子 供,

青･壮 年 の男 が 食 べ て は い け な い と され る｡そ の わ けは,takunnonは,骨 ば か りの

よ うに細 長 くて｢や せ てい る｣(ruru)の で,こ う した魚 を 食 べ る と,人 間 もやせ て

弱 々 し くな る と考 え られて い るか らで あ る｡'runは｢骨｣の 意 味 で あ る｡

 (f) nireyineyin, yasaap, poot, nipwurupwur, woranipwer, fayisiwuu, nif6f6f義一

   niyap

 これ らの魚 を 女,子 供 が 食 べ て は い けない が,成 人 に達 した男(mwaan)は 食 べ て

も よい と され る｡そ の 理 由 は,上 記 の魚 が 森(neewan)に す む 女 の 超 自然 的存 在

(yanu)と 似 て い る か らで あ る とい う｡森 にす むyanuは, niyanewanと よば れ る｡

なぜ,こ れ らの 魚 とniyanewanが む す びつ け られ て い る のだ ろ うか｡

 nipwurupwur∫nif6f6簸niyap､『woranlpwerな ど慮,い ず れ もス ズ キ ベ ラ属(An-

ampses)に 属す る魚 で あ り, nireyineyinは ブダ イ ベ ラ(Pseudodax moluccanus)で あ る｡

い ず れ の魚 も,｢2対 の幅 広 い 門 歯｣や｢各 顎 の前 部 に前 向 の大 き い 門歯 を 二 本｣[益

田ほ か 1980:298]も つ｡

 fayisiwuu(ギ チ ベ ラ:Epibulus insidiator)とyasaap(ク ギ ベ ラ:Gomphosus varius)

は,い ず れ も突 出 した 口 吻 を もつ[益 田ほか 1980:299,306]｡

 poot(テ ンス:Hemipteronotus spp.)は,ヒ ラ ベ ラ属(玩 窺ψ'870πo'π∫)の 魚 で,｢睡

眠 や危 険 を 感 じた 時 は砂 中 に も ぐる｡｣[益 田ほ か 1980:305]｡

 じつ は,niyゑnewanと よば れ る森 のyanuは,｢上 下 の顎 に二 本 ず つ の前 歯 を も

ち｣,女,子 供 を 食べ よ う とす る と き,｢口 を突 き 出 して｣さ が しま わ る,普 段 は,ど

こ にい るのか わ か らず｢な か なか みつ か らな い｣と い った特 徴 を もつ と され て い る｡

 この よ うに,魚 の 形 態 や習 性 と,niyanewanの イ メ ー ジが む す びつ け られ て い る

こ とは あ き らかで あ る｡こ の場 合,ま ず 最 初 にniyanewanの イ メ ー ジ が あ った とい
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うよ り,ベ ラ亜 目(Labraidei)に 属 す るい くつ か の魚 の特 徴 な い し属 性 が,超 自然

的 存 在 の イ メー ジづ く りに適 用 され た と考 え るべ きだ ろ う｡

 (g)そ の 他 の 事例

 この ほか,以 下 の魚 もyikeppwutと み な され て お り,お お む ね,女,子 供 は 食 べ

て は い け ない と され て い る｡

 ヘ ラヤガ ラの 一 種(yuungani:Aulostomus spp.)｡こ の 魚 も, takunnonと 同 様 に

細 長 く,骨 ばか りの よ うに み え るの で,女,子 供,青･壮 年 の 男 は食 べ て はい け な い

と され て い る｡

 ツ ノダ シ(nikaserak:Zanclus cornutus),ハ リセ ンボ ン(tayus:Z)iodon spP･),ハ コ

フ グ の一 種(nifayifay:Ostracion spP.),モ ヨウ フ グ(neer:Tetraodon stellatus)｡

 以 上 の 魚 は,活 動 が不 活 発 で あ る こ とと,食 べ て は い けな い ことが,相 互 にむ す び

つ け られ て い る｡女,子 供,青･壮 年 の男 は食 べ られ な い｡

 キ ツ ネ ア マダ イ(nippwuruworor:!1Qalacanthus latovittatus)｡こ の魚 は,(a)で の

べ たnipparと 同 じ く,骨 が 弱 い と考 え られ て い る｡女･子 供 は食 べ られ な い｡

 以 上 に のべ た 事 例 に も とづ き,yikeppwutと い う 民俗 概 念 の もつ 意 味 を こ こで考

え て み よ う｡

 まず,(a)か ら(g)ま で に あ げた 魚 を 食 べ る と,人 問 が なん らか の身 体 的異 常 や 悪

影 響 を う ける と考 え られ て い る こ とは あ き らか で あ ろ う｡そ の 場 合,あ る 属性 を もつ

魚 を食 べ れ ば,人 間 の身 体 が魚 の もつ 属 性 の 影 響 を うけ,同 化 され る[市 川 1979:

25-29]と い う考 え方 が な され て い る点 を 指摘 す る こ とが で きる･す な わ ち,特 定 の

魚 の も って い る属 性 自体 が｢悪 い=PPWut｣と 認 め られ て い る と と もに,そ う した魚

を 食 べ る こと に よ って 人 間 が蒙 る影 響 自体 も,｢悪 い｣と 考 え られ て い るの で あ る｡

た だ し,主 体 で あ る人 間 の側 か らす る と,す べ て の 人 び とが一 律 に｢悪 い｣影 響 を う

け る とは か ぎ らない｡個 別 例 か らあ き らか な よ うに,yikcppwutを 食 べ て も よい と

され る例 外 は,老 人 男 性 で あ った｡こ の こ とをSatawa1島 の社 会 規 範 か ら考 え る と,

老 人 男性 は,航 海 や 漁携,あ る いは コ コヤ シやパ ンノ キ にの ぼ るよ うな重 労 働 の 担 い

手 とな る こ とが,も はや 期待 さ れて い ない とい う こ とを意 味 す る｡さ らに,女 は 男 よ

り,子 供 は大 人 よ り,そ れ ぞ れ身 体 が弱 い とい った,人 間 の 身 体 的 能 力 の性･年 令 差

に 関す る考 え 方 が示 され て い ると もい え るだ ろ う｡

 で は,PPWutと い う概念 を,生 理 的･身 体 的 な範 ち ゅう との 関 連 で の み理 解 して

よ い ものだ ろ うか｡答 は,否 で あ る｡と い うの は,ppwutと い う言 葉 に は,2つ の

重 要 な用 例 が あ るか らで あ る｡
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 一 つ は,rooppwut,す な わ ち｢女｣を あ らわす 言 葉 で あ る｡,,.rooは,｢人 間｣の 複

数 形 で あ り,ppwutは,い ま ま で の べて き た よ う に｢悪 い｣の 意 味 を あ らわ す｡女

が,男(mwaan)に た い して,｢悪 い 人｣で あ る と い う認 識 が な さ れ て い る[ALKIRE

l972:490]事 実 は, Satawa1島 民 の人 間 観 を 端 的 に示 す もの で あ る｡

 も う一 つ の 用 例 は,yanuppwut,す な わ ち｢悪 い 超 自然 的存 在｣を あ らわ す 言 葉

で あ る｡つ ま り,ppwutは,超 自然 的存 在 と のか か わ り あい に お い て もちい られ る

言 葉 で もあ る｡残 念 な が ら,yikeppwutに ふ くま れ る魚 の す べ て に つ い て,超 自然

的存 在 との 関 係 性 が 調査 の なか で あ き らか に な った わ けで は ない｡最 後 に指 摘 して お

か な くて はな らな い の は,yikeppwutが(1)で の べ たyikinngawと 部 分 的 に重 複 す る

場合 が あ る とい う こ とで あ る｡あ る イ ンフ ォ ー マ ン トに よ る と,ヒ ラメや カ レイ は

yikinngawと い うカテ ゴ リー にふ くまれ る とい う｡そ の わ け は,す で に のべ た よ う

に,眼 が片 側 に2つ あ る とい う形 態 の 異 常 性 に よる か らで あ る とい う｡

 (7}yikiyemas

 yemasは｢生 の｣こ とで, yikiyemasは,｢生 の 魚｣を あ らわす｡ yikiyemasを 食

べ る こ とに 関 して,Satawa1島 民 は い くつ か の 固有 の 考 え 方 を も って い る｡

 ①yikiyemasは,乳 幼 児 を もつ 母 親 の そ ば に お いて は な らな い とされ て い る｡

も しyikiyemasが 乳 幼 児 の そ ば に あ る と,そ の 乳 幼 児 は 下 痢 を して くさい 便 を だ す

と考 え られ て い る｡そ のわ けは,乳 幼児 の下 痢 便 が,生 の魚 の匂 い(pwoyacch)と に

て い るか らで あ ると い う｡こ う した規 制 は,乳 幼 児 が 何 か を つ か んで よ ち よ ち歩 きで

ぎ るま で 守一ら一な一け れ ば な らな い とさ れ て い る｡

 ② 別 の イ ンフ ォー マ ン トに よる と,yikiyemasを 子 供 に 与 え て は な らな い とい

う｡そ の わ けは,も しyikiyemasを 子 供 が 食 べ る と,そ の子 供 はmaworoorと よ ば

れ る病気 に な るか らで あ る｡maworoorと い うの は,下 痢 を と もな う病 気 で,こ の

イ ン フォ ー マ ン トは,yameepaで あ る と説 明 した｡こ のyameepaが ア メ ーバ 赤 痢

を さ して い る こ とは容 易 に察 知 が つ く｡

 この ほ か に も,yikiyemasに 関 して い くつ か の 興 味 あ る考 え方 がSatawal島 民 に

よ りな さ れて い る｡と くに それ らは,食 物 カ テ ゴ リー の 問題 と密 接 に 関連 す る と考 え

られ るの で,稿 をあ らた め て と りあつ か って み た い｡

 (8) yat66t6 kuus

 t66t6は,｢這 う｣, kuusは｢タ コ｣(Octopus spp.)の 意 味で あ る｡ Satawal島 で は,

子 供 が 這 い は じめ る よ う にな る と,子 供 が丈 夫 に 育 つ こと を願 って,yat66t6 k舶sと

よ ばれ る習 俗 が お こなわ れ て い た｡そ の さい,子 供 の 母親 は大 き くて 固 い タ コを子 供
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の 頭 の 上 で 四 回 グル グル まわ す｡母 親 は タ コ に指 先 で ふれ,そ の指 を 子供 の 口 につ け

る｡も ちい る タ コ は,石 ギ ネ で つ いて や わ らか くして は な らな い11》｡子 供 の体 もタ

コの よ うにや わ らか くな らない よ うに と の願 いが こめ られ て い る ので あ る｡こ れ 以 後,

子 供 は タ コを食 べ る こ とが で き る｡

 あ る 氏 族 に よ って は12),子 供 が 歩 け るよ うに な る まで タ コを 食 物 と して あた え な

い とい う｡子 供 の 両 親 は,yat66t6 kU丘sが 終 る まで タ コを食 べ る こ とは で きな い｡

 この事 例 では,乳 幼 児 と タコ が と もに｢這 う動物｣(manit66t6)13》 で あ る とい う認

識 が な され て い る こ と に注 意 す る必 要 が あ る｡さ らに,子 供 が は じめ て 口 にす るタ コ

と して,や わ らか い もの で な く,固 くて 大 きい ものが 選 ば れ る点 も重 要 で あ る｡あ る

魚 を 食 べ れ ば,そ の魚 の もつ 属 性 に人 間 の 身 体 が 同化 され る とい う考 え方 が な さ れ て

い る こと は,前 項 のyikeppwutの 事 例 で あ き らか に な った とお りで あ る｡這 うと い

う属 性 を もつ タ コを,這 い は じめ たば か りの子 供 が食 べ る とい う ことの もつ象 徴 的 意

味 は,非 常 に興 味 深 い｡

 (9)  sarir

sarirと よば れ る ヒ ラア ジの一 種 と子 供 との か か わ り あい につ い て は,す で に(5)の

と ころで の べ た とお りで あ る｡

 (10)yopwookan

 乳 幼 児 の成 長 促 進 と健 康 の た め に,積 極 的 に特 定 の魚 が あ た え られ る こ とが あ る｡

こ う した 習慣 の こ とは,yopwookanと よば れ る｡乳 幼児 に あた え られ る魚 自体 の こ

と もy6pwookanと 称 され る｡ふ つ う,生 後5ヵ 月 目 くらい の離 乳 期 の 乳 幼児 が 対 象

と され る｡

 y6pwookanの な か に ふ く ま れ る魚 は,バ ラ ハ タ(pwene:Variloa louti),ミ ツバ モ

チ ノ ウ オ(poro:Cheilinus trilobatus),モ チ ノ ウ オ(nippwayik:(;heilinus spp.),タ イ

ワ ン ブ ダ イ(kinipwut:Calotomus spinidens)な ど で あ る｡

 こ れ ら の 魚 は,肉 が や わ ら か く(fituk merecchor:fitukは｢肉｣, merecchorは

｢や わ らか い｣の 意),お い し い(yekinne)と さ れ て い る｡乳 幼 児 を もつ 父 親 た ち は,

11)タ コを 調 理す る さい,人 び とは,頭 足 部 の 内臓 を まず と りだ し,サ ンゴ石 灰 岩 製 の石 ギ ネ を

 もち いて タ コを 平 板 な木 うす の 上 で たた き,身 を や わ らか くす る｡

12)Satawal島 に お け る社会 組 織 につ い て は,須 藤 の報 告[須 藤 1981]に そ の概 略が 記 され て

 い る｡Satawal社 会 は,8つ の母 系 氏族 か らな る｡

13)maniteeteの な か に は,タ コや 乳幼 児 の ほ か,ト カゲ,ネ ズ ミ,ヤ ドカ リ,カ メ,カ ニ,

 昆 虫,ア リ,ム カデ,貝 類 な どがふ くまれ る｡
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漁 獲 物 の 分 配 の さい,``y6pwookan 1"と 名 の りで る こ とに よ り優 先 的 にそ う した魚

を もちか え る こ とがで き る｡魚 の分配 は,ふ つ うカ ヌー 小屋 を単 位 と して お こな わ れ

る ことが 多 い の で,も し,自 分 の 属 す る カ ヌ ー小 屋 で の分 配 の さい,yopwookanが

な けれ ば,父 親 は 他 の カ ヌー一小 屋 へ い って別 の魚 と交換 にyopwookanを 入 手 しな け

れ ばな らな い｡

 調 理 の さい,kiyopwと よ ばれ るス イ セ ン科 の 植 物(Crinum sp･)の 葉[金 平 1972:

41Q-411]が, y6pwookanを む し焼 きに す る た め に,と くに もちい られ る･kiyopw

の 葉 でつ つ ん だ 魚 が焼 か れ る と14》,kiyopwの 葉 に魚 の皮 が付 着 す るの で 乳幼 児 に魚

肉 を あ た えや す い状 態 に な るか らで あ る｡

 口か pinin manuwuupw(yikipin>

 pinは｢禁 止 された｣, manuwuupwは｢妊 婦｣,を 意 味 す る｡ wuupwは｢腹｣,

maanは｢動 物｣,を そ れ ぞ れ あ らわす｡腹 の｢ふ くれ た｣(pwoopwo)と い う こ と

か ら,妊 婦 は,manipwoopwoと も称 され る｡

 妊 婦 は,以 下 に のべ る魚 を 食 べ る ことが 禁 じられ て い る｡

 タコ(kuus:06'ψ 螂SPP.),イ セ エ ビ(yuur Pα捌 ♂触3 SPP･),モ ンガ ラカ ワハ ギ

(pwuupw:Balistidae),ミ ツカ ドパ イプ ウニ(nirar:Heterocentrotus trigonarius)[内

海 1978:116],ヤ シガ ニ(ya$':Birgus larto),オ カ ガニ(r6kumw:Cardisoma spp･)｡

 上記 に あ げ た魚 や動 物 を 食 べ た ら難 産(yeewayiras)に な る と考 え られ て い る｡そ

の わ け は,そ う した魚 や 動 物 が いず れ もサ ンゴ,岩 のか げ や 土 中 の穴 に潜 ん で お り,

ひ きず りだす の が難 しい｡も し こう した 動物 を食 べ た ら,そ の 影響 で 難 産 にな る と考

え られ て い るか らで あ る｡

 (12) yikifan

 fanと は,｢悪 い｣と い う こ とをあ らわ す｡ yikifanは,妊 婦 や 月 経 時 の女 性 が 食 べ

る ことを 禁 じ られ た 魚 の こ とで もあ る｡ したが って,yikifanに ふ くま れ る魚 は,

yikippwuton neeyimwenikatと も称 さ れ る｡ nee一 は場 所 を あ らわす 接 頭 辞 で あ り･

yimwenikatと い うの は,妊 婦 や 月 経 時 の女 性 が一 時 的 に 隔 離 さ れ る 家 の こ とで あ

る15)｡yimwenikatは,第 二 次 大 戦 後,島 に キ リス ト教 が 受 容 され る さい に と り こわ

され て しま った｡

14)一 般 に,タ ロ イモ,バ ナナ,パ ン ノキ の葉 で包 んで 調 理 され る魚 の こ とは,yikitukutukと

 よば れ る｡tuku一 は｢包 む｣の 意味 で あ る｡

15)男 性 は,こ の家 の こ とをyimwenikatと よぶ こと はで き ない｡男 性 は, yimwinngaw,す な

 わ ち,｢悪 い家｣と よば な け れ ばな らない｡yimwは｢家｣, nngawは｢悪 い｣こ とを あ らわ す｡

 女性 は,yimwenikatと よ ん で もよい｡
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 か つ て,月 経 時,あ るい は妊 娠 してyimwenikatに 滞 留 中の 女性 は,以 下 にの べ

る 魚 を食 べ る こ とは で き な い と され て い た｡

 カ ツ オ (yarangap:Euthynnus pelamis),マ グ ロ(tokuw:Thunnus spP･),メ ア ジ

(pati:Selar crumenophthalmus),タ カサ ゴ(tiin:Caesio spp.), ヒメ ジ (wuwerik:

Mulloidichthys spP.),イ ス ズ ミ(reen:Kyphosus spP.),モ ンガ ワ ラハギ(pwuupw:

Balistidae),タ コ(kuus:Octopus spP.)｡

 なぜ,特 定 の魚 が 妊 婦 や月 経 時 の女 性 に と って禁 忌 と され るの で あ ろ うか｡端 的 に

い う と,上 記 の魚 と関 連 した超 自然 的 存 在 が,女 性 の血 の 匂 い(pwongos6w)を 忌

み き ら うか らで あ る とい う説 明 を う けた｡そ して,も し,neeyimwenikatに 滞在 中

の 女 性 が そ う した 魚 を食 べ た ら,島 に魚 の資 源 が もた らされ な い と人 び と は考 え て い

るの で あ る｡

 特定 の魚 が,(イ)女 性 の 血 の 匂 い と対 立 す る もの で あ り,(ロ)Satawal島 民 に と

り重要 な食 糧 資 源 とな る,と み な され て い る こと に注 目 しな けれ ば な らな い｡

 上 記 の(イ)に つ いて は,第IV章 で,〈 ロ)に つ い て は,(21),(22)に お いて と りあ

げ る｡

 (13)yikiwe piniy sennap(yikipin)

 カ ヌ ー を つ く る 船 大 工 の こ と は,sennapと 称 さ れ る｡ yikiwe piniy sennapは,

｢船 大 工 に 禁 止 さ れ た 魚｣の こ と を あ らわ す｡sennapが,生 涯 に わ た っ て 食 べ る こ

と が で き な い と さ れ る の は,セ ナ ス ジ ベ ラ (senganangan:Thalassoma加74ω 就6の,

キ ヌ ベ ラ(mwarus:T. purpureumの ♂個 体),リ ュ ウ グ ウ ベ ラ(ranaw:T. fuscum),

ハ ナ エ ビ ス (kucchiyariyar:Adioryx furcatus), シ マ ハ ギ(nik66naw:Acanthurus

triostegus),ハ リセ ン ボ ン(tayus:1)iodon spp.)で あ る｡

 以 上 の 魚 がsennapの 禁 忌 食 と さ れ る理 由 は つ ぎ の と お り で あ る｡
                               ちよう1S

 sennapは,カ ヌ ー を つ くる さ い,船 底 部 の わ ん 曲部 の 形 や厚 さを 手斧 で けず り

な が ら調 整 しなけ れ ば な らな い｡こ の とき,船 体 の 長 軸 にそ って 平 行 に何 本 もの 線

(sawn)を ひ き,そ の線 を 注 意 ぶ か くけ ず り と る こ とに よ り,船 体 の わ ず か な 凹 凸や

わ ん 曲,厚 み を決 定 す る[ALKIRE 1970:32-36]｡あ る場 合 に は,あ らか じめ ひか

れ た線 を一 本 お き にけ ず りと る と い う技法 が要 求 され る｡も し,こ う した 工程 に した

が わ ず,一 度 にす べ て の線 を けず りと った り,線 を 無 視 した りす れ ば,完 成 した カ ヌ

ー の性能 は低 く
,scnnapと して の 技 術 的未 熟 さ を露 呈 す る こ とに な る｡

 い ま,上 述 した 禁 忌 魚 の うち,ハ リセ ンボ ンを の ぞ く他 の魚 は,い ず れ も体 表面 に

独 特 の縞 模 様 を も って い る(図7)｡体 に縞 模 様 の あ る魚 を食 べ る ことは,そ の模 様
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図7 船大工 の禁忌魚[益 田ほか 1980]を もとに作成｡
'黒い線は,か な らず しも黒 い色を意味 しているので はないd

括 弧内は,和 名をあ らわす｡1

自体 も一 緒 に 食 べ る こ とを 意 味 す る｡し た が って,そ う した 魚 を 食 べ る こと と,カ ヌー

に 引か れ た 線 を 無視 して けず り と る こ とが 隠 喩 的 にむ す び つ け られて い る こ と にな る｡

 ハ リセ ンボ ンを 食 べ て は い け ない と され る理 由は2つ あ る｡一 つ は,こ の魚 が 非 常

に ゆ っ く りと泳 ぐ(yinimmway)の で,も し ハ リセ ンボ ンを食 べ て カ ヌ ー を つ くれ

ば,完 成 した カ ヌー の速 度 もお そ くな る(serak mmway)と み な され て い るか らで あ

る｡mmwayは｢動 作 が 遅 い｣, yiniは｢泳 ぐ｣, serakは｢航 海｣を そ れ ぞれ あ らわ

す 言 葉 で あ る｡こ の 場 合,食 べ る こ と によ って影 響 を うけ る のは,人 間 自身 で は な く,

食 べ た 人 に よ って つ くられ た カ ヌ ーで あ る｡こ の点 は,こ れ まで のyikeppwutの 例

とは,少 し異 な って い る｡

 ハ リセ ンボ ンを 食 べ て は な らな い と され て い るい ま一 つ の理 由は,ハ リセ ンボ ンの

体 表 面 にあ る数 多 くの 棘 と関 係 す る｡カ ヌー の 建造 に は,ク ギ は い っ さい 使 わ れ な い｡

しか し,sennapが もしハ リセ ンボ ンを食 べ た ら,カ ヌ ー に鋭 利 な針 や クギ を 刺 した

と き の よ うな 穴 や わ れ 目 がで き,カ ヌーが 破 損 す る,と 考 え られ て い る｡こ の 場 合 も,

ハ リセ ンボ ンを 食 べ る こ とに よ り影 響 を うけ る の は,直 接 的 にはsennapで あ るが,

                        コ

結 局 は人 間 に よ りつ く られた カ ヌー とい う もの 自体 とい う こ とに な る｡

95



国立民族学博物館研究報告  6巻1号

 q4) keepar(yikipin)

 カ ヌ ー で 航 海 し た り,漁 携 を す る も の に と り,突 然 お そ って く る嵐 や 大 雨,竜 巻 な

ど の 現 象 は,航 海 や 漁 携 の 安 全 の み な らず,と き と し て 生 命 を 脅 か す も の と し て 人 び

と に 恐 れ られ て い る｡こ う した 嵐 や 大 雨 を 静 め,災 い を 防 ぐた め の 儀 礼 が,Satawal

島 で は か つ て お こ な わ れ て い た｡儀 礼 の さ い に も ち い ら れ る 呪 文 はkeeparと よ ば れ,

特 定 の 人 び と の 間 で 秘 儀 と して 共 有 さ れ て い た｡そ う した 人 び と は,以 下 に の べ る魚

を 食 べ る こ と は,一 生 に わ た り禁 じ ら れ て い た｡

 そ れ ら は,ヒ ラ ベ ラ(poot:Hemipteronotus spp.),ト ガ リエ ビ ス(sera:Adioryx spinier),

イ ロ ブ ダ イ の ♀個 体(niyorokuning:Cetoscarus bicolor),ブ ダ イ の 一 種(kirikir:Scarus

sp･),タ イ ワ ン ブ ダ イ (kinipwut:Calotomus spinidens),ア オ ス ジ ェ ビ ス (neet:

･4420り κtierの,エ ビ ス ダ イ の 一 種(rukkang:Adioryx spP･),ア カ ブ ダ イ(moosera:

Scarus candofasciatus),ブ ダ イ の 一 種(wunfoor, sepair:Scarus spp.)で あ る｡

 上 記 にあ げ た魚 は,い ず れ も嵐 静 め の たあ の 呪文 の なか で 言 及 され て い る｡だ か ら

食 べ て は い け な い,と い うの が 禁 忌 の理 由で あ る｡し か し,そ の こ と自体 は,禁 忌 の

理 由 を 具 体 的 に説 明 した こ とに は な らな い｡筆 者 が あ る イ ンフ ォー マ ン トよ りえ た 具

体 的 な 説 明 は,つ ぎの とお りで あ る｡

 poot:嵐 や大 雨 の前 兆 と して 雲 が多 く発 生 した さい,そ の 色 が 黒 くな った り 白 くな

った りす る｡そ う した気 象 状 態 は,yepotopotと よ ばれ る｡

 sepair, kinipwut:こ の二 つ の魚 は,水 中 の棲 息 場 所 に よ って 体 色 を変 化 させ る｡

 sera:積 乱雲 の よ う に高 くも りあ が った 雲(serara)が, seraと い う魚 の背 鰭(yingiy

sera)と に て い る｡ seraと い う魚 の名 前 自体 も, seraraと い う雲 の 名 前 とにて い る｡

 m66sera:seraraと い う雲 の 名前 と この魚 の 名前 が にて い る｡

 neet, rukkang:neetやrukkangの な か に は,背 鰭 棘 部 に 黒 い 鰭 膜 を もつ もの

(Adioryx diadems),背 鰭 棘 部 に 黒斑 と 白色縦 帯 を もつ もの(A. ittodai}[益 田 ほ か

1980:31]が ふ くま れ る｡そ う した 背鰭 の形 状 は,嵐 の前 兆 と な る雲 にに て い る｡

 kirikir:kirikir topesと い うの は,雲(t6pw)が は げ し く散 って い く動 きや 状 態 を

あ らわ す｡こ う した気 象 状 態 は,嵐 の前 兆 を しめ して い る｡

 niyorokuning, wuuf66r:夜 明 け(man)に,小 さな うろ こ雲 が 空 一面 に浮 か ん で

い る よ うな と きは,嵐 が 到 来 す る｡こ う した 雲 は,niyorokuningやwuuf66rと い

う魚 の 斑紋 とに て い る｡

 この ほか,朝 方 に空 が赤 くそ ま る現 象 と,sera, rukkang, neet, m66seraな どの 赤
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い色をした魚とがにているという説明をうけた｡空 が赤くそまると嵐が くると考えら

れているか らである｡

 以上のように,特 定の魚のもつ形態や行動上の特徴だけでな く,魚 自体の名称まで

もが,嵐 の前兆となる雲や気象の状態と類似しているという説明がなされている｡で

は,な ぜそうした魚を食べてはいけないと考えられているのだろうか｡そ の点につい

て,筆 者は明快な説明をうけることができなかった｡し か しなが ら,こ れまでにわか

っている事例から類推すれば,つ ぎのように考えてもよいのではないだろうか｡

 ある属性をもつ魚を食べた人は,そ の属性の影響をうける｡と すれば,食 べた当人

自体がもつ特殊な能力(嵐 静めのための儀礼を修得したという点で)は,ち ょうどそ

の能力を相殺するような属性の影響をうけて無効になる｡だ から,そ うした属性をも

つ魚は禁忌となる｡

 (紛 pinin paaw(yikipin)

 pinin paawは,｢サ メ(.,paaw)の 禁 忌｣と い うこ とを あ らわす｡ paawがyiki-

nngaw,つ ま り｢悪 い 魚｣で あ る と して,生 理 的 に忌 み き らわ れ る存 在 と考 え られ て

い る こと はす で にの べ た｡だ が,Satawal島 民 の考 え に よ る と, paawに た い す る

明 確 な 意 味 で の恐 れ と禁 忌 の 観念 が存 在 す る｡

 まず,釣 り漁 の さい に,鉤 に か か った 魚 が サ メ に喰 わ れ る こ とが あ る｡も しサ メ に

半 分 喰 い ちぎ られた 魚 を 食 べ ると,そ の 人 が ふ た た び漁 にい った さ い,カ ヌー が 転 覆

レて サ メに襲 わ れ た り,一遊 泳 中に サメ に噛 まれ る と考 え られ て い る16}ポーた とえ,海

上 で サ メ に襲 わ れ な くと も,陸 上 で な ん らか の 事 故 に よ り深 手 の 傷 を うけ る と も考 え

られ て い る｡こ う した考 えか ら,サ メ に喰 わ れ た魚 を,島 中 の人 び とが絶 対 に食 べ て

は な らな い と され て い る｡

 航 海 中 に な ん らか の 理 由 で カ ヌ ーが 転 覆 した場 合,や は りサ メ が人 間 を 襲 う こと が
                    すべ

あ る｡そ の た め,サ メの 害 か ら自 らを ま もる 術(rongon paawと よ ばれ る 知識 の体

系)がSatawal島 の 一 部 の人 び と に よ り体 得 さ れて い る｡そ う した 知 識 を もつ 人 は,

sowupaawと よば れ る｡ s6wu一 は,｢人｣の こ とで あ る｡ sowupaawは,以 下 の 魚

を食 べ る こ とを禁 じ られ て い る｡

 サ メ (paaw),ボ ラ (yayuw:Mugil spp.とLiza spp.),オ ニ ボ ラ (yaraf:Liza

〃σ28ゴ8那13), ボ ラの 一種 (yayuwacch:Mugil spP.), ツバ メ コノ シロ (pawaner:

16)筆 者 らが島に滞在中 も,夜 間,裾 礁外の深 みにおける潜水突き漁(日 本製 の水中電灯使用に

 よる)が,酋 長の指令で禁止 され るとい う事態がお こった｡島 民をサメの危害か らまもるため

 の措置であ るという説明をうけた｡
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1)olydactylus plebejus),カ マ ス(seraw:Sphyraena spP.),ア ジ の 一 種(y6rong:Caranx

spp.),サ ワ ラ(ngaan:Scomberomorus spp.と･46σ η彦加 αゐ勿7ηspp.)｡

 な ぜ,上 記 に の べ た 魚 が 禁 忌 と さ れ る の で あ ろ う か｡

 ま ず,yayuw, yarafな ど の ボ ラ科 の 魚 が 禁 忌 さ れ る の は,そ れ ら の 魚､がrongon

paawと い う呪 文 の な か で 言 及 さ れ て い る か ら だ と い う説 明 を う け た｡以 下,そ の 部

分 の み に つ い て 引 用 し て み よ う｡

,,,,.yiyoppan yawara'rimwen pasew'rimwen karaf

    (不 明)(不 明)頭 サ メ1》 頭 ボ ラ2)

   yiyoppan yawara mesan pasew mesan karaf

                   眼  サ メ  眼  ボ ラ

   yiyoppan yawara sepan pasew sepan karaf

                 鯛3) サ メ  鯛  ボ ラ

   yiyoPPan yawara saningan pasew saningan karaf

                   耳4)サ メ 耳 ボ ラ

   yiyoppan yawara saningan pasew saningan karaf

                   耳   サ メ   耳   ボ ラ

   yiyoppan yawara saningan pasew saningan karaf

                   耳   サ メ   耳  ボ ラ

   yiyoppan yawara saningan pasew saningan karaf

                   耳   サ メ   耳  ボ ラ

   yiyoppan yawara saningan pasew saningan karaf

                   耳   サ メ   耳  ボ ラ

   yiyoppan yawara yukun pasew yukun karaf....,.

                  尾  サ メ  尾  ボ ラ

.....,nge    yitor    neran    nge    yiya    nge    yitor   neran

  そ して 私 は 飛 ぶ5) 水 中 に6》 そ して 私 は行 く そ して 私 は 飛 ぶ 水 中 に

           サ                                      つ    ノ                 ノ                                コ

   nge    yiya    nge    yztor   neran   nge    yiya    nge

  そ して 私 は行 く そ して 私 は飛 ぶ 水 中 に そ して 私 は行 く そ して

   yiyafuno  rakku  won mongon yayuwa  nge yepwapwa

   私 は泳 ぐ ち ょ うど  上 に 額 の7)  ボ ラの  そ して あ らわれ る

   yarafa yayuwa yarafa yayuwa yarafa yarafarafa......

    ボ ラ  ボ ラ  ボ ラ  ボ ラ  ボ ラ   ボ ラ

以 上 の部 分 につ い て,若 干 の注 釈 を くわ え て お こ う｡

 1)pasewは,サ メの ことで, paawと 同 じ こと を あ らわ す｡
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  2)karafは, yaraf,す な わ ち,ボ ラを さす｡

  3)sepanは,魚 の 鰐 蓋 骨(opercule)を さす｡サ メ･エ イ類 の鯛 蓋 は未 発 達 で

 あ る｡

  4)saninganは,耳 を さす｡サ メ･エ イ 類 の 外鰐 孔(gill slits)は,｢サ メの耳｣

 (saningan pasew)と 考 え られ て い る｡

 と こ ろが,ボ ラ に はsaninganが な く,サ メに は, sepanが ない,と 考 え られ て い

る｡sepan pasew sepan karafと い う句 と, saningan pasew saningan karafと い

う句 が も って い る対 立 関 係 を しめ したの が 図8で あ る｡

 ボ ラのsepanと サ メのsaninganは,魚 類 形 態 学 的 に は,同 一 の 器 官,鰐 蓋 一 鯛

孔 を さ して い るが,Satawal島 民 の 民 俗分 類 で は,異 な った もの と して 区別 さ れ て

い る｡こ の よ うに,生 物 の 器 官 名 を軸 に民 俗 分 類 を と らえ る試 み は,興 味 あ る[松 井

1978:18-38]0

  5)主 体 は,呪 文 を とな え る もの で あ る が,ボ ラの こ と もあ らわ して い る｡ボ ラ

 類 が跳 躍 力 を もつ の で,た とえ,網 で 魚 を か こん で も,網 を とび こえ て逃 げ る こ と

 が よ くあ る｡[MUNRO 1967:164]｡イ ル カ,ボ ラ,シ イ ラ(sep6r)の よ う に,｢跳

 躍 す る魚｣の こ とは,一 般 にyikimw6torと よば れ る｡ト ビ ウオ(mengar)は,｢飛

 ぶ 魚｣と してyikiyanと よば れ る｡ yanは,｢飛 ぶ｣こ とを, torは,｢跳 躍 す る｣

 こ とを そ れ ぞれ あ らわ す｡

  6)neranは,｢淡 水｣の こと を さす が,実 際 に は,｢海 水｣の ことを あ らわ して

 い る｡

  7) ボ ラ の｢額｣と い うの は,頭 の上 部 の こ とで,ふ つ う偏平 で あ る｡頭 部 は,

 逆 三 角形 状 を して い る｡

 あ る人 の説 明 で は,ボ ラが 禁 忌 と

され るの は,サ メ と ボ ラの形 態 が に

て い る とか,サ メ と ボ ラ の 眼 が に

て い るか らとい う｡サ メ と ボ ラ の

結 びつ きを 示 す例 は,こ の 他 に も

あ る｡筆 者 はか つ て ソ ロモ ン諸 島 の

Malaita島 のLau漁 携 民 の 調 査 か

ら,や は り サ メと ボ ラがLauの 人

び とに禁 忌(abuと よば れ る)と さ

れて い る こと を知 った｡L･auの 人 び

図8 サ メとボ ラの異質性 を示す模式図

  ←→ は,相 互の対立を あらわす｡
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と に よ る と,ボ ラ は跳 躍 して カ ヌー の なか に とび こみ,そ の重 み で カ ヌー を沈 め る｡

す る とサ メが や って きて 人 間 を 食 べ る か らで あ る とい う｡ま た エ イ も同様 に,そ の 胸

鰭 を 使 って カ ヌ ーを 転 覆 させ ると して禁 忌 の対 象 とな って い る｡

 興 味 あ る こと に,Satawal島 の 説 話 の な か に も,ボ ラが カ ヌ ー に と び こん で カ ヌ ー

を沈 め る とい う内容 の もの が あ る[土 方 1975]17)｡

 ツバ メ コ ノ シ ロを あ らわすpawanerの 言 葉 の 意 味 は,｢小 さ なサ メ｣で あ る◎-ner

は｢小 さい｣の 意 味で あ る｡ッ バ メ コノ シ ロの 口部 と頭 部 の形 態 が サ メの そ れ に類 似

して い る と人 び と は認 め て い る｡

 カ マ ス は,サ メ と同 じよ うに鋭 利 な 歯 を も って い る｡そ れ以 上 の くわ しい 禁 忌理 由

は不 明で あ った｡

 ヒ ラア ジの 一 種 で あ るy6ron9に つ い て も,禁 忌 の わ けは不 明 で あ った･

 サ ワ ラの場 合,魚 を 真 中 か ら半分 に切 った 尾 部側 を食 べ て も よい が,頭 部 側 を 食べ

て は な らない とい う｡と くに,胸 鰭 の部 分 を 食 べ る こ と は,も っ と もよ くない と され

て い る｡

 こ の ほ か,カ ツ オ(yarangap),ス マ(yasinnei:Eπ'妙 π側5φ πε5),マ グ ロ(t6kuw･

sangirz8):Thunnus spp.),カ マ ス(scraw)な ど の 魚 の 腹 腔 部 分 の 肉(mwen)は 食 べ

て は い け な い と さ れ て い る｡そ の 理 由 に つ い て は 不 明 で あ る｡

 別 の イ ン フ ォ ー マ ン トに よ る と,上 記 の 魚 以 外 に,オ コゼ(noow),ハ リセ ン ボ ン

(tayus),コ シ ョ ウ ダ イ (namwar, yofun:Plectorhynchus spP･)な ど も, sowupaaw

の禁 忌 食 に な る と い う｡こ の う ち,オ コゼ と前 述 の ハ リセ ンボ ンにつ い て は,つ ぎ の

よ うな 説 明 を うけ る ことが で きた｡

 カ ヌ ーが 転覆 した さ い,s6wupaawは,カ ヌー の ま わ りを 泳 ぎ な が ら,サ メ が海

中 の人 間 を 襲 わ な い よ うに との 願 い を こめ た呪 文 を とな え る｡そ の さい,オ コゼ とハ

リセ ンボ ンを大 量 に カ ヌ ー の そば にひ きよせ る と い う｡な ぜ な ら,オ コゼ の もつ 背 鰭

棘 や ハ リセ ンボ ンの棘 が,サ メを 人 間 の そ ば へ よせ つ けな い 役割 を は た して くれ るか

らだ とい う説 明 を うけ た19)｡

 こ こで 注 意 しな け れ ば な らない こ とが あ る｡sowupaawが これ ま で のべ て きた 魚 を

17)た だ し,説 話 のな か で は,ボ ラ と とも にサ メが登 場 す るわ けで はな い｡

18)マ グ ロ の包括 名 は,t6kuwで あ る｡ t6kuwの な か で 小 型 の もの はt6kuw･中 型 の も の は

 tokuw sangir,大 型 の もの はsangirと よば れ る｡ t6kuw, tokuw sangir, sangirが,大 き さを

 指標 と して 弁別 され て い る ことか らf3つ の 名 称が,成 長段 階 名 で あ る可 能 性が あ る｡し か し

 同 時 に,相 異 な る種 にた い して,2つ な い し3つ の方 名 が あ たえ られて い る可能 性 もあ る｡

19)筆 者 自身 が え た サ メ に関 す る呪文 には,具 体 的 にnoowやtayusの 魚 名 は のべ られ て い な

 い｡そ のか わ りに,｢海 を 濁 らす｣(yappeyinow)こ とに よ り,サ メを入 間 のそ ば に近 づ け な い

 とす る 内容 が ふ くまれ て い た｡
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食 べ る こ とは禁 じ られ て は い る｡た だ し,一 人 だ けで 食 べ る場 合 と,rongon paaw

を知 って い る もの同 志 で 一緒 に食 べ る場 合 は例外 と され てい る｡通 常 の 島民 と一 緒 に

食 べ る こ とが禁 忌 とされ て い るわ け で あ る｡ま た,食 べ方 と して は,か な らず 焼 い て

食 べ な けれ ば な らな い｡そ して,焼 くさ い に ナ イ フ とか刃 物 で 魚 体 を切 る こ と は禁 じ

られ て い る｡

 本 章 で再 三 と りあ げて きたSatawal島 民 の考 え方 に よれ ば,あ る魚 を食 べ れ ば,

そ の魚 の もつ 属 性 の影 響 を 食 べ た 人 間 が うけ る とい う こ とに な る｡サ メ にか か わ る事

例 で は,rongon paawを 会 得 した もの同 志 や 単独 な らば,食 べ て もよ い と され て い

る｡こ の点 につ い て,筆 者 は 納 得 の ゆ く説 明 を え て は い ない｡

 (16)pinin yarangap me tokuw(yikipin)

 sowupwangは,カ ヌー小 屋(wuutt)や 家 屋(yimw)の 建 造 に関 す る専 門的 知 識

を有 した人 の こ とで あ る｡s6Wuは｢人｣, pwangの 意 味 は あ き らか に で きな か った｡

新 し くカ ヌ ー小 屋 を つ くる さい や,台 風,嵐 な どで 倒 壊,破 損 した カ ヌー小 屋 や家 屋

を修 復 す る さい,sowupwangの 知 識 が不 可 欠 の もの と して 活 用 され る｡

 sowupwangは,カ ヌー小 屋 や 家 屋 を 建造 中,カ ツオ(yarangap)や マ グ ロ(t6kuw)

の 尾部 を食 べ る こ とは で きる が,他 の 可 食部 を食 べ る こ とは禁 じ られ て い る｡

 なぜ,カ ツオ や マ グ ロの尾 の部 分(pecanま た はyarepen,図9)だ けを食 べ て よ

く,他 の部 分 は い けな い とされ て い るの で あ ろ うか｡じ つ は,カ ヌ ー小 屋 の 四本 の柱

                   

(your)の 上 端(kengan)は,.け た を つ け る よ うに 凹 部 に な って い る[浅 川 1980:

140-14$]｡ふ つ うの 家屋 で は,こ の 部 分 は 二 股 に わか れ て カ ツオの 尾部 の形 に似 て

             

い る｡こ の部 分 は けた の 荷 重 がか か る と ころ で,家 屋 の 重要 な部 分 にあ た る｡一 方,

漁 獲 され た ばか りの カ ッオ や マ グ ロは,尾 部 を た た きつ け る よ うに して 暴 れ る｡そ の

図9 魚体の可食部の部分名称
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表2 sowupwangと カ ツオ･マ グ ロの 関係

グ

ロ
の
魚

体

カ

ツ
オ

･
マ

尾 部

胴 体

sowupwangの 生 活

非 日 常
カヌー小屋･
家屋 の建造中

一{一

日 常

一1一

(+は 食べ ることができ,一 は食べることが禁 じられていることをそれぞれあ らわす｡)

こ とは,尾 部 が 非 常 に強 い こと を示 して

い る｡つ ま り,強 い 尾部 をsowupwang

が 食 べ る こと に よ り,丈 夫 な家 をつ くる

こと がで き るよ うに との 願 い が こめ られ

て い るの で あ る｡家 が 完 成 す ると,こ ん

ど は逆 に胴 体 や 頭 の部 分 は食 べ て よ い が,

尾部 は食 べ て は い け な い と され て い る｡

この こと は,sowupwangの 活 動 を 家 の

建 造 中(e非 日常)と 日常 生 活 とい う二 つ の 側 面 に,カ ッオ･マ グ ロを尾 部 とそ の他

の 部 分 に,そ れ ぞ れ 区 別 す ると い う二 元 論 的 な 解釈 が な り たつ の で は な い だ ろ うか｡

食 べ て も よい ことを プ ラス(+),食 べ て は い け ない こ とを マ イ ナス(一)で あ らわ せ

ば,表2に 示 した よ うな パ ラダ イ ム を想 定 す る こ とが で き るか らで あ る(表2)｡

 (17} peranifang

 別 の イ ンフ ォー マ ン トか らは,sowupwangと カ ツオ･マ グ ロの禁 忌 につ い て ちが

った説 明 を うけ た｡

 も しsowupwangが カ ヌー小 屋 を 建造 中,カ ヌ ーが カ ツオ や マ グ ロを と って 島 に か

え って き た ら,魚 の 尾 の部 分 を 贈 与 と してsowupwangに お くる習慣 がか つ て あ った

とい う｡そ の さい,sowupwangは,尾 の 部 分 を浜 で 焼 いて 食 べ な け れ ば な らな い と

い う｡こ う した贈 与 の こ とは,peranifang(peranは｢尾｣, fangは｢贈 与｣の 意)

と よば れ る｡ま た,カ ツ オ･マ グ ロ以外 に,サ ワラ(ngaan)で も よい と い う説 明 を

う けた｡ま た,カ ヌー小 屋 の建 造 中以 外 の 日常 時 に は,sowupwangは ど の部 分 を 食

べ て もよ く,尾 部 に禁 忌 が 適 用 され る こと はな い とい う｡筆 者 の う けた 前述 の説 明 と

は,少 しちが って い る｡

 (18),pinin maay(yikipin)

 パ ンノキ(maay)は, Saiawal島 に お け る食 糧 資 源 の な か で も, も っ と も重要 な

ものの 一 つ で あ る｡パ ンノ キ の実 の成 熟 に は季 節 性 が あ る｡通 常,4～9月 が成 熟 期

に あた り,実 は そ の間 に収 穫 され 日常 の食 物 と して 利 用 さ れ る と と もに,そ の 一部 は

maar(貯 蔵 パ ン果)と して地 下 に うめ られ,10～3月 の 端境 期 に保 存 食 と して 利用 さ

れ る｡

 パ ン ノキの 実 の 収 量 は年 に よ り変 動 が 大 き く,収 穫 自体 も季節 性 が あ る こ とか ら,

人 び とは そ の成 熟 に 大 きな 関心 をい だ い て い る｡

 koto moray(k6toは,｢よ ぷ｣こ とを あ らわ す)と い う儀 礼 も,そ う した 人 び と
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の 関 心 を 端 的 に 示 す も の で あ り,パ ン ノ キ の 実 が 島 に もた ら さ れ る よ う超 自 然 的 世 界

に 働 き か け る た め の も の で あ る｡

 こ の た め の 儀 礼 を お こ な う も の(sowumaay)は,以 下 に の べ る 魚 を 食 べ る こ と が

で き な い｡

 ウ ッ ボ 類(sowufang:Muraenidae),ウ ミヘ ビ(sayuwaanu,お そ ら く ウ ミヘ ビ 科

Hydrophiidaeと ウ ツ ボ 類 の 混 称),チ ョ ウ チ ョ ウ ウ オ(nikeriker:Chaetodontidae),

ニ シ キ ヤ ッ コ(riring:Pygoplites diacanthus),ハ リセ ン ボ ン(tayus:z)iodon spp.〉,タ テ

ジ マ キ ン チ ャ ク ダ イ(ninguungu:Pomacanthus imperator),ベ ラ の 一 種(sowuremarem:

Halichoeres sp.),ホ ン ソ メ ワ ケ ベ ラ(nippwuruworor:Labroides dimidiatus),ブ チ ス

ズ キ ベ ラ (nipwurupwur:Anampses caeruleopunctatus), ミ カ ドチ ョ ウ チ ョ ウ ウ オ

(nis6pwoyit6r:Chaetodon barone∬a),ア イ ゴ の 仲 間(kanangay:Siganus spP･),テ

ング ダ イ(nikupwir:F.vistias acutirostri.s),フ エ ヤ ッ コ ダ イ(nironippwak:Foreipiger

flavissimus)o

 な ぜ,以 上 の 魚 がsowumaayに と っ て 禁 忌 と さ れ る の で あ ろ う か｡ koto maayと

い う 儀 礼 と 関 連 して,ウ ツ ボ や ウ ミ ヘ ビ はteerと よ ぶ バ ナ ナ の 繊 維 製 腰 布 に く る ん で

逃 が す｡そ の こ と と,上 記 の 魚 と の 関 連 性 に つ い て,筆 者 は つ ぎ の よ う に 考 え て い る｡

 ウ ッ ボ や ウ ミヘ ビ を は じ め と し て,チ ョ ウ チ ョ ウ ウ オ や ヤ ッ コ ダ イ は,い ず れ も 体

表 面 に あ ざ や か な 斑 紋 や 模 様 を も っ て い る｡そ う した 特 徴 は,teerと よ ば れ る 腰 布 に

織 り こ ま れ る 模 様 と 類 似 して い る｡

 (19)sowuree(yikipin)

 reeは, Satawal島 で 伝 統 的 に お こ な わ れ て き た 治 療 方 法 の こ と で あ り,具 体 的 に

は,筋 肉 や 骨 の 痛 み を と る た め に お こ な わ れ る"マ ッサ ー ジ"を さ す｡SOWUは,｢人｣

の こ と で,sowureeは,そ う した 治 療 を お こ な う た め に 必 要 な 知 識 と 技 術 を 修 得 し

た 人 の こ と を さ し て い る｡

 sowureeの 食 べ る こ と が で き な い 魚 が,指 定 さ れ て い る｡そ れ ら は,テ ン グ ハ ギ

(kuum:Naso unicornis},ミ ヤ コ テ ン グ(pwunukaney:Nasa lituratus),モ ン ツ キ ハ ギ

(mwarefar:Acanthurus vlivaceus),オ コ ゼ(noow:Synanceiidae),ミ ノ カ サ ゴ(narine:

1)terois spP.),ア イ ゴ の 一 種(wumwune:Siganus spP･),ニ ザ ダ ィ の 一 種(mono:

Naso spp.),ヒ ラ ア ジ の 一 種(nayew, cchep, y6rong:Caranx spp･)な ど の ほ か,魚 の

尾 部(yarepen yiik),魚 の 肛 門 近 くの 部 分(reren yiik)で あ る(図9参 照)｡一 般 に,

体 に す る ど い 棘 を も つ 魚 の こ と は,yikifanafanと よ ば れ る｡ fanは,｢刺 す｣と い

う 意 味 で あ る｡  ,,,sowureeの禁 忌 魚 と して あ げ た 魚 の 多 く は, yikifanafanで あ る｡

103



国立民族学博物館研究報告 6巻1号

         図10sowureeの 禁 忌魚 の 例

1)～3)は,Munro[1967],4)～5)は, Gosline and Brock[1976]に よ る｡

← は,注 目 され て い る棘｡

 な ぜ,sowuxeeは,上 記 の 魚 を食 べ て は い け な い と考 え られ て い る のだ ろ うか｡も

し,s6wuf66が 体 にす る どい棘 を もつ 魚(図10)を 食 べ る と,ま ず,魚 の 属 性 が人 間

に同 化 され る｡す る と,S6wuf66が 治 療 を お こな うさい に,病 人 や けが を した入 の 身

体 を つ きさ した り,傷 つ け る こと に な る,と 観 念 され て い る の で あ る｡

 ⑳ piniy waiy(yikipin)

 遠洋 航 海 にで て 他 の 島 へ い き,ふ た た び 自分 の 島へ もど って くるま で の間,航 海 者 に

と り食 べ て は な らな い と され る魚 が あ る｡魚 の み な らず カ メ や貝,タ ロイ モ やパ ンノ

キ の実 な ど も禁 忌 と され る｡航 海 の さい の禁 忌 とい う こ とで,こ れ らの禁 忌 食 は,広

義 のpiniy waiy(waiyは｢航 海｣の 意)の なか に ふ くめ られ る｡こ の う ち,魚 や カ

メ,貝 な どの 動 物性 の禁 忌 食 はyikipin,植 物 性 の禁 忌 食 はmwongo pinと そ れぞ れ

よ ばれ る｡こ の 場合,mwongoは,｢食 物｣全 般 で は な く,植 物 性食 物 を さす ことば

で あ る｡禁 忌 食 は,yikipinとmwongo pinそ れ ぞ れL品 目つ つ を セ ッ トと した 組

み あわ せ に よ り構 成 され る20)｡

 問題 とな る禁 忌 食 は,全 部 で27組,合 計54種 類 あ る｡こ の う ち,yikipinに つ い て

示 した の が 表3で あ る｡
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表3航 海 者 の 禁 忌 魚 リ ス ト

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

i Satawal語 名

poro

sariを

しy丘 丘r

taak

pwuupw

pwene
  ノ
nanguw

ノ         ノnuwenuw

paan

yomosokin

m飴m

ノ ノ   タ ノ

nuupoow

masaccha

pesepes2>

wuufoSr

nayew

り

yorong

yetam

y丘Wゑni wong4)

fay丘ny丘 缶w wong5》

y丘w三pin6)

safasaf

   タnamwar

      り
moma

ノノ
reen一

rowu

sera

和 名

ミッバ モ チ ノ ウ オ

ヒ ラア ジ

イ セ エ ビ

ダ ツ

モ ンガ ラカ ワハ ギ

バ ラハ タ

ヒ ラア ジ

モ ンガ ラカ ワハ ギ

イ ソモ ンガ ラ

ナ ガ ブダ イ(♂)1)

メ ガ ネモ チ ノ ウ オ

キ ン トキ ダ イ

ヒメ フ エ ダイ

ミヤ コテ ング

イ ロブダ イ(♂)3)

テ ングハ ギ モ ドキ

ヒラ ア ジ

ヒ ラア ジ

ア オ ウ ミガ メ

  ii

  //

ヒ レジ ャコ

コ シ ョウダ イ

ハ ギ

イス ズ ミー

ブ ダ イ

トガ リエ ビス

1 学 名

Cheilinus trilobatus

Caranx spp.

Pα,zulirus SPP.

Belonidae

Balistidae

Variloa louti

Caranx spp.

Pseudobalistes sp.

Pseudo6alistes/uscus

Scarops rubroviolaceus

Cheilinus undulatus

Priacanthus spp.

LuJanus gibbus

ハTaso lituratus

α 如5`〃 〃5･房60107

ハTaso hexacanthus

Caranx sp.

Caranx sp.

Chelonia mydas

  //

  ii

Tridacna squamosa

Plectorhynchus spp.

Aluteridae

1く究ρ乃侭 π3SPP,

伽 那sp.

Adioryx spinifer

1)
2)

3)
4)

5)

6)

ナ ガ ブ ダ イの ♀個 体 は,fasunizmatと よ ば れ る｡

ミヤ コテ ング は,成 長段 階 によ り,nimatat(young), pesepes(young adult), pwunukaney

(adult)と い う三 つ の名称 を もつ｡ pesepesは,体 長20～25 cmく らい の 個 体 を さす｡

イ ロブ ダ イの ♀個 体 は,niy6rokuningと よ ばれ る｡

yuwani wongは,｢カ メの首｣を さす｡ yuwanは｢首｣の こ とを さす｡

fayunyuruw wongは,｢カ メ の後 肢 の付 け根 の や や首 よ りの部 分 にあ る脂 肪｣を さす｡

yunuunは,｢枕｣を さす｡

yuwipinは,カ メの 体 腔 内 の脂 肪 を さす｡色 は緑 色 で, y丘wiは｢脂 肪｣, pinは｢禁 止

され た｣と い う意 味 を あ らわ す｡

20)こ う した動 物 性食 物 と植 物性 食 物 の組 合 せ の こと は,一 般 にmwongo panuwan(panuwan

 は･｢対｣の 意 味)と 称 され る｡根 栽農 耕 を 基盤 とす る社 会 で は,穀 物 栽 培 型 の社 会 と異 な り,

 主食 一 副 食 の対 立 が な い と され て いた が[石 毛1975:207-264],石 毛 によ るHalmahera島 の

 報 告[石 毛 1978:159-270]や 筆 者 に よ るパ ラオ諸 島 の 報 告[AKIMlcHI I 980:593-610],

 Satawa1島 の事 例 よ り,根 栽農 耕 型 の社 会 で も,主 食 一 副食 の対 立 が存 在 す る こと が示 唆 され

 る｡
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 以 上 の記 載 か ら重 要 とお もわ れ る い くつ か の こと が らにつ い て ふ れ て み よ う｡

 27種 類 あ げ られ た 魚 あ る い は 動 物 は,い ず れ もSatawal島 民 の 日常 的 な食 物 とさ

れ て い る｡し か も,島 民 が 航 海 の さい に滞 在 す る他 の 島 じまは,サ ンゴ礁 が発 達 して

お り,こ う した魚 や動 物 が それ らの 島 じま の人 び とに よ り利 用 され て い る と みて まず

さ しつ か え な い｡し か し,カ ツオ,マ グ ロ,サ ワ ラな ど の外 洋 性 魚 類 は禁 忌魚 の なか

にふ くまれ て い な い｡サ ンゴ礁 海 域 の魚 に して も,禁 忌 魚以 外 にず い ぶ ん と多 くの 種

類 が あ る｡そ う した魚 は,他 の 島 に お い て も食 べ る こ とが で き る｡

 さ らに,興 味 あ る事 実 をつ け くわ え て お こ う｡禁 忌 魚 の うち1あ る もの に つ い て は,

漁 獲 数 に応 じて 禁 忌 が解 除 され る｡つ ま り,約30匹 以 上 も多 く漁 獲 され た 場合 食べ て

もよ く,そ れ よ り漁獲 が少 な い と食 べ て は い け な い と され る魚 が あ る｡こ う した魚 は,

総称 してyikaitor(forは,｢と る,漁 獲 す る｣の 意)と よば れ る｡そ の な か に は,モ

ンガ ラカ ワハ ギ(pwunaney:β α傭'0246∫60η吻62｣伽 ηz),ヒ ラア ジ(sari r:Caranx spp.),

ヒ メ フエ ダ イ てmasaccha:Lutjanus gibbus),イ セ ェ ビ(yuur:Panulirus spp.),イ ス ズ

ミ(reen:｣吻 加錫∫spP.),ダ ツ(taak:Belonidae),ス ジ ア ラ (saiyaw:1)lectropoma

leopardus),メ ガ ネ モ チ ノ ウ オ (maam:Cheilinus undulates),ヤ ガ ラ (takunnon:

Fistularia spp.)テ ングハ ギ モ ドキ(nayew:Naso hexacanthus)が ふ くまれ る｡

 また,yaniy(Epinephelus spp.)は ハ タの 総 称で あ り,ふ つ うに食 して も よい が,

yaniyが 大 き くな ってmanukと よ ば れ る よ うな 成長 段 階 に達 す る と(全 長 が 片 腕 を

のば した さい,指 先 か ら肩 の 付 け根 ま で の 長 さ に相 当:yepay),も は や食 べ る こ と

はで きな い と されて い る｡

 yikaitorの な か に は,表3に あ げ た27種 類 の リス トに ふ くまれ て い な い ものが 若 干

あ る｡

 以 上 のべ た 禁 忌 魚 は,一 体 なぜ 禁 忌 の 対象 と して 指 定 され た の で あ ろ うか｡筆 者 の

うけ た説 明 に よ る と,こ れ らの魚 や植 物 性 食 物 は,yanu wait'と よば れ る｢航 海 の 神｣

の食 物 で あ るか らだ とい う｡も し人 間 が これ らの食 物 を食 べ た ら,semwayun y66n

waiyと よ ば れ る病 気 に な る と考 え られ て い る｡ semwayは｢病 気｣, y66nは｢～ に

よ って 引 き起 こ され る｣,waiyは｢航 海｣の 意 で あ る｡つ ま り,病 気 が｢航 海 の神｣

に よ りひ き お こ され る とみ な され て い るわ け で あ る｡興 味 あ る こ とに,54種 類 の禁 忌

食物 に は,い った ん そ れ を 食べ た 場 合,対 症 療 法 と して のsafey(広 義 の薬)が きあ

られ て い る｡そ れ らにつ いて は 別稿 で と りあげ る｡

                                   .      .

 こ う した禁 忌 は,航 海 にで た もの がふ た た び 自分 の 島 に も ど って,一 種 の なお らい
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(yinas)を す る まで 適 用 さ れ る｡

 も う一 つ 重要 な こと は,こ れ まで のべ た禁 忌魚 は,panu(ppwoと よば れ る航 海

術 修 得 儀 礼 を へ て の ち熟i練の域 に達 した人 び と)[須 藤 1978:262]に た い して は適

用 され ない こ とで あ る｡panu以 外 の航 海 者 は 先 にの べ た禁 忌 を ま も らな けれ ば な ら

な い｡つ ま り,panuは,他 の人 び とに禁 忌 と され る魚 を食 して も,病 気 に な らな い

と考 え られ て い るわ け で あ る｡か つ てSatawal島 で は,航 海 が超 自然 的世 界 と の密

接 な関係 を通 じて お こな わ れ て いた｡panuが,人 間 界 と超 自然 界 をつ な ぐ媒 介 者 と

して 位 置 づ け られて い た こ とを,前 述 の食物 禁 忌 に お け る,panuとpanuで な い も

の の区別 との 関連 で と らえ る こと がで き よ う｡

 (21)sowuyarangap{yikipin)

 sowuyarangapと い うの は,カ ッオ を 島 に よ び よせ るた めの 儀 礼 や 知 識 を修 得 した

人 の ことで あ る｡s6wuは,｢人｣を, yarangapは,｢カ ツオ｣を あ らわ す こと ば で

あ る｡

 sowuyarangapが,カ ツオ を よぶ 儀 礼 を お こな うさ い,つ ぎ の魚 を食 べ る こ とは禁

忌 とされ て い る｡そ の な か に は,カ ツ オ(yaranagap),マ グ ロ(tokuw),タ カ サ ゴ

(tiin),ア ジ(pati),ヒ メ ジ(wuwerik)が ふ くま れ る｡

 タ カサ ゴ,ア ジ,ヒ メ ジな どは,人 び どの考 え に よ る と,カ ッオ や マ グ ロの 餌 で あ

る と い う｡カ ツオ や マ グ ロを よび よせ るの で あ るか ら,当 然,そ の 餌 も一緒 にふ くま

れ る,と 人 び とが考 えて い るわ け あ あ る｡要 す る に,sowuyarangapが 食 べ て は い け

な い と され る魚 は,島 に もた らされ るべ き食 糧 そ の もの で あ る と い う こ とに な る｡カ

ッオ を よぶ 儀 礼 の こ とはskoto yarangapと よ ばれ る｡ k6toは,｢よ ぶ｣こ と を あ ら

わ す｡

 なぜ,カ ツ オや マ グ ロが 島 に よび よせ られ るの か とい う と,そ う した 魚 がSatawal

島 民 に と り,も っと も重 要 な食 糧 資 源 と考 え られて い るか らで あ る｡周 知 の よ う に,

カ ツ オや マ グ ロは,外 洋 性 の 回遊 魚 で あ る｡当 然,漁 獲 量 の 季節 的,周 年 的 な変 動 は,

サ ンゴ礁 海 域 に棲 息 す る魚 に くらべ て 大 きい｡そ の うえ,外 洋 で 漁携 を お こ な うた め

の 自然条 件(波 浪 や風)に よ って も,漁 獲 の 有 無 が大 き く左 右 され る｡ぎ ゃ くに,カ

ッ オや マ グ ロは 群遊 す る性 質 を もつ の で,一 度 に大 量 の魚 が とれ る と い う可能 性 もあ

る｡カ ツ オや マ グ ロは,Satawal島 民 が も っと も好 む 魚 で もあ る｡

 注 意す べ き こ とは,sowuyarangapの 禁 忌 は,妊 婦 や 月経 時 の女 性 に と って もま た,

適 用 さ れ る と い う こ とで あ る｡す な わ ち,yikifanは, sowuyarangap,妊 婦,月 経 時

の 女性 に ひ と し く禁 忌 と され る｡koto yarangapに 関す る詳 細 は,別 稿 で あ つ か う
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予 定 で あ る｡

 (22)sowuya.peyipey(yikipin)

 sowuyapeyipeyと い うの は,流 木(yapeyipey)を 島 に よび よせ るた め の 儀礼 や 知

識 を 修 得 した人 の こ とで あ る｡

 ノ        ノ      リ

 sowuyapeyipeyが,流 木 を よぶ 儀 礼 を お こな うさ い,い くつ か の魚 を 食 べ る こと は

禁 忌 と され て い る｡そ の な か に は,モ ンガ ラカ ワハギ(pwuupw),ヒ ラ ア ジ(cchep),

イス ズ ミ(reen),ツ ム ブ リ(fc)fo:Elagatisう ψ∫πη泌¢彦α),タ カ サ ゴ(tiin),ヒ メ ジ

(wuwerik),ア ジ(pati),ツ バ メ ウオ の幼 魚(nirenmeyimey:Platax orbicularis),カ ン

パ チ の 幼 魚(meseyuk:51爾01α 力吻 〃プα∫66π5),カツ オ(yarangap),マ グ ロ(tokuw)な

どで あ る｡こ れ らの魚 は,い ず れ も流 木 に付 随す る｡こ の点 につ いて,す こ し説 明 を

して お く必 要 が あ る｡ふ つ う,流 木 に は,浮 遊 生 物(プ ラ ンク トン)や 甲殻 類 の幼 生

が付 着 す る こ とが あ る｡そ う した 小 型 動物 を 索 餌 す る小 型 魚 や 稚 魚,幼 魚 が流 木 につ

く｡さ らに,小 型 魚 を 索 餌 す る中型 ～ 大 型 魚 が,そ の ま わ りに群 れ る｡と い うわ けで,

流木 を 中心 と して,生 態学 的 な食 物 連 鎖 系 が形 成 され る｡そ の た め に は,上 記 にの べ た

魚 が,す べ て同 じ栄 養 段 階(trophic level)に あ る もので ない こ とが 前提 とな るだ ろ う｡

 sowuyapeyipeyが 禁 忌 とす る魚 は,じ つ は,流 木 に付 随 す る魚 で もあ るわ けで あ る｡

注 意 しな けれ ば な らない の は,流 木 に つ くす べ て の魚 が,sowuyapeyipeyの 禁 忌 魚

と され て い る わ けで は け っ して な い とい う こ とで あ る｡た とえ ば,流 木 につ く魚 で あ

って も,シ イ ラ(sep6r),サ メ(paaw),サ ワ ラ(ngaan),ハ ギ(niomの な ど は,禁

忌 魚 と して指 定 され て は い な い｡

 また,sowuyapeyipeyの 禁 忌魚 とsowuyarangapの 禁 忌 魚 は,一 部,重 複 して い

る｡カ ツオ,マ グ ロ,ア ジ,ヒ メ ジな どが そ うで あ る｡

 流 木 がSatawal島 民 に と り重要 で あ る の は,流 木 が 接 岸 す る と,一 度 に多 くの魚

が漁 獲 され るか らで あ る｡そ の なか には,人 び とが 好 む カ ツ オや マ グ ロ もふ くま れ て

い る｡流 木 に と もな う魚 は,一 般 にyikan yapeyipeyと よ ばれ る｡流 木 を 島 に よ び

よせ る た め にお こな わ れ る儀 礼 は,koto yapeyipeyと よ ばれ る｡こ の場 合 も, yikan

yapeyipeyの い くつ か の もの は,妊 婦 や月 経 時 の 女 性 に と って も禁 忌 とされ て い る の

で あ る｡

 も し,sowuyarangapやs6wuyapeyipeyが 禁 忌 魚 を食 べ た 場 合,島 に は,カ ツ オ

や マ グ ロ,あ る い は流 木 が もた らさ れ な い,と 考 え られて い る｡

 (23)yikiwe yaner somwoon

 s6mwoonは｢酋 長｣, yanerは｢食 物｣の こ とで あ り, yikiwe yaner somwoon
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は,｢酋 長 が食 べ る魚｣と い う こと を あ らわ して い る｡｢食 物｣の 尊 敬 語 で あ るwiis

を も ちい て[須 藤 1980]wiseer s6mwoonと 称 され る こ と もあ る｡

 この な か に は,ス ジア ラ(saiyaw:Plectropoma Z8ψ274螂),大 型 の マ グ ロ(sangir:

Thunnus spp･),メ ガ ネモ チ ノ ウオ(maaxn:C'heilinus undulatus),ア オ ウ ミガ メの 首 の

部 分(rimweni wong)が ふ くまれ る｡

 こ う した魚 が 漁 獲 され た 場 合 は,か な らずs6mwoonに 贈 らな けれ ば な らない｡

s6mwoonと い うの は,ふ つ うSatawal島 に い る3名 の酋 長 の こ とを さ して い る｡し

か し,同 時 に カ ヌ ー小 屋 を 管理 す る男子 成 員 の うちの 最 年 長 者(s6wuwutt)に たい し

て もsomwoonと い う尊 称 が もち い られ る こ とが あ る｡こ の 場 合,3名 の酋 長 が カ ヌ

ー小 屋 の 長 で あ る とは か ぎ らな い
｡                    ψ

 somwoanに 贈 られ る魚 は,い ず れ も大 型 魚 で あ る｡し か も, Satawal島 民 の 多 く

が好 む 魚 で もあ る｡             .

 (24}mangirine

 mangirineと は,｢巨 大 な｣と い うこ とを あ らわす｡ mangirineと い う名称 を もつ

魚 は以 下 に示 す とお りで あ る｡

 ハ タ (mangirin6n yaniy:Epinephelus spp.),ス ジア ラ (  ･ ,mangirzney saiyaw:

Plectropoma 16ψ必伽),同 定 不 明 の 大 型 魚(mangiriney nunun6, mangirinen

yaniyrimwecchemaw, mangirinen kuchiniweniyon)o

 これ らの魚 は,や は り前 述 のyikiwe yaner somwoon同 様, s6mwoonに 贈 与 され

るOし か一し,一そ う した 魚 が一somwoonか 一ら他 の人 び志 へ 再 分 配 されゐ さ い に,特 別 の

儀 礼 的 ふ るま いが と もな う｡ま ず,魚 の 口に は,コ コヤ シの 外皮,イ ネ科 の 雑 草,コ

ブ ラの殻 な ど がつ め られ る｡そ の よ うに して 全 長2m近 く もあ る 巨大 な 魚 の ロを封

じてか ら,解 体 が お こ なわ れ る｡魚 の 口に もの をつ め,解 体 を お こな う の は,カ ヌー

小 屋 を 管理 す る最 年 長 者 で あ る｡こ の よ うな手 続 きを ふ ま な い と,人 間 が 魚 に食 べ ら

れ る とみ な さ れて い る｡

 あ るイ ン フ ォー マ ン トは,数 年 前 に連 続 的 に人 が死 ぬ とい う事 件 が生 じた理 由 と し

て,mangirineを 解 体 す るさ い に,魚 の 口 に もの を つ め な か った 人 が いた こ とを秘

か に も ら して くれ た｡死 亡 したの は,い ず れ も魚 を 解 体 した の と同 じ氏 族 の成 員 で あ

った｡こ う した考 え方 が 現 在 で もSatawal島 民 の 間 に あ る こ と 自体,注 目 して お い

て よい だ ろ う｡

㈲ 病気 とyikipin

なん らか の病 気 にか か った もの が,safeyと よ ばれ る一 種 の 薬 を施 され る間,あ る
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いはその病気が治癒するまで,特 定の魚を禁忌とする場合がある｡す べての病気にた

い して,つ ねに禁忌食がきめられているわけではないし,か ならずしも魚が禁忌食物

として指定されるわけでもない｡本 項では,魚 が禁忌とされる例についてのみ報告を

おこなう｡

  (a) kuus(yikipin)
                             の       の    

 maapwerは 皮 膚 病 の一種 で,口 腔 内が ザ ラザ ラ した り,皮 膚 に で き もの がで きる｡

この 病気 にた いす るsafeyを うけ る人 は,タ コ(kuus>を 禁 忌 とす る｡

 タ コを食 べ て い け ない と され る の は,タ コに イ ボ(rumwurumwun kuus)が あ り,

身 体 に 生 じた イ ボ が タ コを 食 べ る こと に よ り,一 層,悪 化 す る と考 え られ て い るか ら

で あ る｡ま た別 の理 由 と して,タ コは一 日の うち で も 時 間 に よ って 体 色 を変 化 させ

る21)｡人 間 も この病 気 に な る と,皮 膚 の色 が青 くな った り,黒 くな った りす る｡そ こ

で,タ コを食 べ て は な らない と考 え られて い るわ けで あ る｡

  (b) yikiparapar{yikipin)

  ノ    

 maylnapは,全 身 に 痛 み と 発 熱 を 生 じ,皮 膚 が 赤 く な る 病 気 で あ る｡こ の 病 気 に

な ってsafeyを う け る 人 は 赤 い 色 を し た 魚 を 食 べ る こ と は で き な い｡

 赤 し1色 の 魚 は,yikiparaparと よ ば れ る(paraparは,｢赤 い｣の 意)･

 yikiparaparに は,と くに き ま っ た 種 類 の 魚 が ふ く ま れ る わ け で は な い｡｢赤 い 魚｣

と さ れ て い る の は,マ ツ カ サ ウ オ(mw66n:雌 γψ廊 痂spP･)ニ ジ ハ タ(yamariyo｢:

σψ 加!ψ ゐoZl∫urodelus), バ ラ ハ タ (pwene:Variloa loud), ユ カ タ ハ タ (sewi:

Cephalopholis miniatus),キ ン トキ ダ イ(nuupow:Priacanthus SPP.),ト ガ リ エ ビ ス

(sera:∠4dioり2κspinifer),ア オ ス ジ ェ ビ ス(neet:A. tiere),ヒ メ フ エ ダ イ(masaccha:

Lujams gibbus),ア カ ブ ダ イ(m66sera:Scarus caudofasciatus)な ど で あ る｡こ れ ら の

魚 を 食 べ る と,身 体 が 赤 く な る 異 常 な 状 態 が 持 続 す る の で 禁 忌 と さ れ る｡

  (c)sonn

 faayは,｢体 の 痛 み｣の こ と で,特 定 のsafeyを う け て い る 時 間 は,シ マ ス ズ メ ダ

イ(sonnま た はpwani faay:ABudefduf sordidus)が 禁 忌 魚 と な る｡こ の 魚 は,ふ つ う

sonnと よ ば れ る が,別 名pwani faayと も よ ば れ る の は,サ ン ゴ の ま わ り を 動 き ま わ

っ て い る(pwani)か らで あ る｡こ の 場 合,固 い サ ン ゴ の 周 囲 に い つ も い る と い う 魚

の 習 性 が 着 目 さ れ て い る｡

21)あ る イ ン フ ォー マ ン トに よ る と,タ コの体 色 は,(朝:ronoppung→ 昼 間:pwerepwer→ 夕

 方:ccha)の よ うに変 化 す る と考 え られれ て い る｡ ronは｢黒 い｣, pwerepwerは｢白 い｣, ccha

 は｢赤 い｣こ とを それ ぞれ あ らわ して い る｡
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 faayは,｢痛 み｣と と もに｢岩,固 い サ ンゴ｣を あ らわ す｡岩 の ま わ りを ウ ロ ウ ロ

して い る魚 を 食 べ る こと は,痛 み の まわ りに この魚(あ る い は,そ の属 性)が ウ ロ ゥ

ロす る こと につ なが る｡す な わ ち,sonnと い う魚 は痛 み を 悪 化 な い し,持 続 させ る

と考 え られ て い るの で あ る｡

 別 の イ ン フォ ーマ ン トが のべ た禁 忌 魚 は ま った くちが って い る｡そ の なか には,ダ

ツ(taak:Belonidae),キ ヘ リモ ンガ ラ(nuuwenuw:P56κ40δ α♂乞∫彦θ∫｣伽面ηz硯4ηα`螂),

キ ツ ネブ ダ イ(yaar:Scarus harid)な どが ふ くま れ る｡

 taakは,長 い両 顎 で ときた ま人 間 を 攻 撃 す る の で,病 気 が ひ ど くな る｡nuuwenuw

とyaarは,頑 丈 な歯 で サ ンゴ を か じ りと って 食 べ る｡こ の場 合 も病 気 が ひ ど くな る｡

以 上 の よ うな理 由 で,faayと い う病 気 にか か った さ いのsafeyを うけ て い る間,食 べ

て は い け な い と され る｡共 通 して い え るの は,faayと い う病 気 に よ る全 身 の 痛 み が,

魚 に刺 され た り,噛 じ られ た りす る こ と と類 似 して い る こ とで あ る｡

 ま た前 記 の 禁 忌 食 は,他 入 と一 緒 に食 べ る場 合 にの み 適 用 され,単 独 で 食 べ るの な

らよ い とい う ことで あ った｡

  (d)盲 目の病 気 に と もな う禁 忌 魚

 masaparは,｢盲 目｣の ことで, mas一 は｢眼｣, parは｢開 か な い｣こ とを あ らわ

す｡

 この病 気 にか か ってsafeyを うけ る もの は,以 下 の よ うな 魚 を 食べ る ことが で きな

い｡

 コ バ ン ア ジ(yengang:Trachinotus spP.),ヒ レ ナ ガ カ ンパ チ(fateraw:Seriola

riaoliana), ヒ ラ ァ ジ(y6rong, yetam, cchep, saris:Caranx spP.), ミ ノ カ サ ゴ

(narine:1)terois spP.),オ コ ゼ(noow:Synanceiidae),オ キ ァ ジ(merowuraw:

Uraspis heloolus),サ ギ(niyamwit:Genres spp.),マ ダ ラ タ ル ミ(kiyakiy:Mα60伽

niger),コ シ ョ ウ ダ イ(namwar, yofun:Plectorhynchus spp.)｡

 上 記 の 魚 が,な ぜ 盲 目 と 関 係 が あ る と み な さ れ て い る の だ ろ う か｡個 々 の 魚 に つ い

て の 説 明 を う け る こ と は で き な か った｡し か し,あ る イ ン フ ォ ー マ ン トの 指 摘 に よ る

と,こ の な か に は ヒ ラ ア ジ に 顕 著 な よ う に,群 れ で 浜 の 方 を め が け て 突 進 して く る 魚

が 多 くふ く ま れ て い る と い う｡こ う した 魚 は 眼 が 悪 い の で,間 違 っ て 浜 の 方 へ 泳 い で

く る の だ と い う｡namwarの 場 合,こ の 魚 を や す で 突 き さ す と,ち ょ う ど,盲 目 に

な っ た よ う に 必 死 で 暴 れ る と い う｡noOWとnarineは 逆 に,じ っ と して い て 動 か ず

に い る｡こ れ ら の 魚 は 眼 が わ る い か らで あ る,と い った 説 明 を え た｡

 別 の イ ン フ ォ ー マ ン トに よ る と,ハ タ の 仲 間(metayin:五 ψ伽ψん6♂π∫spP･, pwene:
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殉 配oα 伽 の な ど も禁 忌 とな る とい う｡そ の理 由 と して,こ うした 魚 を 釣 りあ げ る

と,魚 の 眼球 がつ きで る(nnusuwow)か らとい う｡

  (e)鼻 血 に と もな う禁 忌 魚(yikipin)

 鼻 血 の 出 る病気 はwuupwayinangと よば れ る｡こ の病 気 にた いす るsafeyが お こ

な われ て い る間,つ ぎ の もの が 禁 忌 と な る｡

 タ コ,シ ャ コガ イ(tt6, swum:Tridacnidae)｡な ぜ な ら,タ コの 頭 部 に あ る墨

(niron)や シ ャ コガ イ の 内臓 は,薄 い膜 につ つ まれ て お り,や わ らか くて破 け る と,

な か か ら内 容 物 が で て くる｡タ コや シ ャ コガ イを 食 べ る と,そ の影 響 で 袋 が破 れて 血

が 鼻 か らで て くる恐 れ が あ るか らだ と説 明 さ れた｡

 人 に よ って,禁 忌 食 の 対 象 とされ る動物 と禁 忌 の 説 明 が す こ し ち が っ て い る｡

wuupwayinangと い う 病 気 に か か っ て 食 べ る こ と が で き な い の は,オ オガ ニ

(rokumw),浜 ガ ニ(yarik),ヤ シガ ニ(yaff),そ れ に シ ャゴ ウ(sutim:Hippopus

乃勿 ψ 鰐)で あ る とい う｡こ の 場 合,カ ニ や ヤ シガ ニ はい つ も穴 か らで て くる動物 で

あ る｡し た が って,カ ニ や ヤ シガ ニ を食 べ る と,そ の属 性 の 影 響 で鼻 血 が 鼻腔 か らで

て くる と考 え られ て い るわ けで あ る｡シ ャ コガ イ の場 合,そ の臭 い が悪 いの で,鼻 血

がで る とさ れ る｡興 味 あ る こ とに,前 述 の説 明 に お け る,ヒ メジ ャ コ(tt6:Tridacna

crocea)と よ ばれ る シ ャ コガ イ は,こ の 場 合,食 べて も よい とされ て い る｡

  (f) の ど づ ま りに と もな う禁 忌 魚(yikipin)

 worongは,｢の ど｣の 意 味 で あ る｡の どづ ま りの病 気 に た いす るsafeyに と もな

う禁 忌 魚 のな か には,ア ズ キハ タ(yerechang:｣吻670面 η♂6π60970〃z痂6〃∫),ニ ジハ タ

(yamaTiyor:Gephalopholis uradelus),ア カハ タ(metayin:Epinephelus fasciatus),バ ラ

ハ タ(pwcne:Variloa louti),ハ タの 一 種(ranunufaimwo:Cephalopholis spp･)･ア カ

ハ ナ(yukuurap:(YI. aurantius)な どがふ くまれ る｡

 これ らの魚 は,通 常,底 釣 り漁 に よ り漁獲 さ れ る｡の ど づ ま りの 病 気 に た い して禁

忌 魚 と され る の は,上 記 の 魚 を 釣 りあ げた と き,(圧 力 の変 化 に よ り)喉 部 が 口か ら'

とびだ す か らで あ る とい う｡こ う した 魚 を 食 べ ると,の どが 一層 つ ま る とみ な さ れ て

い る わ けで あ る｡

 あ る人 か らは,同 じハ タの仲 間 で も,ヒ トミハ タ(yaniy mwera:Epinephelus tauaina)

だ け が禁 忌 とな り,ヒ トミハ タの 近 縁種 につ いて は,禁 忌 とな らな い,と い う説 明 を

うけ た｡

  (g)動 悸･息 切 れ に と もな う禁 忌 魚(yikipin)

 moorと い うの は,動 悸 や 息 切 れの こ とを さす｡こ の病 気 で死 ぬ こ と もあ る と い う｡
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禁 忌魚 は,前 述 の の ど の病 気 と同 じで あ る｡な お,病 気 が い った ん なお って も,こ れ

らの魚 は食 べ て は い け な い と され る｡

  (h) sowusafey(yikipin)

 以 上 のべ た よ うに,特 定 の病 気 に は 特定 の禁 忌 魚 が 対 応 して い る｡あ る魚 が 禁 忌 と

され るわ け は,い ず れ も,病 状 を 悪 化 させ るか ら とさ れ て い る場 合 が ほ とん どで あ

る｡つ ま り,こ の 場 合 も,魚 の属 性 が 人 間 に影 響 を 与 え る と観念 さ れて い るわ けで あ

る｡

 禁 忌 を ま も らな けれ ば な らな い のは,病 人 だ けで は な い｡病 人 に 薬 を あた え る人

(sowusafey)自 身 も,病 人 同 様 に禁 忌 魚 を食 べ る ことが で き ない｡こ の点 につ き筆 者

は,keeparの 例 と同 じ く,sowusafeyが 禁 忌 魚 を食 べ れ ば,魚 の属 性 が 人 間 に もi

して,病 人 を な おす 知 識 や能 力 が 相 殺 され て しま うか らで あ ると考 えて い る｡

 (26)seraw, cchep(yikipin)

 これ まで の例 はい ず れ も,食 べ る こ とや,食 べ る さい の 手 順 に た い して,一 定 の 規

制 が存在 す る場 合 で あ った｡し か し,た とえ特 定 の魚 を食 べ な くと も,そ の魚 を 調 理

した場 所 に接 触 す る こ とに よ り,人 間 が 影響 を うけ る と考 え られ て い る場 合 が あ る｡

  (a) seraw(yikipin)

 sowupaaw以 外 の 人 は カマ ス(seraw>を ふ つ うに食 べ る こ とは で き る｡し か し,日

常 で使 う石 む し用 の地 炉(wumw)と は 別 に, serawを 調 理 す るた め の地 炉 を 特 別 に

用 意 しな け れ ば な らな か った｡こ の 地 炉 の こ とは,wumwuy serawと よ ばれ た｡も

し誰 か(serawを 食 べ な か った人)が,こ の地 炉 を足 でふ む よ うな こ とが あ る と,そ

の人 は海 で サ メに喰 わ れ る と考 え られ て い た｡し た が って,調 理 し終 った地 炉 は,土

中 に埋 め な け れ ば な らな か った｡

  (b) cchep(yikipin)

 ヒラ ア ジの一 種 で あ るcchepに も,特 別 の 扱 い が必 要 と され て い た｡ふ つ うの 人 が

cchepを 食 べ るさ い,日 常 使 う地 炉 と は別 の地 炉 で 調理 しな けれ ば な らな か った｡こ

の地 炉 は,yangatay cchep(yangatは｢火｣の 意 味)と よ ば れ る｡た と え コ コ ヤ シ

の外 皮 を 燃 や して この 魚 を食 べ る場 合 に も,そ の殻 はyangatay cchepと よば れ る｡

魚 を焼 いた あ との灰 を,も し眼病 の人 が ふ み つ け る と,さ らに病 気 が 悪 化す るの で,

す ぐに土 中 に埋 め な けれ ば な らな い と され て い た｡

 以 上 の2つ の例 で は,特 定 の禁 忌 魚 が 調 理 され た地 炉 が,そ の魚 を 食 べ なか った人

に よ って ふ み つ け られ る と,ふ ん だ人 に なん らか の悪 い影 響 が お よぶ とさ れて い る｡

こ う した例 は,い わ ゆ る接 触 呪 術 の考 え方 に通 ず る もの と み なす こ とが で きよ う｡
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IV.魚 とSatawal文 化

1.問 題 の 糸 口

 魚 の カテ ゴ リー と食 物 規 制 の 記 述 か ら,Satawal島 の 人 び と が,食 物規 制 を通 じて

魚 にた い して さ ま ざ ま な認 識 の しか た を して い る とい う こと が あ き らか に な った｡個

別 の 事 例 を 比 較 して み る と,同 一 の魚 種 で あ って も,異 な った 属 性 が 利用 され て いた

り,あ る属 性 に た い して異 な った 説 明 や意 味 づ けが な さ れて い た りす る[レ ヴ ィeス

トロー ス 1976:65]｡

 た とえ ば,同 一 魚 種 の 異 な った 属性 が利 用 され る場合 を,タ コ(kuus)を 例 と して

の べ て み よ う｡

 タ コが サ ンゴ や岩 の穴 に潜 ん で お り,な か な か 捕獲 で き ない こ と と,妊 婦 の 難 産 が

結 びつ け られ る｡

 タ コが,一 日 の うち の時 間 に よ り体 色 を変 化 させ る(と 考 え られ て い る)こ とは,

mayinapと い う病気 の症 状 と類 似 して い る と み な され る｡

                                            

 タ コに あ る イ ボ は,maapwerと い う皮 膚 病 に か か った と きに 身体 に生 ず るで き も
 

の と類似 して い る とみ な され る｡

 タ コの墨(niron)が 入 って い る墨 汁 の うが 破 れ やす い こ と と,鼻 血 がで る こ とが結

び つ け られ て い る｡

 タ コが海 底 を這 う行 動 は,乳 幼 児 が 四 つ ん這 い で歩 くこ と と類似 してい る｡

 上 の よ うに,タ コの も って い る形 態 や 習 性 に 関 す る属 性 が,さ ま ざ まな 認 識 を うな

が す素 材 と して も ちい られて い るわ けで あ る｡

 一定 の属 性 にた い して,異 な った 解 釈 が な さ れ る例 につ い て も,と りあ げ て み よ う｡

 オ コ ゼ,ミ ノ カ サ ゴ,陰ハ リセ ンボ ンは,運 動 性 に欠 け,緩 慢 な動 作 をす る とい う属

性 を共 通 に も って い る｡こ の性 質 にた い して,こ う した 不 活発 な性 格 を もつ魚 を食 べ

れ ば,人 間 も不 活発 で 怠 惰 に な る,と い う考 え方 が な され る｡一 方,オ コゼ や ミノ カ

サ ゴ の動 作 が 緩 慢 な の は,魚 の眼 が 悪 い か らで あ る と判 断 され,眼 病 の 人 は,オ コゼ

や ミノ カサ ゴを 食 べ る こと を禁 じ られ る｡さ らに,カ ヌー をつ くる船 大 工 は,動 作 の

緩 慢 なハ リセ ンボ ンを食 べ る と,速 度 の お そ い カ ヌ ー しか つ くる ことが で きな い,と

い う考 え方 もな され る｡

 以 上 の よ う に,い くつ か の魚 が 共 通 して もつ 属 性 に た い して,少 しず つ異 な った 意
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味 づ けが な さ れ て い る｡し か も,そ う した 意 味 づ け の違 い に も とつ い て,特 定 の カテ

ゴ リー に入 る人 間 は,あ る魚 を食 べ る ことが で きな い と指 示 され るわ けで あ る｡

 あ る魚 を 食 べ て は い けな い と判 断 され るわ けは,多 くの事 例 で あ き らか に な った よ

うに,人 間 が あ る属 性 を もつ魚 を食 べ る こ とに よ り,魚 の 属 性 自体 が人 間 に同 化 され,

影 響 を あ た え る と み な され て い るか らに他 な らな い｡

 この こ とを も っと も端 的 に示 す例 は,yikiman,す なわ ち毒性 を もつ 魚 を あ らわ す

民 俗 概 念 で あ る と考 え られ る｡魚 の もつ 毒 性 が 人 間 に あ たえ る影 響 は,も っと も直 接

的 で あ る｡最 悪 の場 合,毒 は,人 間 を死 に致 ら しめ る｡そ う した 毒 性 の存 在 は,い っ

た ん魚 が 食 物 と して摂 取 され,中 毒症 状 が 顕 在 化 して は じめて み とめ られ る｡そ の 理

由 と して,魚 の な か に い る｢微 生物｣が 人 間 を 病 気 にさせ,あ る いは 死 に追 いや る と

考 え られ て い た｡こ の こと は,あ る魚 がmaanと い う属性 を もち,そ の属 性 に よ り

人 間 が影 響 を うけ る と考 え られ て い る ことを 示 して い る｡

 これ にた い し,サ メ が喰 い ち ぎ った魚 を 食 べ る と,そ の人 が海 で サ メに襲 われ た り,

陸上 で負 傷 す る とみ な され て い る例 で は,魚 が 人 間 にあ た え る影 響 自体 は,よ り間接

的 で あ る｡し か し,結 果 と して,人 間 に 危 害 が お よぶ と い うプ ロセ スは,前 述 の

yikimanの 例 とか わ りは な い｡

 あ る魚 を調 理 した 場所 を足 で ふ む だ けで,そ の魚 のiが 人 間 に お よ ぼ され る とい

う例 は,こ れ まで の べ た原 理(e体 内に と り こま れ る こ とに よ り,魚 の 属 性 の 影 響 を

う け る)と は す こ し異 な って い る｡す な わ ち,接 触 が 一 つ の契 機 にな る と考 え られ

て い るか らで あ oこ う した 例 は,け っ しで多 ζ ない｡む しろ,食 物 規 制 の事 例全

体 か らみ る と,例 外 的 で さえ あ る｡し か し,接 触 そ の もの は,他 の文 化 現 象 の 解 析

に有 効 な概 念 とな る と考 え られ る｡本 稿 で は,そ の可 能 性 を 指 摘 す る に と どめ て お こ

う｡

 魚 の 属 性 と,そ れ が 人 間 にお よぼす 影 響 に関 して,有 機 的怠 関 連 性 を指 摘 で き ない

場 合 があ る｡た とえ ば,航 海 者 に と り,航 海 中 に禁 忌 と され る禁 忌 魚 は,航 海 を つ か

さ ど る超 自然 的存 在 の食 用 魚 で あ る｡そ れ ゆえ,食 べ て は な らな い,と い う説 明 は,

しか しなが ら,十 分 に納 得 の ゆ くもの で は ない｡そ の ほ か,残 され た い くつ か の 間 題

が あ るの で,本 稿 で さ らに討 論 を くわ えて み よ う｡

 前 述 の よ う に,魚 の もつ 属 性 に よ り 人 間 が 影 響 を う け る と い う一 般 的 原 理 が

Sawatal社 会 にお い て み と め られ る｡こ う した 認 識 の 素 材 と して 提 供 され る魚 の 属 性

は,形 態,生 理,習 性,色,模 様,匂 い な ど,さ ま ざ まな側 面 に お よん で い る｡し か

も,魚 に あ た え られ た方 名 も,と き と して そ の魚 の 属 性 とみ な され る こ と もあ る｡す
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な わ ち,任 意 に命 名 され た方 名 自体 が,さ らに任 意 に利 用 され て い る ので あ る｡

 この よ う にみ て くる と,あ る魚 の属 性 が,き わ め て任 意 に抽 出 され,そ の属 性 に た

い して恣 意 的 な 意 味づ けが な され て い る こ とは あ き らか で あ る｡し か し,こ う した原

理 は,比 較 的,ユ ニ ヴ ァー サ ル で あ る[レ ヴ ィeス トロー ス 1976]｡こ の こ とか ら,

Satawal島 の人 び とは,魚 や そ の 属性 に た い して,さ ま ざ ま な認 識 の しか たを して い

る,と の み 結 論 づ け る こ とで 事 足 りる もの だ ろ うか｡問 題 は,民 俗 知識 にふ くま れ

る恣 意性 そ の もの にあ る の で は け っして な い｡む しろ,そ う した恣 意 性 に 内在 す る

Satawal島 民 固 有 の 思 考 様 式 やSatawal文 化 に固 有 の 価 値 体 系 を,い か に して 抽 出

す るか とい う こ とに あ った は ず で あ る｡

 この問 題 を考 え る手 が か り と して,筆 者 は以 下 の よ うな点 につ い て考 察 を くわ え る

こ とに した｡

A,魚 の属 性 と して もっ と も普 遍 的 と思 われ る匂 い の 分 析｡

B.あ る属 性 を もつ 魚 が影 響 を お よぼ す と考 え られ て い る対象,つ ま り人間 の ガテ ゴ

リー(あ る いは,属 性)の 分 析｡

C･魚 と して の 属 性 と,人 間 と して の 属性 を もつ と考 え られ るyikinngaWに 関す る

分 析｡

 つ ま り,AとBは,そ れ ぞ れ,魚 と人 間 に関 す る分 析 で あ り, Cは, AとBの

ち ょ うど中 間 に位 置す るyikinngawに 関 す る分 析で あ る とい う こと に な る｡以 下,

A,B, Cに 関す る論 述 を,そ れ ぞ れ,第IV章 の2,3,4項 に あて る こ とにす る｡

 2.匂 い の 三 角 形

 魚 全 体 が もつ 属性 の うち,も っと も本 質 的 で か つ 特 徴 的 な もの は,そ の 匂 い で あ る｡

魚 の 匂 い(pwoyacch)は,い わ ゆる"生 臭 い匂 い"で あ る｡

 魚 の匂 いが,直 接,人 び と に影 響 を あ た え る とみ な され て い る の は,つ ぎ の場 合 で

あ った｡

 サ メ,エ イ,ウ ツボ,ク ジ ラ,イ ル カ な ど の匂 い が,生 理 的 に不 快 で あ る と して,

人 び と は,食 べ る ことを 敬 遠 す る｡こ う した 動物 はyikinngawと して 位 置 づ け られ

て い る｡

 チ ョウ チ ョウ ウオ の 内臓 は,糞 便 の 匂 い(pwonfannikat)が す る ので, yikinngaw

とみ な され る｡

 生 魚(yikiyemas)の 匂 い は,子 供 に 悪影 響 を あた え る｡
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 この よ うに,魚 の匂 いが｢吐 き気 を 催 す｣と か,人 間 の排 泄 物 の 匂 い に類 似 して い

る と して も,す べ て の魚 が 同 じよ うに,yenngawで あ る とか, yennowで あ る と判

断 され るわ けで は もち ろん な い｡

 Satawal文 化 の なか で,魚 の もつ 匂 い が 重 要 とお もわれ るの は,以 下 に のべ る よ う

な環 境認 識 や 食 物 カテ ゴ リー にか か わ る考 え方 が存 在 す るか らで あ る｡

  ① タ ロ イモ 栽 培 と魚

 タ ロイ モ畑(neepwen)へ,女 性 が作 業 に い くさい,魚 や ウ ミガ メ を食 物 と して 持

参 す る ことや,家 を で る さい に,食 べ か す の 魚骨 を足 で ふ ん だ りす る こ と は,も っ と

も きび しい禁 忌 と され て い た｡し か も,女 性 は,前 夜,男 性 と性 交 渉 を もつ こ と も禁

忌 と され て いた｡

 Satawa1島 民 は,タ ロ イモ 畑 に はyin6topw6nと よば れ る超 自然 的 存 在 が お り,

魚 や ウ ミガ メな どの 海 か ら とれ た 動 物 の 匂 い(pwoyacch)や,性 交 にか か わ る匂 い

(pwomwas)を 忌 み き ら う,と い う観 念 を 有 して い た｡

  ② 漁携 活 動 と タ ロ イ モ,パ ンノ キ の実

Satawal島 の 北 東 端 か ら,海 中 にむ か って 発 達 した サ ンゴ礁 は,Wenim6ngと よ ば

れ る｡ま た,Satawal島 の 南方 約40キ ロメ ー トル の と ころ に は, Wenikiyと よば れ

る サ ンゴ礁 が あ る｡

 この2つ の海 域 で漁 携 活 動 を お こな う場 合,タ ロ イモ や パ ンノ キの 実 を 食物 と して

携 行 す る こ とに た い し,き び しい規 制 が 適 用 され て い た｡ま た,漁 携 を お こな お うと

す る男性 は,前 夜,性 交 を 慎 ま な けれ ば な らな い と さ れ て いた｡

 この2つ の 海 域 は,yanu scatと 総 称 され る超 自 然 的存 在 の支 配 を う けて い る と,

島 の人 び とに 観念 さ れ て いた｡そ して,yanu saatは,タ ロ イモ,パ ン ノキの 実 の 匂

いや,性 交 に かか わ る匂 い を 忌 み き らう と考 え られ て いた｡

 Satawal島 に お いて,も っ と も重 要 な 生 計 活 動 で あ る タ ロ イモ 栽培 と漁 携 にた い し

て,以 上 の べ た よ うな禁 忌 が 適用 され て い るわ けで あ る｡

 海 と タ ロイ モ畑 と い う,異 な った 生 産 の 場 の 対 立 は,魚 と タ ロイ モ･パ ンノ キの 実

と い う食物 の対 立 を も意 味 す る｡ま た,魚 の匂 い(pwoyacch)と タ ロイ モ･パ ンノ

キ の 実 な ど の匂 い(pwonngaw)の 対立 を もあ らわ して い る｡そ して, yanu scatと

yanu yinotopwenと い う超 自然 的 存 在 の 対 立 と して もと らえ られ て い る の で あ る｡

 さ らに,性 交 が,海 とタ ロイモ 畑 の 両 者 に 対 立 す る と み な され て い る点 に 注 意

す る必 要 が あ る｡yanuに よ って 支 配 され て い る 空 間 に,性 行 為 に と も な う匂 い
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図11匂 いの三角形

(pwomwas)を もち こむ こ と(e人 間 的要 素)が 忌 み き らわ れ て い るか らで あ る｡魚,

タ ロ イ モ･パ ンノ キ の実,性 交 とい う三 つ の要 素 に象徴 さ れ る匂 い は,図11の よ うに,

相 互 に対 立 す る関係 に あ る もの と して と らえ る こ とが で き る｡こ の よ うに,匂 い その

ものが,Satawal島 民 の 環 境 観 や 行 動様 式 に一 定 の 秩 序 を 与 え る もの と して,認 識 さ

れ て い る こ とは重 要 で あ る｡

 前 項 で の べ た妊 婦 や月 経 中の 女 性 に 固有 の匂 い(pwongos6w)も,図11の 体 系 に

お け る性 交 の 匂 い(pwomwas)に 匹 敵 す る もの と して あ て は め る ことが で きる｡妊

婦 や月 経 中 の女 性 は,タ ロ イ モ畑 にい く こと がで きな い うえ,そ の匂 い は,海 にい る

超 自然 的 存在 に よ り も っと も忌 み き らわれ て い るか らで あ る｡

3.人 間 の カテゴ リー と食物規 制

 これ まで み て きた よ うに,あ る魚 を 食 べ る こと に よ って 影 響 を うけ るの は,ふ つ う,

そ の魚 を食 べ た本 人 自身 で あ る｡し か し,な ん らか の 影 響 が,当 人 以 外 の 個体 や集 団

全 体 に まで お よぼ され る こと があ る うえ,そ の影 響 の 性 質 自体 も非 常 に異 な って い る｡

問題 は それ ほ ど単 純 明快 で は ない｡本 論 で これ まで あ つ か って きた 個 々の 事例 を通 覧

して み る と き,特 定 の 食 物 規 制 と,そ の対 象 とな る人 間 の カ テ ゴ リー との 間 に は,な
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ん らかの 関 係 性 が あ る とい え るの だ ろ うか｡ま た,あ る魚 を食 べ て,影 響 を うけ る人

間(+)と,影 響 を うけ な い人 間(一)は,相 互 に対 立 す る と考 え るの は 自然 で あ る｡

とす れ ば,そ う した 対 立 が,Satawal文 化 な りSatawal社 会 の なか で,ど の よ うな

意 味 を もつ の で あ ろ うか｡

 こ う した点 か ら,食 物規 制 の対 象 とな る人 間 の カテ ゴ リー と,影 響 自体 の お よぶ 範

囲 に着 目 して分 析 を くわ え て み よ う｡

 表4は,食 物 規 制 の適 用 され る人 間 の カテ ゴ リー 別 に,規 制 の 対 象 とな る魚 を 示 し

た もので あ る｡表4で は,人 間 の カテ ゴ リーを 大 き く4つ に わ けて あ る｡第1は,尊

敬 すべ き地 位 に あ る人 間(表4の1,2)で あ り,第2は,子 供,妊 婦･月 経 時 の 女

性,病 人 な どの グル ー プ で あ る(表4の3～9)｡第3は,特 殊 な知 識 や 能力,技 術

を 有 した 人 び と(表4の10～17)22)で あ り,第4は,集 団 全 員 にか か わ る例(表4の

18～20)で あ る｡以 下,そ れ らにつ い て個 別 的 に と り あげ て み よ う｡

 第1の 例 で は,會 長(s6mwoon)や カ ヌ ー小 屋 を 管 理 す る年 長 者(s6wuwutt)に た

い して優 先 的 に特 定 の魚 が あ たえ られ る｡

 そ の な か に は,大 型 で 肉が 多 く,し か もSatawal島 民 に と り美 味 とさ れ る魚 や ウ ミ

ガ メが ふ くま れ て い る｡す な わ ち,魚 自体 が食 物 と して 非 常 に す ぐれて い る こ と と,

酋 長 の お か れ て い る社 会 的 地 位 の高 さ とが,い わ ば,等 価 値 を もつ もの と して 判 断 さ

れ て い る こ とに な る｡大 型 の美 味 な魚 は,酋 長 の権 威 を象 徴 して い る とい って よ い｡

 集 団 全 体 は,角 長 や 力 又 一小 屋 の 長 老 を尊 敬 し,.集 団 の 中心 的 人 物 と して果 す べ き

義務 を期 待 す る｡そ の た め に,特 定 の魚 が贈 与 と して あ た え られ る｡ま た そ の よ うに

す る こ とが,社 会 規 範 と して集 団 の成 員 に要 求 され る｡一 方,特 別 の地 位 や称 号 を も

つ 人 び と も,特 定 の 魚 を 食べ て 社 会 の 期待 に そ った義 務 を果 す こと が要 求 され る｡

 しか も,s6mwoonは, mangirineを 切 る さい,一 定 の 手1頂を ふ まな けれ ば な ら

な い｡

 こ こで,mangirineの 解 体 を す るさ い,正 規 の手 順 をへ ず にお こな ったs6wuwutt

が,手 順 を ふ ま なか った が ゆ え に死 ん だ とす る人 び と の考 え方 に も う一 度 ふ れ て お こ

う｡別 の例 で は,y6pwと い うヒ ラァ ジ の尾 を切 らず に 食 べ た人 も,や は り正 規 の手

続 きを 看 過 した た め に死 ん だ と解 釈 され て い る｡

 社 会 の 規 範 に したが わ な か った人 が,こ の よ うに 災 い を う け る と す る 観 念 は,

Satawal島 民 の 文 化 に ふか く根 づ い て い る｡共 同 研 究 者 の須 藤 が の べ て い るriyaと

22)特 別の知識 や技術の体系の ことは,roongと よばれ る[石 森1980]｡ roongは,超 自然的世

 界にはた らきかけるための ものでもあ る｡
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表4 魚の食物規制 と人間のカテゴ リー

            人 間の カテ ゴ リー

1.尊 敬･優 先

  1.s6mwoon     酋 長,

2.sowupwang

皿.特 殊 な 状 態

  3.飴6pwut

  4.woonikat

   (manikon, maniteete)

  5.mwaan

  6,manuwuupw

7.manipekitakuno

8.maninayinay

9.manesemway

皿.特 別 の知 識･能 力

10.sennap

11.sowukeepar

12.sowupaaw

13.sowuyarangap

14.s6wuyapeyipey

15.sowuree

16.rsniwayi

カヌー小屋の長

カヌー小屋･家 づ くりの専門家

女性

子供(新 生児,乳 児 もふ くむ)

青･壮 年の男性

妊婦

月経時の女性

新生児をもつ母親
病人

船大工

嵐静 めのroongを 修得 した人

サメに関するroongを 修得 し

た人

koto yarangapのroongを 修 得

した 人

koto yapeyipeyのroongを 修

得 した人

伝統的治療師

航海者

(paneを のぞ く)

食物規制の対象魚

 ク ロ           ノ              ノ タ

saiyaw, sangir, maam,
ノコ         リ              タ    ロ コ  ノ
rimwem wong, man                girine

'yarangap
, tokuw

.

yikeppwut

yikeppwut, sarir, yikeyemas,

kuus, ybpwookan

yikeppwut

kizus, yuur, pwuupw, nirar,

yafT, rokumw, yara ngap,

tokuw, pati, tiin, wuwerik,
 ノノ
reen, pwuupw,

yarangap, tokuw, tiin, pati,

wuwe'rik, reen, pwuupw, kizus

wong, yikinne,

症 状 に 応 じ る｡

yikinne

                ノ     ノ グ    ク
Senganangan, mWa｢US, ranaW,

kucchiyariyar, nikeenaw,

tay丘S

poot, sera, neyorokuning,

kirikir, kinipwut, neet, rukkang,

wuufoor, sepair, moosera

paaw, yayuw, yaraf,

yayuwacch, pawaner, seraw,
 ク               ク ノ           タ

yorong, ngaan, yarangap,

yasinnei, tokuw, sangir, noow,
   ノ                タ

tayus, namwar

yarangap, tokuw, tiin, pati,

wuwerik

         ノ ノ       ロ       タ   

pwuupw, reen, tam, pats,

wuwerik, yarangap, tokuw,

niTenmeyimey, meseyuk

kuum, pwunukaney, mwarefar,
        サ  ノ                   ノnoow

, narme, wumwune,
       ノ             ゆ
mono, nayew, yorong

poro, saris, your, taak,
                   の
pwuupw, pwene, nanguw,

nuwenuw, pawn, yomosokin,

m飴m,n丘 丘P66w, masaccha,

pesepes, wuufoor, nayew,

yorong, yetam, yuwani wong,

fayunyizruw wong, yuwipin,

safasaf, namwar, nioma, reen,

rowu, sera条 件 つ き で

(pwunaney, saiyaw, takunnon,

man丘k)
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17.sowusafey

N.集 団 全 員

18.yaramas

19,' 〃

20.  //

治療師

サタワル島民全体

   //

ii

症状 に応 じる｡
 ク ク       ノ    ノ ノ ノ        ノ   ロ

maapwer～｢uus;maymap～

yikiparapar;faar～sonn, taak,

nuwenuw, yaar;masapar～

yengang, fateraw, yorong,

yetam, cchep, saris, narine,

noow, merowuraw, niyamwit,

kiyakiy, namwar;wuupwainang

～tt6, suum, kuus, yarik,

rokumw;worong, moor

yerechang, yamariyor,

metayin, pwene, ranunufaimwo,

yukuurap, yaniy mwera

wong, maaw 

 yikiwerima, yikiman 
takanaar, mwaranoro 

yikinngaw

よばれる観念が[須 藤 1981:1034],上 記の事例と関連すると筆者は考えている｡

正規の手順をぬきにして調理された魚を食べた人の蒙むる影響は,個 人的である｡し

かし,同 時に,社 会の規範を守 らないことによってもたらされる災い(=死)が どの

ようなものであるのかという道徳律なり社会規範が,集 団の成員におよぼされると考

えるべきであろう｡

 子供 か ら病 人 にい た る第2番 目の グル ー プ で,と くに注 目す べ き こ とは,そ う した

人 間 が,い ず れ も異 常 な状 態 に あ るか,悪 い存 在 で あ る と考 え られ て い る ことで あ る｡

 す で に,一動 物 ∫ 魚J入 間 に 関す る民俗 分類 の 部 分 で,子 供,妊 婦,病 人 な ど は,人

間(yaramas)と 動物(maan)の 中間 的 な カ テ ゴ リー に位 置 づ け られ る こ とを示 唆 し

て おい た｡ま た,女 が,｢悪 い人｣と して概 念 化 され て い る こ と も第 皿章 で指 摘 した｡

 人 間 の う ち,上 記 に のべ た よ うな,中 間 的 な い し｢悪 い｣と み な され て い る人 び と

に たい し,特 定 の魚 を食 べ る こ とが禁 じ られ た り,積 極 的 に すす め られ る23)｡こ の
                 

よ うに,あ い まい な 人 間 存 在 にた い して,禁 忌 とか タブ ー が 課 され る とす る考 え 方

[DOUGLAS 1964;LEACH 1964]を,こ れ まで の べ て きた 事 例 に適 用 す る こ とが で

き る｡し か し,そ の 原 理 が ま った くうま く適 合 す るか とい うとそ うで もな い｡青･壮

年 の 男性 で さ え,あ る魚 を 食べ る こ と によ り影 響 を う ける と い う場 合 が あ るか らで あ

る｡若 い男 性 がyikeppwutを 食 べ る と,カ ヌー の帆 柱 を た て た り,コ コヤ シや パ ン

23)と くにきまった種類ではないが,｢お い しい魚｣(yikinne)が,新 生児を もつ母親や病人にあ

 たえ られ ることがある｡前 者 の場合,そ うした魚 は'rowと よばれ る｡後 者で はyomwon non
manesemwayと よばれる｡ y6mw6nは,釣 りの｢餌｣の ことで,病 人があたか も餌 にとびつ

 く魚のよ うに｢お い しい魚｣を 食べて,病 気が回復するようにとの願いが こめ られてい る｡
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ノ キ に登 るよ うな作 業 を す る体 力 を喪 失 して しま う と考 え られ て い る例 に よ って,そ

の ことは あ き らか で あ る｡青･壮 年 の男 性 は,異 常 な存 在 で もな け れ ば,｢悪 い｣存

在 で もな い｡

 身 体 に特 別 の 属性 を も ち,あ る い は身 体 に 異常 の あ る個 体 に食物 規 制 を課 す る こ と

と,身 体 が 壮 健 で,な ん ら異常 の ない 個 体 にあ る魚 を食 べ て は い け な い と指 示 す る こ

ととの 間 には,一 見 してた が い に異 な った 論 理 が介 在 す る よ う にみ え る｡し か し,女

･子 供,病 人 な ど が,弱 い存 在 で あ る こ とを 一 方 で社 会 的 に容 認 し(一 差 別 の 原 理),

同時 に,弱 いが ゆ え に,あ るい は,通 常 の状 態 で あ って も,そ れ 以 上 弱 くな って,社

会 的役 割 を果 せ な くな っ て は,集 団全 体 が うま く機能 しな い と判 断 す る(=統 合 の 原

理)こ と と は,Satawal島 社 会 の 秩序 を維 持 して ゆ くうえで,相 補 的 な 役割 を もつ と

考 え る こと がで き るの で は な いだ ろ うか｡

 さ らに,あ る個 体 が異 常 な状 態 に あ る と い って も,過 渡 的 な こ と には ち が い な い｡

時 系 列 的 に変 化 す る個体 の状 態 変 化 を,生 活 史 にお け る食 物 規 制 の 問 題 と して み る と

[市川 1977:139-166],個 体 の 出生 時,離 乳 期,思 春 期,妊 娠 時,月 経 時 と い った

よ う に,人 生 の折 り 目 ご とに 食物 規 制 が適 用 され て い る と もい え るだ ろ う･病 人 に た

いす る食物 規 制 も,や は り人 生 の危 機 にあ た ると い う点 で,上 記 の例 と同 じよ うな性

格 づ けを す る こ とが で きよ う｡

 第2の 人 間 カ テ ゴ リー にふ くま れ る例 と して重 要 な の は,妊 婦 や月 経 時 の女 性 に た

いす る禁 忌 魚 で あ る｡neeyimwenikatに 滞 在 中 の女 性 が,カ ッ オ,マ グ ロ,タ カ サ

ゴ,ヒ メ ジ,モ ンガ ラカ ワハ ギ,イ ス ズ ミ,タ コ な どを 食 べ た ら,ど の よ うな 影 響

が もた らされ るの だ ろ うか｡人 び との 観念 で は,魚 が 島 に もた ら さ れ な い(yeseto

rukufan)と み な され てい るの で あ る｡ yeseは,｢it is not｣, toは,｢こ ち ら側へ｣,

       じよう

rukufanは,｢豊 饒｣を そ れ ぞれ あ らわ して い る｡す な わ ち,妊 婦 や月 経 時 の女 性 が
                 マイナス

禁 忌 を破 る と,Satawal島 の集 団 全 員 が負 の影 響 を蒙 る こ とに な るの で あ る｡

 で は,な ぜ 妊 婦 や月 経 時 の女 性 に と り,特 定 の 魚 が禁 忌 とされ るの で あ ろ うか･筆

者 の え た資 料 で は,カ ツ オ,マ グ ロ,流 木 に と もな って漁 獲 され る魚 な ど は,い ず れ

も超 自然 的存 在 に よ り支 配 され て お り,そ の超 自然 的存 在 は,妊 婦 や月 経 中 の女 性 に

固有 の 匂 い(pwongos6w)を 忌 み き ら うか らで あ る とい う｡魚 の匂 い と 妊 婦 や 月 経

中の 女 性 の 匂 い が,お た が い に対 立 す る もの と観 念 され て い る ことは,前 項 で のべ た｡

妊 婦 や 月 経 中 の女 性 の匂 い は,｢血｣に 関 連 した 匂 い で あ る･

 第3番 目は,特 殊 な 知 識 や能 力 を もつ 個体 に 関 す る場 合 で あ る｡そ の な か にふ く

ま れ るの は,船 大工(sennap),家 や カ ヌー小 屋 づ く りの専 門 家(sowupwang),航
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海 者(panuを 除 く),カ ツオ,マ グ ロ,流 木,パ ンノ キ な どのSaiawal島 民 に と り

も っと も 重要 な 食 糧資 源 を,超 自然界 に 働 きか け て もた らす 儀礼 を お こな う人 び と

(sowuyarangap, sowuyapeyipey, sowumaay),嵐 静 め の 儀 礼 を お こな う人 び と

(sowukeepar),カ ヌ ーが 沈 ん だ とき,人 間 を サ メの害 か らま も るた め の知 識 を 体 得 し

た 人 び と(sowupaaw),病 気 を 治療 す る人 び と(sowusafey)な どが ふ くまれ る･上 の

例 か らもわ か るよ うに,こ う した人 び と は一 般 にs6wuと よば れ て い る｡ SOWUの 体

得 した 知 識 や能 力 が,Satawal社 会 の な か で果 す 役 割 は,非 常 に重 大 な意 味 を もつ｡

生 存 に不 可 欠 な カ ヌー や家 屋 の建 造,航 海 や漁 携 に必 要 な航 海 術 に関 す る知識 だ けで

な く,島 全 体 が,あ るい は個 人 が 危機 的状 況 に お ちい った 場合,そ の状 況 を克 服 す る

た め の対 応 策 を こ こ ろえ た人 び とが,そ の な か にふ くまれ て い る｡s6Wuの 有 す る知

識 は,超 自然 界 に働 きか け るた め の もの で あ る ことが 多 い｡し た が って また,そ う し

た 知 識 は,万 人 に共 有 され るの で は な く,秘 儀 と して,ご く一部 の人 び と の間 で のみ

共 有 され る｡数 多 くの 食 物 規 制 は,s6wu自 らを, s6Wu以 外 の 人 び とか ら区 別 す る

うえで も役 だ って い る｡と と もに,そ う した規 制 が遵 守 され る こと に よ り,s6wuの

もつ 知 識 が,社 会全 体 に た い して,有 効 に機 能 す る こ とに な るの で あ る｡し た が って,

個 々のs6wuに た い して 課 せ られ る禁 忌 が,非 常 に 個 人 的 な もので あ る と して も,

Satawal社 会 全 体 が 拘束 を うけ る こ と もあ き らかで あ る｡す な わ ち,禁 忌 とそ れ に と

もな う影 響 は,個 人 と集 団 の 対立 を も意 味 して い る[レ ヴ ィ=ス トロー ス 1975:94

-96]o

 第4番 目は,食 物 規 制 が 特 定 の個 人 にた い して で は一な¥i集 団 を構 成 す るす べ て の

成 員 にた い して適 用 され る場 合 で あ る｡こ のな か には,明 確 な禁 忌 を と もな う例 と,

最 初 か ら食物 とは認 め られ なか った り,食 べ る こ とが 恐 れ られ,あ るい は 忌避 さ れ る

とい った例 が ふ くま れて い る｡

 前 者 に ふ くまれ るの は,ウ ミガ メの 場合 で あ る｡ア オ ウ ミガ メ にた いす る規 制 は,

(イ)カ メが 捕獲 さ れ た場 所,(ロ)人 間 が 特 定 の カテ ゴ リー に 属 す る か ど うか,(ハ)

か りに 食 べ た と して,pwun nimと よば れ るsafeyを お こな った か ど うか･と い う3

つ の 点 に もと つ いて 適 用 され る｡重 要 な こ とは,規 制 に違 反 した もの が い る と,島 民

全 体 が深 刻 な 影響 を蒙 る と考 え られて い る こ とで あ る｡

 タイ マ イの 場合 は,最 初 か ら食 べ る こと が禁 じられ て お り,も しそ の禁 を破 った個

人 が い る と,島 民全 体 が影 響 を う け る と考 え られ て い る｡

 あ る禁 忌 が 集 団 全 体 に 影響 力 を もつ とす れ ば,そ の 影 響 自体 が 島民 一 人 一 人 に と り,

重 要 な 意 味 を もつ もの で な け れ ば な らな い｡こ の意 味 で,集 団 の生 存 に と り も っ と も
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基本的と思われる食糧資源の消長が,禁 忌の理由とされているのである｡禁 忌は,あ

くまでも個人にたいしてむけられたものであるが,そ の影響は,集 団の命運にかかわ
                                        

って くる｡ウ ミガ メ につ いて の事 例 は,集 団 全 体 が けが され る とい ったpollutionの

概 念 を 援 用 す る こ とが 有 効 とお もわれ る｡

 明 確 な禁 忌 を と もなわ ない が,食 物 規 制 が集 団 内成 員 に ひ と し く適 用 さ れ る場 合 に

つ い て考 え て み よ う｡

 フグ の毒 は,人 間 に致 死 的 影響 を あた え るの で,集 団 全 員 が 食 べ な い｡フ グ以外 に

も,食 べ る と死 ぬ か,病 気 に な る とみ な されて い る魚 は,敬 遠 さ れ る｡口 吻 や尾 を切

らず に 調理 され た カ ジキ や ヒラ ア ジ も人 間 を死 に おい や る と恐 れ られて お り,こ う し

た手 続 き が な され な い 魚 は食 べ られ る こ とは な い｡sowupaawやsowumaayが,明

確 に そ れ ぞれ,サ メ や ウツ ボ を禁 食 に す る と い う例 外 を の ぞ け ば,サ メ,エ イ,ウ ッ

ボ,イ ル カ,ク ジ ラな ど は,生 理 的 に不 快 で あ る と して集 団 の だれ もが 食用 と しない｡

 こ の よ う にみ て くる と,集 団全 員 が特 定 の 魚 を食 用 と しな い わ けは,死 や病 気 にた

いす る恐 れ と と もに,生 理 的 不快 感 が根 拠 に な って い る か らに ほか な らな い｡

 第1か ら第4ま で の分 析 結果 を もと に,さ らに ｺ一的 な結 論 にむ けて,若 干 の考 察

を く』わ え て み よ う｡図12に は,Satawal島 にお ける集 団 を3つ の 部 分 に わ けた 模 式 図

が 示 され て い る｡図 のAに は,酋 長 や 特 別 の地 位 や能 力 を 有 す る人 び と がふ くま れ

る｡図 のBに は,病 人 や妊 婦,子 供 な ど がふ くまれ る｡図 のCに は,集 団 全 体 か ら,

AとBを 除 外 した部 分,つ ま り通 常 の人 び とが ふ くまれ る｡そ して,Aは 優 位, B

は 劣 位,Cは 普 通,と い った 大 ま か な グル ー ピ ン グを した と考 え て お こ う｡

      図12集 団構成と食物規制

ρゆ は,食物規制をおかした場合におよぶ影響をあらわす｡
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 す ぐにで も気 づ くこ とで あ るが,ほ とん どの 食物 規 制 は,集 団 の なか のAとBの

部 分 に む け られ て い る(図12-1)｡さ らに,A, Bい ず れ の部 分 にふ くま れ る人 間で あ

って も1き め られ た 食物 規 制 を お か した場 合,そ の 影響 は,間 接 的 に し ろ集 団全 体 に

お よぶ こ とに な る(図12-2,3)｡

 す な わ ち,食 物 規 制 とい う点 か らみ て,AとBは,集 団全 体 を 秩 序 づ け,維 持 し

て ゆ く うえ で,も っと も重要 な要 素 で あ る こ とに な る｡Satawalと い う社 会 の な か で,

AとBに よ り関 心 が む け られ て い る と い って もよ い｡じ つ は,こ の こと 自体,か な

り一 般 的 な 結 論 で あ る とい って も過 言 で は な い｡

 そ こで も うす こ し,Aの 部 分 とBの 部 分 のダ イ ナ ミ ックス につ いて ふ れ て み よ う｡

そ のた め,カ ツオ,マ グ ロ,流 木 魚 の例 を と りあ げ る｡

 カ ツ オ,マ グ ロ,流 木 魚 な ど は,sowuyarangapやsowuyapeyipeyの 禁 忌 魚 で あ

った(図12のAに ふ くまれ る)｡同 時 に,妊 婦 や 月 経 時 の女 性(図12のBに ふ くま

れ る)に と って も禁 忌 とさ れ て い た｡そ の ど ち らが 禁 忌 を お か して も,影 響 が集 団全

体 にお よぶ と考 え られ て い る｡魚 が島 に もた ら され ない とい う結 果 は,こ の 場合,お

な じで あ る｡し か し,Aに 属 す る人 間 が禁 忌 を 破 る こと と, Bに 属 す る人 間 が 禁 忌 を

破 る こ とは,ま った く意 味 が 異 な って い る｡Aは,い わば,超 自然的 存 在 と人 間 界 を

むす ぶ 媒 介 者 で あ る｡Bは,人 間 で は あ るが,動 物 との 中間 カ テ ゴ リー に あ る存 在

(図3のmaan3)で も あ る｡匂 い に 関 して は,超 自然 的 存 在 と対 立 す る存 在 で もあ る｡

 した が って,A,Bと もに通 常 の人 間 で は な い と も考 え る ことが で き る｡

図13Satawal島 における食物規制を示す構造的モデル

     破線 内は,人 間界をあ らわす｡
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す な わ ち,超 自然 的 存 在(yanu),Aに 属 す る人 間(s6wu),妊 婦,月 経 時 の女 性

(covertな カテ ゴ リー と して のmaan)の 三 者 の間 に は,相 互 に 関係 す る 図13の よ う

な図 式 を 想定 す る こ とが で きる｡こ の こ とは,Satawa1島 に お け る食物 規 制 を 考 え る

う えで,重 要 な原 理 的 解 釈 と して成 立 しう る と考 え られ る｡

さ らに,Satawal文 化 を 考 察 す る 上 で重 要 とお もわ れ る の は,ウ ミガ メに 関す る食

物 規 制 で あ る｡

カ ツ オ,マ グ ロ,流 木 魚 な ど に関 す る規 制 は,個 人 的 で あ る｡一 方,ウ ミガ メ の場

合 は,集 団 的 で あ る24)｡し か しな が ら,禁 忌 を おか した さい,い ず れ も食 糧 資源 が枯

渇 す る と み な され て い る点 は共 通 して い る｡

ウ ミガ メ に 関す る禁 忌 を お かす と,陸 上 の資 源 が枯 渇 す る(pwasenfanuw)｡カ ツ

オ,マ グ ロ,流 木 魚 に 関 す る 禁 忌 を やぶ る と,海 の 資 源 が 島 に 到 来 しな い(yeseto

rukufan)o

ウ ミガ メ,カ ツ オ,マ グ ロ,流 木 魚 は,SataWal島 民の 食 糧 資 源 の な か で も,も っ

と も価 値 の あ る もの と され て い る｡そ う した 食 糧 に 関 す る食 物 規 制 を や ぶ ると,陸 と

海 の食 糧 資 源 自体 が枯 渇 す る とい う,よ り深 刻 な 事 態 に な る と み な され て い る わ けで

あ る｡

この よ うに,食 糧 資源 が ど の よ う に位 置 づ け られ て い るの か と い う問題 は,他 に も

い くつ か の重 要 な論 点 を ふ くん で い る｡す で に筆 者 はそ の あ らま しに つ いて 紹 介 した

こ とが あ る[秋 道1980a:47-54]｡そ の さい,集 団 の生 存(survival)と い う視 点 か ら,

食 糧 問 題 を と りあ つ か うこ と の もつ 意 義 につ い て ふ れ た こ とが あ る[秋 道1980b:

3-51]｡こ の場 合,生 存 とい うの は,単 に食 糧 を獲 得す る た めの(狭 義 の)サ ブ シス

テ ンス･エ コ ノ ミーだ けを 意 味 して い る ので は も ち ろん な い｡本 論 で の べ た よ うな 禁

忌 や食 物 規 制,分 配 や 交 換 とい った こ とが らも,当 然,視 野の なか に ふ くま れ て くる｡

生 存 と い うの は,食 糧 の獲 得 か ら,集 団 の維 持 と統 合,超 自然 観 に い た る問題 の考 察

に重 要 な視 点 を あ た え る概 念 で あ る｡

4."悪 い 魚"と"良 い 魚"

前2項 の 記 述 をふ まえ,こ こで は,魚 の 民 俗 概念 につ いて あ らた め て と りあ げ る こ

ル に な る｡

24)タ イ マイの場合,集 団全体が食べる こと を禁 止 され る｡ア オウ ミガメの場合,食 べて も

よいが(老 人や 新生児 を もつ母親,病 人を別 として),タ ロイモ畑 へ行 くときに,か な らず

pwunnimを しなければな らない｡こ の点で も1規 制 は集団的であ る｡
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 あ る属 性 を もつ魚 を 食 べ る こ とに よ り,あ る個 体 が蒙 る影 響 は,そ の 個体 に と り,

身体 が弱 くな った り,災 い が もた らさ れ る とい った 負(マ イ ナ ス)の 性 格 を もつ こ と

が 多 い｡個 体 だ けで な く,集 団 全 体 に な ん らか の 意 味 で 負 の 影響 が お よぼ され る こ と

は す で に のべ た｡

 第 皿章 で と り あげ た さ ま ざ まな 民俗 概 念 の う ち,yikinngaw, yikeppwut, yikifan,

yikipinな どは,個 体 に と りい ず れ も,｢悪 い｣と か｢禁 止 され た｣と い った 負 の価 値

と結 び つ い た概 念 で あ る｡

 しか し,社 会 全 体 や,集 団 の立 場 あ るい は論 理 か らす る と,上 記 に のべ た4つ の概

念 の う ち,yikinngawを の ぞ く他 の3つ は,い ず れ も正 の 価 値 と結 びつ いて い る｡た

とえ ば,女･子 供 がyikepPwutを 食 べ て 身 体 が 弱 くな った り, yikifanを 妊 婦 が食 べ

て 島 の 資源 が 枯渇 す る よ うな状 況 は,あ き らか に集 団 に と り負 の 意 味 を もつ｡そ の意

味 で,yikepPwut, yikifan, yikipinと い う3つ の民 俗 概 念 は, Satawal島 に お け る

個 体 と集 団 の 対立 様 式 を 示 し,あ る いは 秩 序 を維 持 す る媒 介 項 の 役 割 を果 して い る と

いえ る｡そ う した場 合 の 個 体 が,$OWuとmaanと い う2つ の概 念 に ふ くめ られ る こ

と につ い て は す で にの べ た｡

 個 体 に と って は,"悪 い魚"(食 べ る ことが 抑 制,な い し禁 止 され る とい う点 で)で

あ るが,集 団 全 体 に と っで は"良 い魚"(集 団 や そ の秩 序 が維 持 され る とい う点 で)

とされ るの で あ る｡ま た,妊 婦 や月 経 中の 女 性 に と って"悪 い魚"は,集 団全 体 に と

って は,"良 い魚"と な る｡こ の場 合,カ ッ オ,マ グ ロ,ウ ミガ メな どは,Satawal

島 民演 も っども この む喰 砺 で あ る,と い う ことを 再 確 認 して お く必 要 があ る｡｢お い

しい魚｣は,yikinneと 称 され る15)｡ yikinneは,｢脂 肪 の多 い魚｣yikiyuwi(yuwi

は,｢脂 肪｣の 意)と ほ とん ど同 義 的 に使 わ れ る こ とば で もあ る｡

 そ れで は,yikinngawに つ いて,ど の よ うに 考 え れ ば よ いの で あ ろ うか｡yikinngaw

を 食 べ る こ とに よ って,な ん らか の 具 体 的影 響 が 人 間 に お よぶ と考 え られ て い るの で

は ない｡Satawal島 民 とyikinngawと の か か わ りあい は,｢吐 き気｣(mmwus)と い う

こ とば に象 徴 され て い る とお もわれ る｡こ れ にた い し,yikeppwut, yikifan, yikipin

は,食 用可 能 な魚 で あ る｡す な わ ち｢食 物｣と み とめ られ て い る｡yikiwerimaは,

｢食 物｣で は な く,｢毒｣そ の もので あ る｡

 yikimanは,最 初,実 体 不 明 で あ るが, rriayinapと い う症 状 の 露 見 に よ り･は じあ

て｢毒｣を もつ と認 識 され る｡｢毒｣の 正 体 は,魚 の なか の｢微 生 物｣と 認 知 さ れ る｡

25)こ れ に た い し,食 用可 能 で は あ るが,食 べ て も｢お い しくな い魚｣の こ と は,yikisenneと

よ ば れ る｡senn6は,｢お い し くない｣の 意 味 で あ る｡
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図14魚 の民俗概念 とyikinngawの 特異牲

 yikinngawは,上 記 に の べ た ど の例 に も属 さ な い,き わ めて あ い まい な 概念 で あ る

(図14)｡

 この こ と と,yikinngawが 民 俗 分 類 の な か で,き わ めて 特異 な 位 置 を 占め る こ と と

は,無 関係 で は ない だ ろ う｡yikinngawこ そ,真 の意 味で"悪 い 魚"と み な され て い

る こと に あ らため て 注 意 す る必 要 が あ るだ ろ う｡yikinngawと い う民 俗 概 念 で あ らわ

され る以 外 の魚 は,個 体 と集 団 の対 立 様 式 に お いて,"良 い魚"で もあ り"悪 い魚"で

もあ る とい う互 換 蛙 を も って い る ので あ る｡

 yikinngawがSatawal文 化 の な か で 占 め る 位 置 は,き わ め て 特 異 的 で あ る｡

Satawa1島 民 と魚 と のか か わ りあ い方 が,ま さ に この点 に凝 縮 して い る とい って もよ

い｡こ の 点 は,本 稿 の も っと も重 要 な帰 結 で あ る と い って よい｡

 しか しな が ら,本 稿 の 到 達 点 か ら,一 体 い くば くの ことが わ か った の で あ ろ うか｡

 最 後 に,島 で最 高 齢 者 の 一 老 人 が サ メ につ い て語 った こ とば を あ げ て結 び と した い｡

 ｢昔 は,人 間 も少 な く,サ メを食 べ なか った｡し か し,い ま は人 間 が多 い｡サ メ ま

で 食 べ る人 もい る ……｣｡

V.お わ りに か えて

 Satawal島 にお け る民族i魚類 学 の研究 を,魚 が 人 間 にお よ ぼ す影 響 の 問題 に焦 点 を

あ わせ て 記 述 して きた｡

 Satawal島 の人 び と と魚 と のか か わ りあ い は,以 上 み て きた よ うに非 常 に多 様 化 し

て い る｡魚 にた い す る価 値 体 系 は,環 境･食 糧 資 源 な どに 関 す る人 び との観 念 とか か

わ る だ け で な く,人 間 観 や超 自然 観 と も密接 に 関連 して い る｡｢魚 文 化｣の 考 察 が,

Satawal島 民 の 自然 観 や 文化 の体 系 を あ き らか にす る うえ で,重 要 な視 座 を あ た え る

と もい え よ う｡そ の こ と自体 は,Satawal島 民 の海 にた い す る 依存 度 が 高 い こ とや,
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イ ン ド･太 平 洋 地 域 に お け る魚 類 の多 様 性[CARcAssoN l977]と い った生 態 学 的基

盤 を 考 慮 す るな ら,よ り納 得 で き る ので は ない だ ろ うか｡

 太 平 洋 地 域 に す む人 び とは,古 来 よ り海 とか か わ って生 きて きた｡筆 者 らが 現在 手

が けて い る航海 術 の研 究[須 藤 1979a:37-55;石 森 1980:24-28;秋 道 1981:

617-641]も,そ う した太 平 洋 に お け る海 洋 文 化 の い わ ば核 心部 分 を探 究 す る こ とに

他 な らな い｡

 こ う して み ると,魚 や 海 とい う もの が,民 族 学 や 人 類学 の研 究 対 象 と して,も うす

こ しク ロ ーズ･ア ップ され て もよい,と い う気 持 を 筆 者 は も って い る ｡し か し実 際 に は,

陸上 の 栽 培 植物 や農 耕 の起 源･分 布 な どに 関す る 研 究 が一 方 で 主 流 を 占め[BARRAU

1958,1961;YEN 1973,1974],漁 携 や魚 の 問題 は,生 業 に 占 め る位 置 が低 い と し

て,あ ま りか え りみ られ る こ とは なか った[大 島 1977]｡し か し,最 近 で は,大 島 ら

に よ る トレス海 峡 諸 島調 査 な ど とと もに,欧 米 の 学 者 に よ る漁 携 文 化 の研 究 が,徐 々

に な され つ つ あ る｡[TITcoMB 1972;MEEHAN l 977;JoHANNEs 1978;KIRCH

and DYE 1979:53-76;LUOMALA 1980:523-558]0

 今 後 と も,こ う した 研 究 と あい ま って,オ セ ァ ニ ア に お け る漁 携 文 化 の 研 究 を推 進

しな けれ ばな らな い｡

 本論では,魚 に焦点をあわせており,食 糧資源や食物カテゴ リーに関する論考を,

意識的に排除してきた｡そ のため,内 容としては非常に不明瞭な面がい くつかあるこ

とを,筆 者自身 もみとめざる身 えない｡ま たプー漁携や魚の分配 一交換,魚 をあぐる儀

礼などの問題については,本 論でほとんどとりあげていない｡

 こうした諸問題については,今 後,発 表する論文のなかで相互に関連づけながら,

論考を深めてゆきたいと考えている｡そ れと同時に,共 同調査者である石森,須 藤両

氏が,筆 者が十分にあつかいきれなかった問題を,ち がった角度から深められること

と思う｡両 氏の今後の展開を期待 したい｡
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